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序文

財団法人千葉県教育振興財団(財団法人千葉県文化財センターか

ら平成17 年 9 月 1 日付で名称変更)は，埋蔵文化財の調査研究，文

化財保護思想、のj函養と普及などを主な目的として昭和49 年に設立さ

れ，以来，数多くの遺跡の発掘調査を実施し，その結果として多数

の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび¥千葉県教育振興財団調査報告第 545 集として，独立行

政法人都市再生機構の流山新市街地地区土地区画整理事業に伴って

実施した流山市市野谷宮尻遺跡の発掘調査報告書を刊行する運びと

なりました。

この調査では，古墳時代前期の多くの竪穴住居跡とともに，多量

の土器が検出され，特に竪穴住居跡から出土した墨書土器は，全国

的にも注目されており，この地域の古墳時代前期の歴史を知る上で

貴重な成果が得られております。

刊行に当たり，本書が学術資料として，また埋蔵文化財の保護に

対する理解を深めるための資料として広く活用されることを願って

おります。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の方々

を始めとする関係の皆様や関係機関，また，発掘から整理まで御苦

労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成18 年 3 月

財団法人千葉県教育振興財団

理事長佐藤健太郎



凡例

1 本書は，独立行政法人都市再生機構による流山新市街地地区土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財の発

掘調査報告書である。

2 本書に収録した遺跡は，千葉県流山市西初石 5 丁目 54 ほかに所在する市野谷宮尻遺跡(遺跡コード 220

- 046) である。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は，独立行政法人都市再生機構の委託を受け，財団法人千葉県文

化財センター(平成 17 年 9 月 1 日付で財団法人千葉県教育振興財団と名称変更)が実施した 。

4 発掘調査及び整理作業の担当者及び実施期間は本文中に記載した。

5 本書の執筆・編集は，主席研究員 栗田則久が担当した。

6 墨書土器の釈文及び赤外線撮影については，大学共同利用機関法人 人間文化機構国立歴史民俗博物

館長平川 南氏の御指導，御協力を得た。なお，巻首図版の赤外線写真は，同氏から提供を受けた。

また，松阪市埋蔵文化財センター 和気清章氏，長浜市教育委員会歴史文化課 西原雄大氏，安城市

埋蔵文化財センタ一 川崎みどり氏，金沢市埋蔵文化財センター 小西昌志氏に資料の実見などで御協

力，御教示を得た。

7 発掘調査から報告書の刊行に至るまで，千葉県教育庁教育振興部文化財課，独立行政法人都市再生機

構及び流山市教育委員会の御指導，御協力を得た。

8 本書で使用した地形図は以下のとおりである。

第 2 図 国土地理院発行 1/25 ，000 地形図「流山J (N1 - 54 - 25 - 1 - 2) 

9 周辺航空写真は，京葉測量株式会社による昭和48 年撮影のものを使用した。

10 本書で使用した図面の方位は，すべて座標北であり，測量値は日本測地系による。
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図版36 SI087 土 器 ( 1 ) 

SI087 土製勾玉 図版64 グリッド出土土器( 2 ) 

SI088 図版65 グリッド出土土器( 3 ) 

SI088 出土土器



第 1章はじめに

第 1 節調査の概要

1 調査の経緯と経過

独立行政法人都市再生機構は，常磐新線(つくばエクスプレス)に関連して 流山新市街地地区土地区

画整理事業を計画した。実施にあたって，独立行政法人都市再生機構から用地内の「埋蔵文化財の所在の

有無及びその取り扱いについて」の照会文書が千葉県教育委員会あてに提出され，その取り扱いについて，

千葉県教育委員会との慎重な協議が重ねられた。その結果，現状保存が困難な地点については，やむを得

ず記録保存の措置を講ずることで協議が整い，財団法人教育振興財団が発掘調査を実施することとなった。

発掘調査は，平成12 年度から平成14 年度にわたって行われた。

調査は，平成12 年12 月に市野谷野尻遺跡( 1 )の確認調査から開始された 。その後，同遺跡 (2) ~ 

( 5 )の確認調査と本調査を実施した 。対象面積73 ，296 ぱに対して，上層6，962 ぱ，下層2，390 ぱの確認調査

を行った結果，上層については29 ，065 ぱを対象に本調査を実施した。下層については，広がりが認められ

ないため，確認調査で終了した。平成15 年 2 月にすべての発掘調査が終了した。

整理作業は，平成15 年度から平成17 年度にかけて行った

発掘調査及び整理作業に関わる各年度の組織・担当職員及び作業内容は以下のとおりである。

( 1 )発掘調査

平成12 年度 ( 1 ) 

調査期間:平成 12 年12 月 1 日~平成 13 年 3 月27 日

内容: (上層)確認調査 6，000rri のうち 720 凶

本調査 1，830rri 

(下層)確認調査 6，000 ぱのうち 272 ぱ

本調査 なし

組織:西部調査事務所長 及川淳一

担当者:副所長岡田誠造 上席研究員織田良昭立石圭一

平成13 年度 ( 2 ・2 - 1 ・3 ) 

( 2 ) 

調査期間:平成 13 年 4 月 5 日~平成 13 年 9 月28 日

内容: (上層)確認調査 28 ，012 ぱのうち 2，802rri

本調査 1，1 45 ぱ

(下層)確認調査 28 ，012rri のうち 1，204 ぱ

本調査 なし

組織:西部調査事務所長 田坂 浩

担当者:上席研究員 角谷敏昭
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( 2 - 1 ) 

調査期間:平成 13 年 8 月 1 日~平成 13 年 9 月28 日

内容: (下層)確認調査 5，311 ぱのうち 106rri

本調査 なし

組織:西部調査事務所長 田 坂 浩

担当者:上席研究員 角谷敏昭

( 3 ) 

調査期間:平成 14 年 2 月 1 日~平成 14 年 2 月28 日

内容: (上層)確認調査 2，773 ぱのうち320m

本調査 1， 820rri 

(下層)確認調査 2，773rri のうち 116 ぱ

本調査 なし

組織:西部調査事務所長 田 坂 浩

担当者:副所長 岡田誠造

平成14 年度 ( 4 ・5 ) 

( 4 ) 

調査期間:平成 14 年 5 月 1 日~平成 14 年12 月20 日

内容: (上層)確認調査 28 ，500rri のうち 2，850 ぱ

本調査 22 ，020 ぱ

(下層)確認調査 28 ，500rri のうち636m

本調査 なし

組織:西部調査事務所長 田坂 浩

担当者:上席研究員 木下圭司

( 5 ) 

調査期間:平成 14 年11 月 1 日~平成 15 年 2 月27 日

内容: (上層)確認調査 2.7 00rri のうち 270rri

本調査 2，250rri 

(下層)確認調査 2，700rri のうち56rri

本調査 なし

組織:西部調査 事務所長田坂浩

担当者:上席研究員 木下圭司

( 2 )整理作業

平成15 年度

内容:水洗注記から 実測の一部まで

組織:調査部副部長兼整理課長深津克友 西部調査事務所長田坂浩

担当者:副所長兼主席研究員 高橋博文主席研究員 栗田則久
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平成16 年度

内容:実測の 一部

組織:調査部整理課長及川淳 一 西部調査事務所長田坂浩

担当者:主席研究員 栗田則久

平成17 年度

内容:実測の 一部から刊行まで

組織:調査部整理課長加藤修司

担当者:整理課長加藤修司 主席研究員栗田則久

2 調査の方法と概要

調査にあたっては，国土方眼座標(第 E 座標系)に基づいたグリッドの設定を行っている 。新市街地地

区内に所在する遺跡群全体に調査対象範囲を覆うように， 20 x 20m の方眼網を設定し，これを大グリ ッド

とした。大グリッドの名称は，南北方向を北から 1 ， 2 ， 3 …，東西方向は西から A ，B ， C …とし，こ

の数字とアルファベットを組み合わせて大グリッド名とした。本遺跡の調査範囲が含まれるグリッドは，

東西方向に L~S ，南北方向に23~32である (第 3 図) 。 この大グリ ッ ドを 2x2mの小グリッドに100分

割し，北から00~90，西から00~09とした。 この大グリッドと小グリッドを組み合わせて，例えば26M-

20 というように呼称した(第 1 図)。

上層の確認調査は，まず調査対象面積の10% について， トレンチ及び一部グリッドを設定して遺構の種

類や時期及び遺構の広がりを確認するために行った。このトレンチは，調査地の地形や調査範囲にあわせ

て東西方向に設定し，状況に応じて拡張しながら全体の把握に努めた。その結果，古墳時代中期の竪穴住

居跡などを多数検出した。確認調査の結果を受けて，年度ごとに本調査範囲を決定し，順次本調査を実施

した。

本調査にあたっては，各遺構に種別ごとの通し番号を付した。

各遺構の種別については，アルファベットの略称で，竪穴住居跡

にはSI ，土坑にはSK を冠し，これに通し番号を付けた。なお，年

度ごとに001 から番号を付けており，遺跡内で同一番号の遺構が生

じてしまうため，整理段階で平成14 年度の 5 次調査を基本に遺構

番号を付け替えた。

上層の本調査終了後，調査対象面積の 4 % について 2x2m の

グリッドを設定し，下層の確認調査を行った。その結果，まとま

った遺物の出土が確認されなかったため，本調査は行わず，部分

的に拡張し，確認調査で終了とした。

第 2 節遺跡の位置と環境(第 2 図)

1 遺跡の位置
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第 1図 グリッド名称、例

市野谷宮尻遺跡の所在する流山市は，千葉県の北西部，東京湾に流入する江戸川の東側，河口からは

約30km 北側に入る。近年，常磐自動車道流山インターチェンジ周辺の大規模な区画整理や常磐新線 (つく

ばエクスプレス)の開通に伴う開発など， 急激な都市化が進んでいる。
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市野谷宮尻遺跡、は，流山市のほぼ中央，江戸川の支流によって開析された小支谷に面する標高約20m の

台地上に所在する。台地上はほぼ平坦で、あるが，東側と西側に谷が入札平坦面は約350m の幅で、南北に細

長い形状を呈している。

2 遺跡の歴史的環境

市野谷宮尻遺跡の所在する江戸川東岸には数多くの遺跡が確認されている。ここでは，本遺跡に関係す

る縄文時代から平安時代の主な遺跡、を取り上げることとする。なお，遺跡の名称等については， r千葉県埋

蔵文化財分布地図 (1 ) 一東葛飾 ・印膳地区(改訂版) j に従っている。

縄文時代の遺跡はきわめて多い。早期では， 三輪野山第皿遺跡で鵜ヶ島台式の竪穴住居や炉穴が調査さ

れている。他に，加地区遺跡群でも炉穴がみられる。前期になると，多くの遺跡で集落が調査されている。

松戸市の幸田貝塚では関山式期を主体とした竪穴住居が多数検出された。流山市内では， 三輪野山遺跡群

で良好な資料がみられる。若葉台遺跡では，黒浜式期の竪穴住居が10 軒検出され，内 1軒には貝層が含ま

れている。この貝層を伴う竪穴住居は三輪町'山道六神遺跡でも多数調査されている 。黒浜式期の竪穴住居

は三輪野山北浦遺跡でも検出されている。諸磯式期では，長崎遺跡、のやはり貝層を伴う竪穴住居から良好

な資料が出土している。中期では，後半に多くの遺跡が見られる。中野久木谷頭遺跡では，中峠式期から

加曽利E 式前半期にかけての大規模な環状集落が形成されている。後期の遺跡も中期に引き続き多くの遺

跡が所在する。江戸川台第 l 遺跡や花山東遺跡などで集落が検出されている。員塚も多く形成され， 三輪

野山員塚や上新宿貝塚・上貝塚は大規模な環状員塚として知られている。晩期中頃までは資料が確認され

ているが，以降はほとんどみられなくなる。

弥生時代の遺跡は，縄文時代晩期を受け継ぐように少ない。集落としては，現在のところ，加村台遺跡

で中期後半の竪穴住居が 5軒検出された程度である。この他に，平方向原遺跡 ・桐ケ谷新田第 I遺跡 ・下

花輪荒井前遺跡・ 三輪野山道六神遺跡で弥生時代の土器片が確認されているのみである。

古墳時代になると一変して多くの遺跡が出現してくる。前期の集落では，本遺跡が圧倒的に規模の大き

な集落となっているが， 三輪野山北浦遺跡で、は小面積の調査ながら 12 軒の竪穴住居が検出されており，台

地全体を考えればやはり大きな集落となろう 。東深井第 I 遺跡では， 7軒の竪穴住居と方形周溝墓が調査

されている。他に，大畦台遺跡、や三輪野山第E 遺跡などで数軒の竪穴住居が検出されている。中期になる

と，再び遺跡数が減少してくる。桐ケ谷新田第 I遺跡から 2軒， 三輪野山北浦遺跡， 三輪町'山八重塚遺跡

で各 1 軒確認された程度である。ただ，市野谷宮尻遺跡と同一台地上に隣接する西初石五丁目遺跡からは

多くの竪穴住居が調査されており，宮尻遺跡の集落変選を考える上で重要な遺跡である。現在整理中であ

り，その成果が注目される。後期になると，再び遺跡数が増加してくる。上員塚遺跡 ・上貝塚 E 遺跡 ・谷

遺跡などで集落が調査されており，加遺跡群では比較的大規模な集落もみられる。

奈良・平安時代では，やはり加遺跡群で集落が検出されている。
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第 2章旧石器時代

旧石器時代石器(第 6 図，第 2 表，図版45 )

1 は槍先形尖頭器で，上層確認グリッドから出土した。幅広の縦

長剥片もしくは横長剥片を素材とし，右側縁は背面側から，左側縁

は腹面側から主に調整加工を施す。調整加工は両側縁とも基部から

先端の全体にわたっている。先端側は特に肉厚になっており，右側

縁は背腹両面から調整が施される。基部はわずかに欠損する。

第 3章縄文時代

第 1節竪穴住居跡

ミ込。
くここミ
〈ごコ

。
(2 /3) 5cm 

第 6 図 旧石器時代出土石器

本遺跡、から検出された縄文時代の遺構は，竪穴住居跡 1軒と埋斐炉 1基のみである。

SI064 (第 7 図，図版 3 ・39)

集落の南側， 29N - 50 グリッドに所在する。北側で古墳時代のSI - 018 と重複するが，削平はほとんど認

められない。規模は，長径4.8m ，短径4.6m ，床面積9.0 ぱを測り，略円形を呈する。確認面からの深さ 0.3

m 前後と比較的浅い。床面はほぼ平坦で比較的堅綴である。柱穴は床面中央に寄って 4 本規則的に配置さ

れる 。 径約0.5m，深さ 0.2~0.4m を測る 。 炉は北東側の柱穴聞に掘り込まれる 。 被熱により，底面が赤く

硬化している。覆土は自然堆積の様相を呈する。

遺物は，覆土中からの出土がほとんどである。

出土遺物

1~7 は繊維を多く含む口縁部片である 。 1 . 2 は同一個体と思われ，口縁部に 2条の沈線が巡る。RL

の単節縄文が全体に施される 。 内面は丁寧にナデ調整される 。 2~6 には無節の縄文がみられる 。 7 は 1

と同一個体になる可能性がある。 8 ~12は胴部片である 。 8 は無節の縄文を地文とし，その上に附加条 3

種を加える。 9 には竹管による押し引きがみられる。10 ・11 は同一個体であろう 。12 はナデにより無節の

縄文を磨り消している。黒浜式期の土器群である。

SI098 (第 8 図，図版 3 ・39)

集落南端， 31R - 52 グリッド付近に位置する埋棄炉である。掘り方は径0.7m の円形を呈し，円錐状の断

10 
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面となる。確認面からの深さ O，34m を測る。掘り方上部に裏込めを施し，土器の口縁部を巡らしている。

再利用した土器は 1個体ではなく，数個体分の口縁部を用いているようである。覆土中には焼土が含まれ

るが，それほど多い量ではない。

出土遺物

1 は口縁下に太沈線を巡らし，以下に乱雑な集合沈線を施す。 2 も1 とほぼ同様の文様構成となるが，

沈線の幅が狭く，櫛歯状となる。 3 は口縁部を隆帯により区画し，隆帯に沿って内部に磨り消し沈線が配
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第 8 図 S1098

される。地文の縄文は，口縁部が横位のRL ，胴部が縦位のRL である。図示しなかったが，他に 3 と同一

個体となる破片が数点出土している。加曽利 E 式期の所産である。

第 2 節 陥 し穴

本遺跡からは， 2 基の陥し穴が検出された。

SK070 (第 9 図，図版 3 ) 

調査区西側， 28N -76 付近に位置し， SI0 69 の床面下から検出された。長径2，4m ，短径O.7m の隅丸長円

形を呈し，確認面からの深さUm~L3m を測る 。 遺物の出土ははなかった。

SK096 (第 9 図，図版 3 ) 

調査区東側， 32N -96 付近に位置している。開口部は，長径3.3m ，短径L6m を測る長楕円形を呈し，確

認面からの深さはL9m で、ある。遺物の出土はなかった。

第 3 節 グリッド出土縄文土器 (第1O~15図，図版40~44)

本遺跡からは，前期を主体として，早期から後期までの土器が確認される。

第 I群土器( 1 ・2 ) 

早期の土器である。 1 は沈線文系の田戸下層式土器で，横位の太沈線上に弧状の太沈線が配される。 2

は条痕文系土器である。胎土中に繊維を多く含む。

第 E 群土器

本遺跡出土縄文土器の主体を占める前期の土器を本群とした。

- 12 -
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第 1類 (3 ~144) 本遺跡で最も出土量の多い黒浜式土器を本類とした。全体の縄文土器片総量の64% を

占める。

第 1種 ( 3 ~109 ， 134) 縄文を主文様とする一群である。縄文には，単節 ・無節 ・附加条と多種のものが

みられる。 3 . 6 は単節縄文とループ文が併用される。 関山期の可能性もある。 14~16は同一個体で，小

波状の口縁部を呈する。 附加状縄文を菱形状に施している。 72~74も同一個体で，施文方法は14と同様で

ある。107 ・108 の口唇部には間隔の粗い刻みがみられる。109 には格子状の沈線が加えられる。

第 2 種 (110~119 ， 135 ・136 ) 半裁竹管による平行沈線を主文様とする。文様には，山形 ・波形 ・菱形な

どがみられる。111 ・112 ・135 ・136 は集合沈線の部類に入るものかもしれない。135 . 136 は植房式の可能

性もある。

第 3 種 (120~125 ， 132 ・133 ・137) 半竹管による押し引き文を主体とする。120 ・121 は大きな波状口縁

を呈し，口縁に沿って 2 条の平行な押し引き文が配される。124 は竹管の刺突， 125 には 2 条の連続爪形文

が施される。

第 4 種 (126 ・127) 集合沈線により文様が構成される。地文となる縄文は認められない。127 は肋骨文の

構成をとる。

第 5 種 (128~131) 無文となる一群であるが， 129 ・131 には僅かに条線がみられる。

第 6 種 (138) 後続する浮島式にみられるような貝殻腹縁文が浅く施文される。

第 7 種 (140~144) 本群に含まれる底部片を一括した。

- 13 



第 2 類 (145-148) 諸磯式土器である。145 は小片で、あるが，小突起が貼り付けられ，周囲に沈線が巡る。

146-148 は細かい単節縄文を地文とし，数条の平行沈線が加えられる。

第 3 類 (149-157) 浮島式土器である。149-152 はいわゆる貝殻腹縁文を施す。149 ・152 は肋脈のない員

殻を用いている。151 ・152 は施文間隔の密な波状文を呈し， 151 には沈線による区画がみられる。153-157

は三角文を施す一群で，浮島田式に相当する。154 ・155 は同一個体で，細かい刺突が多条施される。156 ・

157 の口縁部には短沈線による刻みが加えられる。

第 4 類 (158-173) 興津式土器である。158-160 は口縁部に短沈線の刻みを施し，沈線で区画された半載

竹管の刺突が充填される。161 もほぼ同様で，口縁部の刻みがみられない。162 ・163 は折り返し口縁状で，

数条の刺突が加えられる。166 ・167 は沈線と半裁竹管の押し引き文の組み合わせで文様が構成される。168

-171 はいわゆる集合沈線を主文様とする。171 ・172 は同一個体と思われる。平行な沈線間に曲線の沈線を

配している。173 は押し引き状の集合沈線が口縁下に施される。

第E 群 前期末葉から中期の土器を本群とした。

第 1類 (174-177) いわゆる下小野式土器と五領ヶ台式土器である。175-177 は下小野式土器で，無節縄

文と結節縄文がみられる。175 は折り返し状の口縁部となる。174 は五領ヶ台式土器で，隆帯の上下に櫛歯

による集合沈線と三角形の沈線及び曲線の沈線が認められる。

第 2類 (178-192) 加曽利 E 式土器がほとんどで， 一部曽利式土器を含む。178-183 は加曽利 E 皿式期で

ある。178-180 の口縁部下にはナデにより沈線状の凹みが巡る。178 は無節の縄文，以外は単節縄文を地文

とする。184-187 は加曽利 EN 式期である。184-186 は，無文の口縁部下に隆帯が巡り，以下に単節縄文

を施す。189 ・190 は縄文のみで構成される。192 は加曽利 EN 式期， 193 は曽利式期の底部片である。

第皿群 後期の土器を本群とした。

第 1類 (194-200) 称名寺式土器で，すべて 2式に含まれる。幾何学的な細沈線と刺突の組み合わせで文

様が構成される。

第 2類 (201-218) 堀ノ内式土器である。201-216 は 1式で， 217 .218 は 2式であろう 。201 ・202 は細沈

線で施文される。203-206 は単節縄文を地文とし，口縁下に沈線を巡らす。胴部には懸垂文や平行沈線が

みられる。207 ・208 は胴部片で，蛇行する懸垂文が施される。209-212 は細集合沈線により文様を構成す

る。213-216 は地文を無文とし，隆帯や沈線が施される。217 は菱形状の集合沈線で，細かい単節縄文が充

填されるものであろう 。218 には弧状の沈線がみられる。

第 3 類 (219-236) 加曽利 B 式土器である。221-223 には口縁部に刻みを有し，以下に浅い条線文が施さ

れる。224-227 には格子状の沈線がみられる。229-236 は加曽利 B3 式期になろう 。磨消縄文部と縄文部

を楕円あるいは弧状の沈線により区画する。口縁部と括れ部に刻み目状の連続刺突を巡らす。

第 4 類 (237-244) 安行 1 ・2 式土器である。237-241 は 1式で，口縁部下の刻みと条線で構成される。

240 ・241 の刻み下には細沈線が巡る。242-244 は 2式で， 243 ・244 には弧状の沈線がみられる。

第百群 晩期の土器を本群とした。

第 1類 (245-258) 安行 3 式の土器である。245-247 は3a で、あろう 。248-257 は3b で，縄文・沈線 ・条

線など様々な文様構成をする。258 は3c と思われる。

第 2 類 (259) 晩期と思われるが形式を特定できない土器を一括した。

14 -





cE o
 コ~
 てーデ

αト、
3
 

R
二
ミ
B
 

'/. 
・"

可・
之
一
一
一
会

に
ご
ー
ご

τ
二
二
子

。
ζ
ご---
---

---
..

..
. 

守護強~jお
z

た
こ
コ

g

と
こ

ブ
∞

‘
<r

;"
，. 

(
 

"
、

N
 

)
 時

と
コ

に
+i

 
ヤ〈君

|
坦

22
::

t.
..

 

と
ご
こ
f

"
 

個
ーー、

Eト園FーベFーベ

善良

~
、
」

、ご
J

〔
よ

と
」

、
FJ

と
ミ

∞



庁
げ
川

特
147 

146 

U轟穂、

第12図 グリッド出土縄文土器( 3) 
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第14 図 グリッド出土縄文土器 (5 ) 
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第15 図 グリッド出土縄文土器 (6 ) 

第 4 節 グリッド出土石器(第 16 ・17 図，第 2表，図版45)

縄文時代の石器は全てグリッド出土であり，縄文時代の遺構からは出土しなかった。 1~8 は石鍛であ

る 。 1~5 は凹基， 6 は平基， 7 ・8 は尖基である。 2 は先端欠損部直下に肉厚な部分が残されており，

加工の最終段階で欠損した可能性がある。 8 は表裏とも中央部に研磨が認められる。 9 ~14は打製石斧で

ある。いずれも分銅形を呈し，中央くぴれ部には柄への装着痕，刃部には使用によるとみられる摩滅が観

察される 。 11の表側中央はかなり平滑化しており，使用痕跡であろう 。 15~17は磨製石斧である 。 17は表

側が全面研磨されているのに対し，裏面は成形剥離痕を残す。18 ・19 は磨石類である。18 は上下面と両側

面に敵打痕を多く残す。表面に線状の擦痕が多くみられるが，新しいものと判断したため実測しなかった。

19 は表裏とも中央部が大きく窪んでおり，いわゆる凹石とされるものである。上下面と両側面にも敵打痕

を多く残す。

これらの石器の時期について判断は難しいが，本遺跡から土器が多数出土している縄文時代前期前葉に

位置づけるのが妥当と考えられる。

- 20 -
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グリッド出土石器( 2 ) 第17 図

旧石器・縄文時代石器属性表

挿図 |遺物 |遺構グリ何物番号| 器種 石材 | 最大長 | 最大幅 ! 最大厚 | 重量匂) I欠損 [
量号量号 ド量呈 (mm) (mm) (mm ) 

第 6 図 1128M-42 0002 l槍先形尖頭器 l珪質頁岩 39.0 17.7 8.0 4.18 基部 | 

第 16 図 11013 0022 石嫉 チャート 39.0 20.0 3.6 1. 54 
第 16 図 21Tl 8-e 0002 石鍛 珪質頁岩 ーよ 38.8 23.0 4.2 3.10 先端部 |
第 16 図 31082 0023 石嫉 (黒曜石 20 .0 16.5 3.0 0.60 基部左 |
第16 図 41083 0016 石簸 |チャート 24.0 17.8 3.8 0.90 基部左 |
第 16 図 51007 0011 石簸 1黒曜石 22.7 15.8 3.2 0.71 基部左 l

第 16 図 61T01-d 0002 石嫉 チャート 23.0 14.0 4.0 0.74 I 

第 16 図 71T03-c 0002 石鍛 {チャート 20.7 13.0 4.0 0.66 1 
第 16 図 8!004 10008 石鍛 1チャート 33 .2 12.3 2.9 0.85 I 
第 16 図| 91T25-d 10001 打製石斧 安山岩 76.2 52.5 18.8 倒 33 基部 」
第 16 図 10 i30N-52 0001 打製石斧 安山岩 80.5 I 21. 3 ' 95.91 I 
第 16 図 11 ITl 7-e 0002 打製石斧 緑色凝灰岩 128.0 1 74.0 
第 17 図 12 29N-92 0002 打製石斧 流紋岩 109.8 I 67.5 23 .3 I 196.20 
第17 図 13 30N-52 0001 打製石斧 』安山岩 124.3 1 80.5 31. 0 265.32 基部 | 

第17 図 14 054 0026 打製石斧 ;ホノレンフェノレス l 11 1. 0 i 78.0 I 25.0 i 242.44 
第17 図 1515[-21 0026 磨製石斧 1手占板岩 53.0 I 55.3 14.5 73.15 基部
第17 図 16 30N-52 0001 磨製石斧 l緑色凝灰岩 49.0 45.7 24.0 83.13 基部 j 
第 17 図 17 27N-75 0001 磨製石斧 緑泥片岩 91. 0 : 44.5 12.5 76.95 
第17 図 18 083 0017 磨石類 1安山岩 129 .0 94 .0 53.0 1，035.00 中央部 i
室17 図 19 28L-09 0001 磨石類 l杢孔質安山岩 106.8 77. 5 35.0 315.20 

- 22-
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第 4 章古墳時代

第 1節竪穴住居跡

SI001 (第 18 図，図版 4 ・46)

調査区北東側， 26P-93 グリッド付近に位置する。規模は， 4.4m x 4.4m，確認面からの深さ 44.3cm~33.4

cm を測り，やや歪んだ正方形を呈する。主軸方向は， N -43 0 
- E を指し，床面積は9.7 ぱを測る。床面は

平坦で、北側にハードロームで硬く絞まった硬化面が認められる。壁溝は南西側半部に巡り，幅8.0cm ，深さ

6.7c m程度で、ある。柱穴は対角線上に 3 本確認されている。深さ 33.4cm ~ 31. 4cm で、ある。北東コーナーに貯

蔵穴が認められ，長軸50cm ，短軸34c mの長方形を呈している。炉は北寄りに位置する。長径82cm ，短径60

cm の楕円形を呈する。遺物は住居全体に散乱しているものの，やや炉周辺に集中する傾向にある。床面直

上または若干浮いた位置からの出土が多い。

出土遺物

1 . 2 は器台である。 1 はほぼ完形で透孔は 3 か所，内外面ハケの後丁寧なミガキが施されている。 3

は高杯の杯部から脚部の一部である。内外面丁寧なミガ、キが施されている。 4 . 5 は査の口縁で，両者と

も折り返し口縁となる。外面は縦方向，内面は横方向のハケ調整を施している。ハケは内面が間隔の粗く，

外面は間隔が密である 。 6 は小形の壷である 。 口縁内面と外面に細かいミガキが施される 。 7~11は聾で

ある。 7 はヘラケズリ後縦方向の丁寧なミガキ， 8 は口縁部がほぼ直線的にやや外方向に傾く器形である。

10 は甑である。

SI002 (第 19 ・20 図，図版 4 ・46)

調査区北東， 27P - 24 グリッド付近に位置する。規模は5.7m x 5.2m ，確認面からの深さ 68.8cm ~ 49.3cm を

測る長方形を呈する。主軸方向は， N -45 0 
- E を指し，床面積は15.7 rri を測る。床面は平坦で、あるが，壁

溝は確認されなかった。覆土は自然堆積の様相を示している。柱穴は対角線上に 4 本確認され，深さ 61. 4

cm~43.5cmで、ある 。 住居の西寄りに炉が検出された。 長径69.0cm，短径38.0cmを測る 。 遺物の出土状況は北

側に集中し，床面近くからの出土がほとんどである。全体に焼土と炭化物がみられることから，焼失住居

と考えられる。

出土遺物

1 は器台である。器受け部は内外面ともミガキが施され，外面には櫛歯状工具による調整痕が見られる。

2 ・ 3 は柑である。 2 の口縁部内面は丁寧なミガキ，外面はハケ後丁寧なミガキが施される。 4 ~12は斐

である。 4 は胴部のみの遺存で球形を呈し，下膨れの器形である。内面はナデで，外面はハケ後丁寧にミ

ガキが施される。 5 は台部を欠損した台付斐である。口縁部は緩やかに外反し，胴部中位に最大径を有す

る。 6 は口縁部がくの字状に外反し，胴部中位に最大径を有する。口縁部内面から胴部外面にかけてハケ

調整が施されている。 7 は台付費で台部を欠く 。口縁部は短くくの字に外反し，最大径は胴部のやや上位

にある。口縁部内面から外面にハケ調整が施されている。 8 は胴部中位に最大径を持つ球形の胴部の蓋で

ある。口縁部は直線的にくの字に外反する。内面は口縁部と胴部下位にハケ目が残る。外面は頚部から胴

部にハケ調整の後ナデが施され，下位は斜位のヘラケズリが加えられる。 9 は胴部中位に最大径を有する

- 23-
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第 20 図 SI002 (2 ) 

球形の胴部で口唇部が上位に摘み上げられる。口縁部内面と胴部外面にハケが施されている。10 は口縁部

で，内外面に粗いハケ調整が施されている。口唇部は 9 と同様の作りである。11 は小形の斐で，胴部中位

に最大径を持ち底部を欠損している。口縁部は緩やかに外反する。12 も小形の聾で，やや扇平な器形を呈

する。口縁部はくの字に外反する。口縁部内面から胴部外面にハケ目が一部残る。13-15 は台付費の台部

のみの遺存である。16 は甑で，口縁部は折り返され，底部に向かつてやや内湾しながら窄まる。底部には

約25cm の孔が一つ開けられている。17 は器台のミニチュア土器である。

SI0 03 (第 21 図，図版 5 ・46 )

調査区の東端に， 27Q-70 グリッド付近に位置する。規模は4.4 m x 4.4m ，確認面からの深さ 64 .l cm-55 .8

cm を測り ，ほほ正方形に近い形状を呈する。主軸方向は， N - 55 0 
- E を指し，床面積は7.8 ぱを測る。床

- 26 -
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第21 図 SI003
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(1 /4) 10cm 

面は平坦で、，壁溝が全周している。幅16 .0cm ，深さ 12.0c m程で、しっかりとしたものである。柱穴は南東壁両

コーナー付近に 2本確認される。深さ 63 .9cm ~ 39.6cm と深い。北西壁ほぽ中央の小ピットは入り口に伴うも

のと考えられる。炉は北寄りに位置する。長径74.0cm ，短径66 .0cm の楕円形を呈している。遺物の出土は少

ない。北東壁の北コーナーから聾が出土しており，床面直上である。

出土遺物

1 は高杯で，杯部の底部と台部との接合部分の遺存である。ホゾが残る。内外面ともにハケ後丁寧なミ

ガキが施される。 2 はほぼ完形の小形壷で，小さな底部が形成されており，胴部中位に最大径を有する。

SI004 (第 22 図，図版 5 ・46)

調査区最東端， 27Q-74 グリッド付近に位置する。規模は4.6m x 4.3m，確認面からの深さ31.2cm~19.3

cm を測り，ほほ正方形に近い形状を呈する。主軸方向は， N -74 0 
- E を指し，床面積は10 .1 rri を測る。床

面は平坦で，壁溝は確認されなかった。覆土は粘性があり，床面近くにはローム粒が多く認められる。柱

穴はほぼ対角線上に 4 本確認され，深さ 39.2~23.1cmで、ある 。 炉は東端近くに 2 か所確認された。 中央の炉

は長径79.0 cm，短径68.0cm の楕円形を呈し，北よりの炉は長径70 .0cm ，短径68.0cm でやや歪んだ円形を呈す

27 
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第22 図 S1004

る。北西コーナーから台付斐が出土しており，床面直上である。

出土遺物

1 は台部を欠く台付歪である。胴部中位に最大径を有し，口縁部はくの字状に外反する。外面はハケの

後丁寧なミガキが施されている。

SIO05 (第23 ・24 図，図版 6 ・46 )

調査区最南端， 27Q-83 グリ ッド付近に位置する。規模は5.2m x4.8m，確認面からの深さ 58.9cm~42.0

cm を測り，ほぼ正方形に近い形状を呈する。主軸方向は， N -23 0 - W を指し，床面積は 12.9 ぱを測る。床

面は若干の凸凹が認められる。壁溝は北西コーナーを除き全周する。柱穴は対角線上に 4 本確認され，深

さ 58.7~29.3cmで、ある 。 炉は主軸よりやや北東に偏っ た位置に存在する。 長径57.0cm，短径53.0cmの正円に

近い形状である。焼土の堆積が認められる。南東コーナーのピットは貯蔵穴と思われる。中央部分を除き

壁際に沿って厚さ 5 ~l1cmで、焼土が，中央よりやや東寄りで炭化材が検出されている 。 焼失住居と考えら

れる。遺物は多量に出土しているが，床面全体に散在しており，床面または床面直上が多い。

- 28 
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第24 図 S1005 (2 ) 

出土遺物

1~8 は器台である 。 1 . 2 は遺存が良く，類似した器形で器受け部は稜を持たず，若干内湾しながら

外方向に広がり，台部はハの字状に開く 。 4 は器受け部から台部中位までの遺存で，器受け部は底部から

ほぼ直線的に外方向に伸びる。 5 はハの字状にカーブを描きながら開き，縦方向の丁寧なミガキが施され

る。 8 は比較的大形である。器受け部は緩やかに内湾しながら外上方に伸びる。台部はやや外反しながら

ハの字状に開く 。 3か所の透孔は台部の上位に位置する。内外面ともに縦方向の丁寧なミガキが施され，

赤彩がみられる。 9 ~11は査で， 9 は折り返し口縁である。10 は他の土器と比べると胎土が明らかに異な

っており， 黒色・白色小石や砂粒を多く含みザラついた明るい褐色を呈している。口縁部内面が折り返さ

れ，明瞭な段が形成される。また，外面に縦方向の粗い沈線が施されていることから，大廓式土器になる

と思われる。11 は最大径を胴部下位に有し，底部が突出する形状である。口縁部を欠くが頚部でくの字に

屈曲している。12 ・13 ，17~19は斐， 14~16は台付棄である 。 12は口縁から胴部上位の一部の遺存で，内

外面にハケが施される。13 は棄の底部片で，若干底部が突出する。ハケ後へラナデ調整で，僅かにハケ目

が残る。底部には木葉痕がみられる。14 は台付斐の台部を欠く 。胴部中位に最大径を有し，口縁部は小さ

くくの字状に外反する。外面には縦または斜位のハケ目が明確に残る。15 ・16 は台部のみの遺存である。

18 ・19 は底部片で， 18 は底部が突出する。

SI006 (第25 図，図版 6 ・46 )

調査区南端， 30Q -15 グリッド付近に位置する。規模は5.9m x4.6m，確認面からの深さ 46.1cm~18.8cm 

を測る長方形を呈する。主軸方向は， N -33
0

- W を指し，床面積は10.5 ぱを測る。床面は平坦で，覆土は

ロームブロックを多く含み，自然堆積の様相を呈している。壁溝は，幅14.0cm ，深さ 7.0cm 程度で、全周する。

ピットは南東コーナーと北西コーナーに 2 本確認された。北西コ一ナ一のピツトは深さ 3犯2.8c 仰mで

われるが，南東コーナーは柱穴とは考えにくい。炉は中央及び南側に 2 基存在する。中央の炉は長径49.0

cm ，短径40.0cm を測るが，焼土は希薄である。南側に位置する炉は長径68.0cm ，短径62.0cm で，中央の炉よ

り一回り大きい。遺物は床面全体に散在しているが，南西コーナーに集中する傾向がある。
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出土遺物

1 は高杯である。杯部のみの遺存で，口縁部は直線的に外上方向に聞き，明瞭な稜が形成される。内外

面ともにハケ調整後縦方向のミガキが施される。 3 は査の口縁部で，折り返し口縁となる。内外面ともに

ハケ調整後ミガキが施される。 4 は聾で，口縁部は小さく緩やかに外反し，口縁部内面から外面にハケ調

整が施される。 5 は台付棄の台部で，内外面にハケ目が若干残る。 6 は土玉の完形品である。

SI007 (第 26 図，図版 6 ・46 )

調査区南側， 29P-99 グリッド付近に位置する。規模4.2m x 4.0m ，確認面からの深さ41. 9cm - 28.9cm を測

る。主軸方向は N -44 0 - E を指し，床面積は9.6r 討を測る。床面はほぼ平坦で、，北コーナー近くに部分的

な硬化面がみられる。壁溝・柱穴は検出されなかった。炉は東側に寄って位置する。長径64.0cm ，短径53 .0

cm を測り，北側半分が良く焼けている。北コーナーに掘り込まれたピットは貯蔵穴であろう。深さ50cm ほ

どの断面逆台形を呈する。覆土中にソフ トローム及びロームブロ ックが含まれており，人為的な埋め戻し

の可能性もある。遺物は全体に散在するが，ほとんど床面直上の状態である。
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出土遺物

1 は鉢で，口縁部が外方向に小さく摘み上げられる。内外面ともに横方向のミガキが丁寧に施される。

2 は小形聾の口縁部で，内外面にハケ調整が施されている。 3 は小形の台付斐で，胴部が特徴的でコ ップ

状を呈している。器形からすると東海の影響が伺われる。 5 はほぼ完形の台付聾で，口縁部はくの字状に

直線的に聞き，胴部は中位に最大径を持つ。台部はハの字状に直線的に開く 。胴部外面と台部内外面にハ

ケ調整が施される。 6 は聾で，球形胴に短くくの字状に伸びる口縁部を有する。口縁部内面から外面にハ

ケ目が残る。 8 は鏡形の土製模造品であろう 。

SI0 08 (第27 図，図版 7 ・47 )

調査区南側， 290 - 90 グリ ッドに位置する。規模は4.5 m x 4，2m，確認面からの深さ 45，2cm~28.7cmを測
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るほぼ正方形の形状を呈する。主軸方向は N -35 0 - W を指し，床面積9.8rrl を測る。床面は木根が多いた

め硬化面は一部しか検出されなかった。壁溝は南東壁の一部を除き全周する。幅11. 0cm ，深さ 9.0cm 程度を

主柱穴ではないと思われる。東コーナーにあるピットは貯蔵穴であろピットは 3本確認されたが，測る。

う。炉は北に偏って存在する。長径80.0cm ，短径54.0crn ，深さ 6.3crn を測り，焼土の堆積がみられる。覆土

は自然堆積の様相を呈する。遺物の出土は少ない。

出土遺物

2 は壷である。胴部のやや下位1 は器台の器受け部である。内外面ミガキ調整され，赤彩が施される。

3 は焼成前の底口縁部の聞きは少ない。外面にはハケ後ミガキが施され，赤彩される。に最大径を有し，

部穿孔の壷であろうか。

図版 7 ・47)SI009 (第 28 図，

調査区南側， 290 - 88 グリッド付近に位置する。規模は3.0m x2.8m，確認面からの深さ 12.8crn~9.8cmを

測り，掘り込みの浅いほほ正方形の形状を呈する。主軸方向は N -35 0 
- W を指し，床面積は9.8 ぱを測る。

ピットは 2 本確認されたが，柱穴ではないと思われる。炉は検出されなかった。覆土は自然堆積の様相を

呈する。遺物は少ないが，東コーナーのピット付近で棄が出土している。

1 は斐である。底部は突出し，球形胴を呈する。全体にハケ後ナデ調整される。

- 33-

出土遺物



心ゆ

w

ui 

E 
S 
o 

、巴a

u ・口-

A ' 

B 
B ' 

仁J・ 凸・ 仁).

A A' 
-・ 20.00m

B 一手20∞m

一一一、ミ三三 三三三二三2

。
(1 /80 ) 4m 

第28 図 SI009

5
8
0
N
O

| 

口.

。
(1 /4) 10cm 

SIOI0 (第 29 ・30 図，図版 7 ・8 ・47)

調査区南側， 290-76 グリッドに位置する。規模は5.2m x 5.2m ，確認面からの深さ 47 .4cm ~ 36.8cm を測

る正方形の形状を呈する。主軸方向は， N -60
0

- W を指し，床面積は13.7 ぱを測る。床面は平坦で，部分

的な硬化面が南側に認められた。壁溝は，幅12.0cm ，深さ 10.0cm 程度で、全周する。柱穴は対角線上に 4 本検

出された。深さ 72.2cm ~ 53.0cm と深い。北側の柱穴掘り方が 2段になっていることから，柱が抜き取られた

可能性がある。炉は主軸上の北西に偏って検出された O 長径68.0cm ，短径62.0cm ，深さ 9.4cm を測る。南東

壁に接するピットは貯蔵穴となろう 。覆土は自然堆積の様相を呈する。遺物は住居跡の南西に集中する傾

向にある。出土状況は床面または直上からが圧倒的に多い。

出土遺物

1 は椀で，小さな平底を有し，全体に半球状を呈する。口唇部は丁寧に面取りされる。粗いミガキが施

される 。 2~7 は器台である 。 2 は器台の器受け部である 。 浅い皿状の器形を呈し，口縁部が上方に短く

屈曲する 。 内外面ともに粗いミガキが施される 。 3~7 は台部である 。 3 は小形で，外面赤彩される 。 5 ・

6 はほぼ同様な形状で，直線的にハの字状に裾部まで伸びる。 3 か所の透孔は脚部の上位に穿たれている。

ミガキ調整を主とする。 7 は裾部が外反しながら大きく広がる。 8 ~11は壷である 。 8 は無頚査で，胴部

中位に最大径を有し，口縁は折り返される。胴部外面はハケ調整後中位から下位に斜位のヘラケズリを施

す。 9 の口縁部は直線的にくの字状に屈曲する。丁寧なミガキ調整である。10 の口縁部は直立気味となり，

口唇部で若干外反する 。 外面にハケ目が残る 。 11は手控ね状である 。 12~21は棄である 。 12~14はくの字

状に外反する口縁部を呈し，外面には頚部に縦方向，胴部には横方向の細かいハケ目が残される。15 は折

り返し口縁となる。16 は大形の壷で，上半部を欠く 。最大径を中位に有し，外面赤彩される。縦方向の丁
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寧なミガキが施される。 17 ・ 18は台付費の胴部片である。 外面には細かいハケ目がみられる。 19~21は台

付費の台部で，直線的にハの字状に開く 。 内外面ともにハケ目が確認できる。 23~25は土玉である。

SIOll (第 31 図，図版 8 ・47)

調査区南側， 290-72 グリッドに位置する。SK057 が床面を切って掘り込まれる。規模は6.1m x 5.5m ， 

確認面からの深さ 68.2cm ~ 48.0cm を測り，掘り込みの深い長方形の形状を呈する。主軸方向はN -34 0 - W 

を指し，床面積は17.7 ぱを測る。床面は平坦で、，硬化面は柱穴聞に良好に確認された。壁溝は，幅6.8cm ，

深さ 10.0cm程度で、全周する。 柱穴は対角線上に 4 本検出された。 深さ 72.2cm~4.8cmを測る 。 炉は主軸上に

南北に 2基検出された。北側は長径58.0cm ，短径46.0cm ，深さ 5.4 cm の楕円形を呈し，南側に土器片を立て

ている。南側の炉は長径45.0cm ，31. 5c m，深さ 2.8cm を測る。壁際に焼土が多く検出されており，焼失住居

と思われる。覆土は自然堆積の様相を呈する。遺物は南東コーナーに集中する。

出土遺物

1 は柑であろうか。 内外面ともにヘラケズリの後粗いミガキが施される。 2 ~ 5 は器台である。 2 は器

台の器受け部で，内外面とも丁寧なミガキである。 3~5 は台部である 。 3 は透孔が 3 か所穿たれ，器受

け部との接合部は中空となる。外面には丁寧なミガキが施される 4 には非常に密なミガキが認められる。

6 は複合口縁となる査である。内面に縦方向の粗いミガキが施され，内外面赤彩される。 7 は小形聾で，

36 
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第31 図 SIOll 

8 . 9 は台付費の台部であ口縁部と胴部最大径がほぼ同様で、ある。胴部下端にヘラケズリが加えられる。

口縁部内面に稜を有する。11 は土玉である。ろう 。内外面ともハケ目が僅かに残る。10 は手担ね土器で，

図版 9 ・47)SI0 12 (第 32 図，

290-44 グリッド付近に位置する。規模は4.6m x4.6m，確認面からの深さ34.6cm~25.6cm調査区南側，

と正方形の形状を呈する。主軸方向は N -38 0 - W を指し，床面積は11. 0rri を測る。床面はほぼ平坦で、ある

ピが，硬化面は認められない。壁溝は北西壁中央と南東壁中央を除いて幅12.0cm ，深さ 5.0 cmで、全周する。
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ットは 2本確認された。北西壁中央に位置するピットは貯蔵穴と思われる。長軸43.0cm ，短軸40.0cm の円形

で，深さ 58.8cm を測る。南東コーナーのピ ットは性格不明である。柱穴は検出されなかった。炉は主軸よ

り北東に偏り，炉床の南側に土器片が立てられる。長径59.0cm ，短径45.0cm ，深さ 7.9cm を測る。覆土は自

然堆積で，北西壁と南東壁際に焼土の堆積が認められる。遺物の出土は少ない。

出土遺物

1 は広口の柑である。外面に粗いミガキがみられる。 2 は高杯の脚部であろう 。ハの字状に直線的に開

示透孔は脚部上位に位置する。内外面ともハケ調整される。 3 ・4 は土玉である。

SI013 (第33 図，図版 9 ・47 )

調査区南側， 290-45 グリッド付近に位置する。規模は3.9m x3.9m，確認面からの深さ47.7cm~40.9cm

とやや隅丸の正方形状を呈する。主軸方向は N -34
0 

- E を指し，床面積は7.2m を測る。床面はほぼ平坦

で中央部に硬化面が認められる 。 壁溝は，深さ 14.0cm~7.0cmで、全周する 。 ピットは 3 か所確認された。 北

東コーナーのピットは貯蔵穴と思われる。長軸47.0cm ，短軸42 .0cm ，深さ 41. 0cm のほほ正円である。他のピ

ットは性格不明である。柱穴は検出されなかった。炉は主軸より北に偏る。炉床に斐片が埋め込まれた状

態で出土した。南西壁付近に厚さ 4 ~ 5 cm の焼土のまとまった堆積が認められ，炭化材も出土した。遺物

は少なく，散漫に出土している。
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出土遺物

1 ・2 は器台である。 1 は遺存状態が良く，器受け部は緩やかに内湾しながら立ち上がり，台部はハの

字状に直線的に開く。透孔は 3 か所で台部の上位に穿たれている。 2 の台部は外反しながら開く。 3 ・4

は斐である。 3 は完形品で，底部が突出し，口縁部はコの字状に近い。胴部中位に最大径を有する。縦方
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向のヘラケズリ後ナデ調整される。 4 は底部を欠くの字状に外反する口縁部を呈する。外面にハケ調整が

施される。 5 は手提ね土器で，指による押圧の後ハケで調整が施こされる。

SI014 (第 34 図，図版10 ・47)

調査区南側， 290 - 39 グリッドに位置する。規模は4.4m x 4.0m ，確認面からの深さ 36.2cm - 28 .1 cmで，

ほぼ正方形を呈する。主軸方向はN - 25 0 
- E を指し，床面積は9.7 ぱを測る。床面はほぼ平坦で，比較的

堅織である。壁溝は北西壁と南西壁の一部に，幅8.0cm ，深さ 2.5cm で、検出された。ピットは 3本確認された

が，性格不明で、ある。炉は主軸より北に寄って掘り込まれる。長軸79.0c m，短軸35.0 cm，深さ 2.3cm を測る。

焼土の堆積が僅かにみられる。遺物は少ないが，北側に集中し，床面または床面直上から出土している。

出土遺物

1 . 2 は器台である。器受け部のみの遺存で，内外面縦方向のミガキが施される。 2 には赤彩が認めら

れる。 3 は高杯の杯部片で，僅かに内湾しながら大きく開く 。内外面ともに縦方向に丁寧なミガキが施さ
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れる 。 やはり赤彩される 。 4~6 は斐である 。 4 は台付斐であろう 。 口縁部は比較的長い。 口縁部内面か

ら胴部外面に僅かにハケ日が残る。 5 ・6 は台部で， 6 はやや内湾する。内外面にハケ目が施される。

SI015 (第 35 図，図版10 ・48)

調査区南側， 290 - 33 グリッド付近に位置する。規模は4.7m x4 .2m ，確認面からの深さ 46.4cm ~ 36.0cm 

を測り，長方形を呈する。主軸方向は N -30
0

- W を指し，床面積は10.7rri を測る。床面はほぼ平坦で硬化

面が中央に広がっている。柱穴は検出されなかった。南東コーナーのピットは貯蔵穴と思われる。長軸72.0

cm ，短軸66.0cm の円形で，深さ 51. 9cm を測る。炉は主軸より北東側に位置する。長径68.0cm ，短径60.0cm ，

深さ 1.8cm を測る。東壁から炉にかけてと西壁付近に焼土の堆積が認められる。遺物は床面南側に集中する

傾向にある。

出土遺物

1 は高杯の杯部で，内外面ともにハケ後丁寧なミガキが施され，赤彩される。 2 は瓢形の胴部に直線的

に開く口縁部を有する壷である。胴部上位に焼成後の大きな孔が穿たれる。口縁部外面には縦方向のハケ

目が残り，内面には丁寧なミガキが施される。胴部はヘラケズリの後ナデが加えられる。 3 ~11は斐であ

る。 3 は小形で，胴部最大径を上位に有する。口縁部は直立気味となる。内外面ともミガキ調整される 0

4 は薄手の作りで，口縁部内面から胴部外面にハケ調整が施される。 5 も4 と同様の形態で，ハケ目が若

干みられる。6 は小さい上げ底の底部で，球形胴を皇し，査に近い形状である。調整はヘラケズリである。7 ・

8 は台付斐である。 くの字状の口縁で， 7 は口縁上半がやや肥厚する。口縁部内面から胴部外面にハケ目

がみられる。部分的にヘラナデを加える。 8 の胴部はっくりが粗雑なためかやや歪みがある。 9 ~11は台
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部片で， 11 は裾部で若干内湾気味になる。

S1016 (第 36 図，図版11 )

調査区南側， 290 - 31 グリッドに位置する。規模は4.4m x4 .2m ，確認面からの深さ 20c m前後を測る正方

形を呈する。主軸方向は N -45 0 
- E を指し，床面積は10.4rrl を測る。床面は平坦で，硬化面は認められな

い。壁溝は，幅7.9c m，深さ 10.0cm 程で、全周する。ピットは性格不明で、ある。柱穴は検出されなかった。炉

は北東壁際の中央に位置し，長径40.0cm ，短径38.0cm ，深さ1. 2cm を測る。覆土は自然堆積の様相を呈する。

遺物の出土は少ない。

出土遺物

l は手担ね状の査片である。作りが粗雑で，頚部外面には粘土の貼り付け痕，口縁部内面には接合痕が

残る。

S1017 (第 37 図，図版11)

調査区南側， 290 - 22 グリッドに位置する。規模は4.1m x 4.0m ，確認面からの深さ 33 .4 cm ~ 22.3cm を測

る正方形を呈する。主軸方向はN -41 0 - W を指し，床面積は9.0 ぱを測る。床面はほぼ平坦で，硬化面は

南側に部分的に確認された。壁溝は南西壁のみ幅8.0 cm，深さ 2. 5cm で、掘り込まれる。 2本のピットは性格不
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明である。炉は南側に位置する。長径83.0cm ，短径51. 0cm ，深さ 3.6cm を測る。遺物は炉の周辺で出土した。

出土状況は床面または床面直上である。

出土遺物

1 は中空の小形器台片である。 2 は大形高杯の杯部で，内外面とも縦方向の丁寧なミガキが施されてい

る。 3 は壷の口縁部片で，内外面ハケ調整後ミガキが加えられる。 4 は査の底部片であろう 。 5 は小形台

付費の台部である。内湾気味にハの字状に開く 。

S1018 (第38 図，図版11 )

調査区南側， 29N - 50 グリ ッド付近に位置する。規模は4.2m x3.6m ，確認面からの深さ 9.0cm- 1. 7cm と

非常に浅い長方形を呈する。主軸方向は N - 60 0 
- E を指し，床面積は10.lrri を測る。床面はほぼ平坦で，

硬化面は中央部分で確認された。ピットは 2 本確認されたが，東側は柱穴と考えられる。炉は 2 基検出さ

れた。北東の 1基は長径35.3cm ，短径32.5cm ，深さ1. 3cm の円形である。東寄りの l基は長径32.5cm ，短径

32.0cm を測り，掘り込みはほとんど確認されなかった。床面上に焼土が部分的に検出された。図示できる

ような遺物はなかった。

S1019 (第39 図，図版12 ・48 )

調査区南側， 29M-37 グリッドに位置する。規模は6.0m x 5.5m ，確認面からの深さ 44.3cm - 33.6cm を測

り，長方形を呈する。主軸方向は N -55 0 
- E を指し，床面積は27.0rri を測る。床面はほぼ平坦で，ほほ全

面に硬化面が広がっている。壁溝は，幅9.6cm ，深さ 10.0cm で、全周する。柱穴は対角線上に 4 本検出された。
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深さ 59.0cm~48.0cmで、ある 。 南東コーナー近くのピットは貯蔵穴と考えられる。 炉は中央より北寄りに位置

し，長径94.0cm. 短径66.0cm. 深さ4.9cm の楕円形を呈する。焼土が中央部分を中心に広く確認されたこと

から，焼失住居と思われる。遺物は少ないが，貯蔵穴内より出土している。
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出土遺物

1 は裾端部を欠き，杯部は椀状を呈する。脚部の上位に透孔が 3 か所穿たれる。1-3 は高杯である。

l に比べて体部2 は杯部で，裾部は外反しながら大きく聞く 。杯部内面と脚部外面にミガキが施される。

3 はハの字状に大きく開く脚が直線的に開く特徴がある。内外面とも縦方向の丁寧なミガキがみられる。

4 の内面は丁寧なミガキ，外面はハケ目調整4 . 5 は聾である。上位に透孔が 3 か所認められる。部で，

4 と同様の調整が加えられる。5 は台付費で，が施される。

図版12)SI020 (第 40 図，

調査区南側， 29N -39 グリッドに位置する。規模は4.6m x 4.2m ，確認面からの深さ 13.8cm-9.0cm を測る

掘り込みの比較的浅い住居跡である。主軸方向は N - 21 0 - W を指し，床面積は 16.7 ぱを測る。床面はほぼ

ピットは 2 本検出されたが柱穴となろう 。炉は床面やや東寄り平坦で，硬化面は炉の周囲に確認された。

に位置し，長径64.0cm ，短径30.0cm ，深さ 2.9cm の楕円形を呈する。覆土は自然堆積の様相を示す。遺物の

出土は少ない。

出土遺物

2 は台付費の台やや受け口状となる。内外面とも縦方向の丁寧なミガキ施される。

- 46 -
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図版12 ・48 )SI021 (第 41 図，

29N - 34 グリッドに位置する。規模は6.7m x 6.2m ，確認面からの深さ 34.5cm--20.4cm を測調査区南側，

り，ほぼ正方形を呈する。主軸方向は N - 26
0 

- E を指し，床面積は21. 9r 討を測る。床面はほぼ平坦で，硬

化面はほぼ全面に広がる。壁溝は，幅12.0cm ，深さ 8.0cm で、全周する。南側の壁溝から床面中央に延びる溝
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は間仕切りの痕跡であろう 。 柱穴は対角線上に 4 本掘り込まれる。 径O.6m~O.8m，深さO.7m前後と大規

模である。南東コーナーに位置するピットは貯蔵穴と思われる。長軸l.l m ，短軸O.7m ，深さ O.5m を測る。

炉は北側の柱穴聞に位置する。長径O.7m ，短径O.6m で，底面に焼土が堆積する。覆土は自然堆積の様相を

示す。遺物は全体に散在し，覆土中が多い。

出土遺物

l は大形高杯の杯部で，体部は僅かに内湾気味に大きく開く 。内面は丁寧な縦方向のミガキ，外面は斜

位のハケの後粗いミガキが施される。 2 . 3 は器台である。器受け部は浅い皿状を呈し，台部の透孔は 3

か所穿たれる。脚部はハの字状に大きく開くが， 2 は外反気味， 3 は内湾気味となる。内外面ともに丁寧

なミガキが施され，台部内面には横方向のハケがみられる。 4 は胴部下位に最大径を有する査である。口

縁部が長いのが特徴である。 5 . 6は聾である。 5はハケ後ナデ調整が加えられ，胴部中位に焼成後の孔

が穿たれる。 6 は台付費の台部である。内外面ともにハケ目が認められる。

SI022 (第 42 ・43 図，図版13 ・48)

調査区南側， 29N -44 グリ ッド付近に位置する。規模は5.2m x4.5m，確認面からの深さ23.5cm~14.3cm 

を測り， 長方形を呈する。主軸方向は N -64 0 
- E を指し，床面積は12 .1 rri を測る。床面はほぼ平坦で，硬

化面は中央部分と東南側に確認された。壁溝は，幅17.0cm ，深さ 7.0cm で， 一部を除き巡っている。ピット

は 2 か所確認された。西側は柱穴，東側は貯蔵穴と推測される。炉は北東側に位置し，径O.8m 前後の略円

形を呈する。底面には被熱による赤化がみられる。覆土は自然堆積の様相を示す。遺物は北側に集中して

出土している。

出土遺物

1 ・2 は器台である。 1 は器受け部が小さく，台部中位に 3 か所の透孔が認められる。 内外面とも丁寧

にミガキが施される。 3 は高杯である。脚部に比して杯部が大きい。杯部は直線的に，脚部は外反気味に

ハの字状に開く 。 杯部内面はハケ後粗いミガキ，外面全体には縦方向の丁寧なミガキが施される。 4~7

は壷である。 4 の口縁部は，上部で有段状を呈する。 5 は小形， 6 は大形査の下半部である。外面には丁

寧に縦方向のミガキが施され， 6 の外面には不鮮明ながら赤彩がみられる。 8 ~16は聾である。 8 は薄手

で丁寧な作りである。内外面ともに細かいハケ目がみられる。 9 は台付斐で，ハケ後ヘラケズリが加えら

れる 。 接合部にはホゾが残る。 10~13は台付費の台部で，直線的にハの字状に開くが， 11 ・ 12はやや内湾

気味である。14 は丁寧な作りで，台部は直線的にハの字に聞き，内外面とも細かいハケ目が認められる。
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15 ・16 は聾の口縁部で， 16 はコの字状に近い形状である。17 は底部に焼成前の穿孔が開けられる。甑とな

ろうか。作りはやや組雑である。

SI0 23 (第44 図，図版13 ・49)

調査区南側， 29N - 36 グリッドに位置する。北西壁を SK061 が切る。規模は6.0m x 4.9m ，確認面からの

深さ ZO.9cm~ 1Z.3cm を測り，長方形を呈する。主軸方向は N - 60 .50 
- E を指し，床面積は 17 .6凶を測る。床

面はほぼ平坦で，硬化面は部分的に確認された。壁溝は僅かに認められる。ピットは 5 か所確認された。

明確ではないが，北コーナ一部が貯蔵穴，他は柱穴と考えられる。炉は北側に位置し，長径0.8m ，短径0.5

m を測る。覆土は自然堆積の様相を示す。出土遺物は少ない。

出土遺物

1 は器台の台部である。透孔は 4 か所穿たれ，内面は横方向のハケ，外面は縦方向の丁寧なミガキが施

される。

SI0 24 (第45 ・46 図，図版13 ・14 ・49 )

調査区中央付近， 29N-16 グリ ッドに位置する。北東壁の一部がSI025 の南西コーナーを切る。規模は6.3

m x 6.0m，確認面からの深さ 52.6cm~33.1 cmを測り，ほほ正方形を呈する。主軸方向はN -44 0 - W を指し，

床面積は 19.6rri を測る。床面はほぼ平坦で，硬化面はほぼ全面に認められる。壁溝は，幅13 .0cm ，深さ 4.5
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cm でほぼ全周する。柱穴は対角線上に 4 本確認された。深さ 0.7m 前後としっかりした掘り込みである。南

東コーナーに位置するピットは貯蔵穴と思われる。長軸1. 0m ，短軸0.8m ，深さ 0.4m を測り， 2段に掘り

込まれる。炉は北側の柱穴聞に 2 基検出された。北側は長径0.8m ，短径0.6m ，南側は長径0.5m ，短径0.3

m で，いずれも被熱による赤化が顕著で、ある。南壁中央には間仕切りと思われる溝が検出された。覆土は

自然堆積の様相を示す。出土遺物は多く，全体に散在しているが，床面または床面直上の状態がほとんど

である。

出土遺物

1----3 は小形の椀あるいは鉢である。 1 は小さな底部を形成し，口縁部は直立する。内外面ともミガキ

調整される。 2 • 3 は口縁部が外傾する。 2 は丁寧な作りで外面に細かいミガキが施される。 3 は作りが

やや粗雑で，器肉も分厚い。ヘラケズリされる。 4 ----10 は器台である。 4 . 5 は器受け部が小さく，脚部

が外反気味に大きく聞く 。透孔は中位に 3 か所穿たれる。内外面とも丁寧なにミガキが施される。 6 • 7 

は中空の器台である o 6 は厚手の作りで，器受け部端部が平坦に面取りされる。透孔は 4 か所である。 8

----10 は台部である。透孔は 3 か所設けられ，外反気味に大きく開く 。内面は横方向のハケ，外面は丁寧な

ミガキが施される。11 ・12 は高杯である。11 は作りが全体的に粗雑で、，歪みがみられる。脚部との接合痕

も明瞭に残る。調整はヘラ状工具によるナデである。12 は椀状の杯部に脚部は外反しながら大きく開く脚

部を有するタイプである。透孔は脚部上位に 3 か所認められる。脚部内面以外に赤彩される。13 はやや下
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膨らみの査である。外面にハケ後ミガキの施された痕跡が若干残る。14-23 は斐である。14 は小形で，最

大径を口縁部に有する。15 は球形胴で底部が突出するタイプである。胴部外面はハケ後粗いミガキが加え

られる。16 は胴部最大径と口径がほぼ同じで，口縁部は直線的にくの字に屈曲する。17 は台付斐で，胴部

中位に最大径を有する。口縁部内面から胴部外面に細かいハケ目が認められる。胴部下端は，台部との接

合のために縦方向にヘラナデが施される。18 も17 と同様の器形を呈するが，調整が粗雑で，頭部にはへラ

痕が明瞭に残る。外面はヘラケズリ後非常に粗いミガキが施される。19-23 は台付斐の台部で，基本的に

はほぼ直線的にハの字状に開く器形を呈する。24 は甑である。焼成前に径1. 8cm ほどの孔が穿たれる。口縁

部は内面に折り返した痕跡が残る。25 は接合痕の明確な非常に粗雑な作りの手担ね土器である。26 は土玉

である。

SI025 (第 47 図，図版14 ・50)

調査区南側， 29N -07 グリッドに位置する。南西壁の一部を SI - 024 に切られる。規模は8.0m x 6.7m ， 

確認面からの深さ 28.2cm-14.7cm を測り，長方形を呈する。主軸方向は N -34 0 - W を指し，床面積は約30 .7

ぱを測る。床面はほぼ平坦で、あるが，それほど締まっていない。柱穴 ・壁溝は検出されなかった。炉は南

東側に位置するが，それほど使い込まれていない。覆土は自然堆積の様相を示す。遺物はで南西コーナー

付近にみられる。

出土遺物

1 - 5 は器台である。 1 は皿状の器受け部で，内外面ともに丁寧なミガキが施される。 2-5 は台部の

みの遺存で，上位に透孔が 3 か所穿たれる。 2-4 は外反気味に開くが， 5 は直線的となる。 6-8 は斐

である。 6 は胴部上方に最大径を有し，底部が若干突出する。作りがやや粗く，接合部分の凹凸が目立つ。

内外面とも細かいハケ調整後横方向のヘラナデが施される。 7 . 8 はほぼ同様な器形で，内外面にハケ目

が認められる。

SI0 26 (第 48 図，図版14 ・50 )

調査区中央付近， 29N - 28 グリッドに位置する。規模は5.4 m x 4.3m ，確認面からの深さ 31. 2cm-22.6cm

を測る長方形を呈する。主軸方向は N - 54 0 
- E を指し，床面積は12.5rri を測る。床面はほぼ平坦である。

壁溝は，幅15 .0cm ，深さ 3.5cm で、南西コーナーを除き巡る。ピットは 4 本確認された。対角線上に位置する

2 本が柱穴であろう 。南東コーナーに位置するピットは貯蔵穴と思われる。 1辺0.6m ，深さ 0.3m を測る。

炉は北東寄りに位置し，長径0.9m ，短径0.7m の楕円形で，底面全体が赤化する。焼土が主に壁際に分布し，

焼土下には汚れたロームが堆積している。焼土の厚さは 2 -10cm で，壁方向に向かつて厚くなる。この状

況から，土屋根の存在が想定できる。覆土は自然堆積の様相を示す。出土遺物は少ない。

出土遺物

1 ・2 は中空の器台である。脚部は外反気味に開くが，器受け部は， 1 がほほ直線的に， 2 が内湾気味

に立ち上がる。透孔は 1 が 4 か所， 2 が 3 か所穿たれている。 3 は査の口縁部である。内外面ともに縦方

向に丁寧なミガキが施される。 4-6 は斐である。 4 は小形で，下膨れ気味の器形を呈する。 5 は口縁端

部を摘み出している。口縁部内面と胴部外面にハケ目が認められる。

SI027 (第 49 ・50 図，図版15 ・50)

調査区中央付近， 290 -09 グリッドに位置する。規模は6.3m x 5.7m ，確認面からの深さ 69.7cm-47.3cm

を測り，ほぽ正方形を呈する。主軸方向は N -6 1. 50 
- E を指し，床面積は17.2 ぱを測る。床面はほぼ平坦
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で，比較的堅綴である。壁溝は，幅14.0cm ，深さ 6.0cm で、全周する。柱穴は対角線上に 4 本確認された。深

さ O.7m~0.4mで、ある 。 南東コーナーに位置するビットは貯蔵穴と思われる 。 1 辺O.5m前後，深さ O.6mの

略方形を呈する。南東壁中央に間仕切りの溝が掘り込まれる。炉は北東の柱穴に近接して設けられる。長

径O.9m ，短径O.7m を測り，壷の胴部片が立てられている。覆土は自然堆積の様相を示す。遺物は南東コー

ナー付近に集中し，床面または床面直上である。墨書土器は炉の北側に接するような状態で検出された。

出土遺物

1 は小型の無頚壷である。底部を欠くが，小さな平底を呈すると思われる。口縁部は小さく摘み上げら

れ，内外面ともナデ調整が施されるが，全体にやや雑である。内面には成形時の輪積み痕が明瞭に残る。

口唇音防、ら胴部上位にかけて墨書され，口縁部内面にも墨痕がみられる。墨書土器の詳細については後章

で検討する。 2 は装飾器台である。口縁部及び裾部の一部の遺存であるため，図上で復元した。口縁部は

上位で大きく外反し，中位に円形の透し孔が開けられており，径から復元すると推定13~14個になると思
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われる。器面が荒れているため調整は不明瞭であるが，部分的にミガキが観察される。また，口縁部内外

面に不鮮明ながら赤彩が確認される。いわゆる北陸系の装飾器台であろう 。胎土は在地のものとは異なり，

やや赤み及び砂質を帯びるが，北陸産ではない。 3 ・4 は器台の台部であろう 。 3 は透し孔が 3 個認めら

れ，台部内面以外に赤彩される。 5 は元屋敷系の高杯である。脚部内面ハケ，以外は丁寧なミガキが施さ

れる。透し孔は 3 か所開けられ，赤彩が加えられる。 6 は査の口縁部， 7 は小型査の底部であろう 。12 は

広口の壷であろうか。 被熱による器面の剥離がみられるが，丁寧なミガキと赤彩が認められる 。 8~11は

歪である。 9 . 10 はほぼ同様な形態を示し，胴部外面のハケ目は 9 が斜位，10 が横位である。10 の底部は

大きく突出する。13 は聾の底部であろう 。木葉痕が残る。14 ・15 は台付要の台部であるが， 14 の底部には

焼成前の穿孔がみられる。

SI028 (第 51 ・52 ・53 図，図版15 ・50 ・51)

調査区中央付近， 28N -89 グリッドに位置する。規模は6.9m x 6.4m，確認面からの深さ 68.7cm~44.5cm

を測り，長方形を呈する。主軸方向は N -37.0 0 
- E を指し，床面積は24 .2ぱを測る。床面はほぼ平坦で，

全体的に比較的堅綴である。柱穴は対角線上に 4 本確認された。規模は小さいが，深さは48 .0cm ~ 39 .4 cm を

測る。南コーナーに位置するピットは貯蔵穴と思われる。長軸0.7m ，短軸0.6m ，深さ 0.2m を測る長方形

を呈する。南東壁中央に位置するピットは，規模は大きいものの，入り口に伴うものと考えられる。炉は

北側柱穴聞に設けられる。長径0.9m ，短径0.7m ，深さ 0.2m を測る。底面は被熱による赤化が顕著で、ある。

覆土は人為的な埋め戻しの様相が伺える。出土土器はかなり多い。住居全体に散在するが，床面直上から

覆土中層にかけてみられる。

出土遺物

1~3 は椀及び鉢である 。 1 は小さな底部に半球形状の体部が付く椀である 。 2 は手担ね状に作りが粗

雑である。体部下位にはナデの際の調整痕が残る。 4 ~14は器台である 。 6 はほぼ完形で，器受け部が小

さく，台部は直線的にハの字状に聞き，裾部端部で小さく外反する内面には放射状の丁寧なミガキ，外面

にはハケの後丁寧なミガキが施される。 4 . 5 も皿状の小さな器受け部であるが，中空となり， 4 の口縁
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部は上方に摘み上げられる。 7 ~14は台部である 。 透孔は基本的に 3 か所で，ハの字状に開くが，外反す

るもの (8 ・10 ・11 ・14) と直線的なもの( 7 ・9 ・13) に分けられる。15 は透孔がなく，細長い形状を

呈する 。 高杯の脚部の可能性がある 。 16~18は高杯である 。 16は杯部も脚部も直線的に開く形状を呈し，

内外面ともにハケ目が認められる。17 は小形の高杯である。杯部は浅い椀状を呈し，脚部は小さく直線的

にハの字に開く 。18 は杯部のみの遺存で，外面には若干ハケ目が残る。19 はミガキが施された深い体部に

小さな脚部が付くものである 。 高杯であろうか。 20は埼の口縁部で内外面赤彩される 。 21~24は壷である 。

24は小形壷で，胴部上位に最大径を有し，外面には僅かにハケ目が残る 。 22~24は口縁部片である 。 24は

頚部に段が形成され，ハケ調整後縦方向の粗いミガキが施される 。 25~38は棄である 。 25 ・ 26は台付棄で，

胴部中位に最大径を持つ球形胴を呈する。台部は25 が内湾， 26 が直線的に開く 。内外面にはハケ目調整が

施される。27 ・28 は台部を欠く 。28 の口縁部は短くくの字状に屈曲し，口唇部外面が面取りされる。口縁

部内面には横方向のハケ，胴部内面にはヘラナデ痕が明瞭で、ある。外面はハケ後下位にヘラナデが加えら

れる。29 は胴部やや上位に最大径を有する。底部はやや突出する。内外面ともにハケの後ヘラナデが施さ

れる。30 は胴部中位に最大径のある球形胴を呈する。31 ・32 は胴部中位に最大径のある形状を呈しており，

内外面にハケ目が明瞭に残る 。 33~38は台付棄の台部である 。 33~36は直線的， 37 ・38 はやや内湾しなが

らハの字状に開く 。39 は甑である。口縁部が特徴的で，受け口状となる。口縁部内面から胴部中位にかけ

てハケ目が認められる。40 は土玉である。

S1029 (第 54 図，図版15)

調査区中央付近， 280 - 02 グリッドに位置する。規模は5.2m x4.7m，確認面からの深さ 25.7cm~2 1.7cm

を測り，ほぼ正方形を呈する。主軸方向はN -4 1. 0
0 

- E を指し，床面積は13.2 ぱを測る。床面はほぼ平坦

で，硬化面が中央から広がっている。壁溝は，幅13.0cm ，深さ 6.0cm で、南西壁を除いて検出された。ピット

は 4 本確認されたが，柱穴とは断定できない。炉は北東方向に偏って検出された。長径0.9m ，短径0.7m を

測り，被熱による赤化が顕著である。覆土は自然堆積の様相を示す。土器の出土量は少ない。
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出土遺物

1 は高杯の杯部であろうか。内外面丁寧にナデられており，外面は後に粗いミガキを施している。

SI030 (第 55 ・56 図，図版16 ・51 ・52)

調査区中央， 280-84 グリッド付近に位置する。規模は6.0m x 5.3m ，確認面からの深さ 66.0cm --- 42.0cm 

を測り，長方形の深い掘り込みである。主軸方向はN -43.0
0

- W を指し，床面積は16.3 ぱを測る。床面は

ほぼ平坦で，硬化面はほぼ全面に認められる。壁溝は全周する。柱穴は対角線上に 4 本検出された。0.7m

---0.6m と比較的深く，しっかりした掘り込みである。炉は北側の柱穴聞に位置し，長径91. 0cm ，短径75.0

cm の楕円形を呈する。東コーナーに近いビットは貯蔵穴と考えられ，溝が廻る。東側の溝は間仕切りであ

ろう 。覆土は自然堆積の様相を呈する。遺物の出土量は多く，炉の周辺と東側半分に集中している。床面

直上から覆土中層までみられる。

出土遺物

1---5 は器台である。 1---4 は中空のタイプで， 1 の器受け部は半球状を呈する。透孔は台部中位に 4

か所開けられる。 2---4 は台部のみである。 2 は裾部で大きくハの字に開き， 3 ・4 はほぼ直線的に開く

形態である。透孔は台部中位に 4 か所である。 5 は高杯の脚部となる可能性もある。透孔が上下二段に交
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互に 3 か所，合計 6 か所穿たれている。 6 ， 7 は高杯の杯部である。 6 は大形で直線的に開くが， 7 は半

球形状を呈している。内外面ともミガキが丁寧に施され，赤彩が加えられる。 8 ・9 は柑である。 9 は胴

部中位に最大径を有し，口縁部は長く僅かに内湾しながら立ち上がる。口縁部内面と外面全面に縦方向の

丁寧なミガキが施される。 1O~13は査であるが，バラエティーがある。 10は折り返し口縁で，折り返し部

分には横方向の，以下には斜位のハケ目が残される。1日1は小形で

ら胴部外面には縦方向の丁寧なミガキが施される。1ロ2は底部が若干突出し，やや粗い作りである。外面は

ハケ後縦方向のミガキが密に施される。13 は下膨れの形状を呈する。赤彩の可能性があるが， 二次的に火

を受けているために詳細は不明で、ある。 14~19は斐である 。 14は胴部中位に最大径を有し，やや粗いハケ

目がみられる。内面には粘土の接合痕が明瞭に観察される。15 は台部を欠く台付聾である。口縁部は短く

屈曲し，胴部の形状は14 と同様である。ハケ目は比較的細かい。16 は胴部のやや上位に最大径を有し，口

縁部は直立気味である。 ハケ後ヘラケズリが施される。 17~19は台付聾の台部である。

SI031 (第 57 図，図版16 ・52)

調査区中央， 290 -14 グリッド付近に位置する。規模は3.4m x 3.6m ，確認面からの深さ 25.2cm ~ 15.5cm 

を測り，正方形を呈する。主軸方向は N -18.0 0 
- E を指し，床面積は6.1 rri を測る。床面はほぼ平坦で、あり，

硬化面は住居跡の中心から四方に伸びる。壁溝は全周するが，柱穴は検出きれなかった。東コーナーに近

い位置にあるピットは貯蔵穴と考えられる。炉は北西方向に位置し，長径41. 0cm ，短径33.0cm の楕円形を呈

する。覆土は自然堆積の様相を示す。遺物は床面直上からの出土が多い。

出土遺物

1~3 は器台である。 1 はほぼ完形で器受け部は皿状で小さい。 台部は中位に透孔が 3 か所確認できる 。

裾部まで外反気味に広がる。外面に赤彩が施されるが，器面の荒れが著しく調整は不明で、ある。 2 ・3 は

中空タイプである。 2 の器受け部は半球形を呈し，口唇部で外方向に摘み上げられる。台部は直娘的に大

きく開く 。 透孔は台部中位に 4 か所認められる。 3 は裾部で大きく聞き，高杯となる可能性もある。 4~

7 は斐である。 4 の口縁部は直線的にくの字に屈曲するが，中位に稜が形成される。 5~7 は台付聾の台

部で， 7 は僅かに内湾しながら開く 。

SI032 (第 58 図，図版16)

調査区中央， 29M -08 グリッド付近に位置する。規模は4.3m x4.3m，確認面からの深さ 23.2cm~8.6cmを

測り，正方形の形状を呈する。主軸方向は N -57.0 0 
- E を指し，床面積は11. 0rri を測る。床面はほぼ平坦

であるが，硬化面は認められない。検出されたピット 3本のうち南東コーナーのピットは貯蔵穴となろう 。

炉の掘り込みはなかったが，北側で確認された焼土部分が炉となるかもしれない。

出土遺物

1 は複合口縁の査である。内外面ともにハケ調整の後ナデが施されている。

SI033 (第 59 図，図版17 ・52)

調査区中央， 29N - 72 グリッド付近に位置する。規模は4.6m x 4.2m，確認面からの深さ 29.5cm~25.7cm

の正方形の形状を呈する。主軸方向は N - 72. 5.0 0 
- E を指し，床面積は10.4 ぱを測る。炉など内部施設は

検出きれなかった。遺物は覆土上層からの出土である。

出土遺物

1 は高杯の杯部で，体部は直線的に開く 。内外面ともに縦方向のミガキが施される。 2 は胴部中位に最
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大径を有する柑である。口縁部はやや受け口状を呈する。口縁部外面はハケ後丁寧なミガキが施される。

胴部内外面ともにヘラケズリの痕跡が認められる。

S1034 (第 60 ・61 図，図版17 ・52)

調査区西側， 28M - 39 グリッドに位置する。規模は11.1 m x 9.8m，確認面からの深さ 64.4cm~43.0cmを測

り，大形の長方形状を呈する。主軸方向は N -24.5 0 
- W を指し，床面積は58.7 ぱを測る。床面はほぼ平坦

で，比較的堅轍である 。 柱穴は対角線上に 4 本確認された。 深さ 100.5cm~58.0cm とバラツキがある 。 壁際

には壁柱穴と思われる小ピッ トが多数掘り込まれる。南壁近くのピットは貯蔵穴と考えられる。長軸30 .1

cm ，短軸28.0cm ，深さ 40.0cm とやや小規模で、ある。壁溝は，幅20.0cm 前後で、全周する。南壁の中央には間仕

切りと思われる溝が中央に向かつて伸びている。炉は中心より北に偏って位置する。長径107.70cm ，短径72.0

cm の楕円形で，深さ 11. 0cm を測る。炉の長軸を二つに分けるように土器片が立てられている。壁際には多

くの焼土が検出されたが，覆土は自然堆積の様相を呈している。遺物は住居全体に散在して検出された。

出土遺物

1 . 3 はいわゆる柑である。 1 は小さな上げ底の底部からヘルメット状に体部が聞き，口縁部が僅かに

内湾する。内面は丁寧なミガキ，外面には斜位のハケ目が認められる。 3 は器肉が分厚く，扇平な胴部を

呈する。外面は丁寧なミガキが施される。 2 ・4 は小形の壷である。胴部中位に最大径を有し， 2 はミガ

キ， 4 はハケ目調整が加えられる。 2 の口縁部内面から胴部外面に赤彩がみられる。 5 ~10は器台及び高

(1 /4) 

第56 図 S1030 (2 ) 
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杯の脚部である。 8. 9 は裾端部を欠損しているものの. 5. 6. 8. 9 は外反しながらハの字状に大き

く開くタイプである。 8 は上下二段で 4 孔ずつ. 8 個の透孔が確認された。その他は 3 孔である。 7 はや

や外反しながら伸びるが裾部は短い。透孔は 3孔である。11-15 は査である。11 は胴部の上位に最大径を

持つタイプで，内外面ともに粗いハケ目が施される。12 の口縁部は短くくの字に屈曲し，口唇部には棒状

工具によるキザミが加えられる。13 は大形の聾の底部片で，内外面ともにハケ後ヘラナデ調整される。14 ・

15 は台付蓋の台部で. 2 点とも直線的に開く 。16 は甑の底部であろうか。1. 5cm ほどの焼成前の孔が穿たれ

ている。17-19 はミニチュア土器である。17 は底部が突出し，外面にはハケがみられる。18 ・19 は作りが

雑で，指頭痕が明確に残る。21 は土玉である。

SI035 (第 62 ・63 図，図版17 ・18 ・52)

調査区中央. 28N-43 グリッドに位置する。規模は8.9m x 8.0m. 確認面からの深さ 50.9cm-42.1cm を測

り，掘り込みの深いやや長方形に近い大形住居跡である。主軸方向は N -77.0 0 
- E を指し，床面積は39.5

ぱを測る。床面はほぼ平坦で、，比較的堅織である。柱穴は対角線上に 4 本確認された。深さ 63.1cm-39 .4cm

である。北東コーナー近くにあるピットは貯蔵穴と考えられる。長軸99.0cm. 短軸66.0cm. 深さ 79.2cm を測

り，長方形を呈する。壁溝は，幅15.0cm. 深さ 14.0cm で、全周する。炉はやや北西側に位置し，長径67.0cm.

短径66.0cm の円形で，深さ 2.9cm を測る。覆土は自然堆積の様相を呈する。遺物は住居全体に散在し，床面
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または床面直上の状況である。

出土遺物
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第58 図 SI032

1~7 は器台である 。 1 ・ 2 は皿状の器受け部で， 1 はナデ， 2 はミガキ調整される 。 3~7 は台部の

みの遺存であるが， 3 • 6 は高杯の脚部の可能性がある。 4 ， 5 は2 点とも透孔が台部上位に 3 か所穿た

れる。 8 ~11は高杯である 。 8 . 9 はほぼ同形で大形となる。体部が直線的に聞き，ハケ調整の後丁寧な

ミガキが施される。 8 は内外面ともに赤彩がみられる。10 ・11 も同様の杯部で，半球形状となる。11 は内

外面に若干のハケ目が残る 。 12~15は査である 。 12は折り返し口縁となり，折り返し部分は横方向，以下

は縦方向の細かいハケ目が認められる。13 は有段口縁で，外面には丁寧なミガキが施される。14 は小さい

上げ底の底部を持ち，胴部中位に最大径を有している。口唇端部を面取りしている。外面は横方向のミガ

キ後，胴部中位以下をヘラナデ調整する 。 15~19は斐である 。 15は胴部中位に最大径を持つがやや長胴で，

細かいハケ調整が施される。16 も胴部中位に最大径を持つ。口縁部内面はハケ目が認められ，胴部には指

頭痕が目立つ。外面は全体にハケ調整が施されている。17 は底部を欠くものの台付棄になると思われる。

器肉が厚く，口縁内部には粗い目のハケ調整が施される。18 ・19 は台付斐の台部で，直線的にハの字状に

開く 。20 は鉢である。口縁部が短く聞き，内面に折り返された稜を作っている。21 はミニチュア土器であ

ろうか。22 は土玉である。
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調査区西側， 28M -35 グリッドに位置する。規模は4.7m x4.7m，確認面からの深さ 29.7cm~13.6cmを測

り，正方形となる。主軸方向は N -36.0
0

- W を指し，床面積は12.1 ぱを測る。床面は平坦で，硬化面は中

央部分から広く広がる。柱穴等は検出されなかった。焼土が住居跡の中央に 3 か所認められたが，炉とは

断定できない。覆土は自然堆積の様相を呈する。遺物の出土は少ない。

出土遺物

1 は器台である。皿状の器受け部で，台部は若干内湾しながらハの字状に広がる。透孔は 3 か所で台部

上位に位置する。 3 ・4 は棄である。 3 の口縁部はやや長く，直線的にくの字状に屈曲する。横位のハケ

がみられる。 4 は台部のみの遺存で，内湾気味に開く 。 5 は手担ね土器で，指頭痕が明瞭に残る。

S1037 (第65 図，図版19 ・53 )

調査区南側， 280 -19 グリ ッドに位置する。規模は4.1m x 4.l m，確認面からの深さ 54.8cm~37.9cmを測

り，掘り込みの深い正方形である。主軸方向はN -16.0
0

- W を指し，床面積は9.7ぱを測る。床面はほぼ平

坦で，硬化面は認められなかった。ピットは 1か所検出されたが性格不明である。炉は南東方向に位置し，

長径62.0cm ，短径36.0cm の楕円形を呈する。覆土は自然堆積の様相を呈する。遺物は少なく，床面直上から

の出土である。
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出土遺物

1 は口縁部が大きく歪んだ蓋である。全体にヘラナデ調整が施されるが，部分的にハケ目が残る。 2 は

ミニチュア土器である。外面はハケ目調整される。

SI038 (第 66 図， 図版18 ・19 ・53 )

調査区中央， 28N - 00 グリッド付近に位置する。規模は8.6m x 6.2m ，確認面からの深さ43.0cm ~ 31. 6cm 

を測り，縦長の長方形を呈する。主軸方向は N -3 1. 50 - W を指し，床面積は28.7rri を測る。床面はほぼ平

坦で，比較的堅織である。柱穴は北壁近くに 2本，壁から少し離れた南東コーナーに 1本，南西壁の東側

の 1 本の合計 4 本確認された。 深さ 29.7cm~15.5cmと浅い。 南西コーナーに位置する方形のピットは貯蔵穴

と考えられる。長軸75.0cm ，短軸65.0cm ，深さ42.7cm を測る。南壁中央の壁から若干離れたピットは入り口

に伴うものと思われる。壁溝は，幅15.0cm ，深さ8.0cm で全周する。炉はやや北西方向に掘り込まれ，長径

140.0cm ，短径86.6cm ，深さ 3.6cm を測る。炉の南側に土器片が立てられている。覆土は自然堆積の様相を呈

する。遺物は住居全体に散在し，床面から覆土上層までの出土である。

出土遺物

2 は器台である。 1 は小さい皿状の器受け部で，台部はハの字状に大きく開くと思われる。台部中

位に透孔が 3 か所確認された。 3~8 は壷である。 3 はいわゆる埼で， やや突出した小さな底部を持ち，

胴部中位に最大径を有する。口縁部は直線的に開く 。口縁部内面と外面には丁寧なミガキが施される。 4 

は小形の広口査で， 口縁部内面はハケ後ミガキ，外面は丁寧なミガキがみられる。 5 は胴部上位に最大径

のある小形の査で，内外面ともヘラナデ痕が明瞭で、ある。 7 は折り返し口縁となり，横方向及び縦方向の

細かいハケ調整が施される。 9 ~12は歪である。 9 は胴部中位に最大径を有し， 口縁部は緩やかに外反す

る。口縁部内面から胴部外面にハケ調整が認められる。10 の内面には粗いミガキ，外面には丁寧なハケが

施されている。11 ・12 は直線的に開く台付霊の台部である
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SI0 39 (第 67 図，図版19 ・53)

調査区西側， 28M -75 グリッドに位置する。規模は7.7m x 7 .2m，確認面からの深さ 65.7cm~48.4cmを測

り，ほほ正方形を呈する。主軸方向は N -60.5 0 
- E を指し，床面積は24.7r 討を測る。床面はほぼ平坦で、，

比較的堅綴である。柱穴は対角線に 4 本検出され，深さ 81.1 cm ~ 55 .4 cm としっかりした掘り込みである。壁

溝は，幅23.0cm ，深さ 12.0cm 程度で全周する。西壁に方形の突出部があるが，詳細は不明である。炉は中心

よりやや東側に位置し，長径102.0cm ，短径78.0cm の楕円形を呈する。底面は赤化し，北側に焼土の堆積が

みられる。覆土は自然堆積の様相を呈する。遺物は北西コーナー付近にまとまっている。 4 の高杯は床面

直上の出土状況である。

出土遺物

1~3 は器台であろう 。 全形は不明で、あるが， 1 . 2 はハの字状に聞き， 3 は筒状の脚柱部から裾が大

きく開くタイプである。 4 . 5 は高杯である。 4 は，ハの字状に直線的に開く脚部に大きな杯部が付くタ

イプである。脚部中位に 3か所の透孔が認められる。杯部のミガキは放射状を呈し，底部には横方向のミ

ガキを施すことで若干の稜を作りだしている。 5 は裾部で，有段となるタイプである。ハケ調整後外面に

粗いミガキが加えられる。 6 . 7 は小形の査である。 6 は外面にミガキが施され，赤彩される。 8 ~10は

台付査の台部である。 8 は内湾気味， 9 ・10 は直線的に開く 。11 は土製品で，表裏に植物繊維痕が認めら

れる。

SI040 (第 68 図，図版20 ・53)

調査区中央， 27M - 67 グリッド付近に位置する。規模は3.9m x3.9m，確認面からの深さ 32.7cm~23.7cm
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を測り，隅丸の正方形を呈する。主軸方向は N - 31. 50 
- W を指し，床面積は8.3 ぱを測る。床面はほぼ平坦

であるが，それほど締まっていない。ピットは 4 本検出されたが，性格不明で、ある。北西コーナーに焼土

が認められたが，炉に相当する掘り込みは確認できなかった。覆土は自然堆積の様相を呈している。遺物

の出土は少なく，覆土上層からがほとんどである。

出土遺物

1~3 は器台であろう 。 いずれも外反気味に大きく開く形状で， 1 は台部上位に 3 孔， 2 . 3 は中位と

裾部に二段で交互に 3孔，合計 6孔の透孔が認められる。 1 . 3 の外面に赤彩がみられる。 4 は脚部に比

して杯部が大きな高杯である。杯部は内外面とも丁寧な放射状のミガキが施され，内面赤彩される。

SI0 41 (第 69 図，図版20 ・53)

調査区西側， 27M -42 グリッドに位置する。規模は5.6m x 5.4m，確認面からの深さ 31.0cm~28.0cmを測

り，ほほ正方形を呈する。主軸方向はN - 5.0 0 - W を指し，床面積は25 .7rri を測る。床面はほぼ平坦で、ある。

ピットは 2本検出された。北側は柱穴，南側は貯蔵穴となる可能性がある。炉はやや北東側に位置し， 長

径120.0cm ，短径56.0cm の瓢箪形を呈するが，掘り込みはほとんど確認されなかった。遺物は少なく ，覆土

上層からの出土である。

出土遺物

1~3 は器台であろう 。 1 は中空で、，器肉が厚く，本遺跡では類例のない資料である 。 形状は炉器台に
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近いものである。外面にハケ目が施される。 2 は台部が直線的に開く形状で，透孔が台部中位に 4 か所穿

たれる。 4 は高杯の杯部である。内外面とも放射状の丁寧なミガキが施される。 5 は外面赤彩の査である。

下膨らみの球形胴を呈し，細かいミガキが加えられる。 6 は台付聾の台部である。

SI042 (第 70 図，図版20 ・53)

調査区西側， 27M -45 グリッドに位置する。規模は3，9m x 3.4m ，確認面からの深さ 20 .9cm ~ 12 .6cm を測

り，やや隅の丸い正方形の住居跡である。主軸方向は， N -75.0 0 
- E を指し，床面積は11. 4ぱを測る。床

面はほぼ平坦で、あるが，それほど堅織ではない。柱穴等は検出されなかった。覆土は自然堆積の様相を示

し，遺物は覆土上層からの出土である。
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出土遺物

1 は器台の器受け部で，小さな皿状を呈する。器面が粗く，調整は不明である。 2 は高杯の脚部であろ

う。 3 は台付斐で台部を欠く 。胴部の中位に最大径を有し，やや長胴気味となる。4 は肩の張る棄で，長

胴となろう 。口縁部内面にハケ目，胴部外面にヘラケズリがみられる。

SI043 (第 71図，図版21 ・53 )

調査区北側， 27M-58 グリッドに位置する。規模は8.5m x 7.3m，確認面からの深さ 60.0cm~5 1.0cmを測

り，長方形を呈する。主軸方向はN -6 1. 5
0 

- E を指し，床面積は28.8 ぱを測る。床面はほぼ平坦で，全体

に堅綴である。壁溝は，幅8.0cm ，深さ 12.0cm で、北壁から西壁側に巡る。壁内側に幅広の溝が巡っているが，

拡張前の壁溝かもしれない。 柱穴は対角線上に 4 本配置され，径O.7m~O.9m と大きい。 3 か所に二段の掘

り方が認められており，抜き取りが行われた可能性がある。東壁と南壁下に長さ約1. 2m の間仕切りと思わ

れる溝が検出された。炉は東側の柱穴聞に位置する。長径110.0cm ，短径75.0cm と大形の楕円形を呈し，深

さ8.1 cm を測る。被熱による赤化が顕著である。覆土は自然堆積の様相を呈する。多くの遺物は，西コーナ

ーの床面から若干浮いた状態で出土している。

出土遺物

1 ・2 は器台の台部で，上位に透孔が 3 か所確認された。内面ハケ，外面ミガキ調整が施されている。

3 は高杯の杯部である 。 大形で，体部が内湾気味に大きく開く 。 外面にはハケ日が明瞭に残る 。 4~6 は

壷である。 4 はやや受け口状の口縁部で，内外面ともに縦方向のミガキが丁寧に施され，赤彩される。 5

-77 -
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は器肉が厚く，口縁上部が受け口状に外傾する特徴的な形状である。 6 は小形の査で，口縁部は直立気味

に開く 。内外面ともヘラナデが加えられる。 7-9 は台付蓋の台部である。内外面にハケ調整が施される。

SI044 (第 72 ・73 ・74 図，図版21 ・53 ・54 )

調査区北側， 27M - 37 グリッドに位置する。規模は5.9m x5.2m ，確認面からの深さ 65.0cm-49.0cm を測

り，掘り込みの深い正方形状を呈する。主軸方向はN -22.0 0 - W を指し，床面積は25.2 ぱを測る。床面は

ほぼ平坦で、，硬化面が全体的に広がっている。柱穴は対角線上に 4 本配置され，径20cm-30cm と小さい。

南壁近くに位置するピットは貯蔵穴と思われる。炉は北東側に偏って構築され，長径78.0cm の略楕円形状

を示す。焼土や炭化材が多く検出されており，焼失住居と思われる。覆土中にローム粒を多く含み，人為

的な埋め戻しの可能性がある。遺物の出土は多く，床面直上から覆土上層までみられる。

出土遺物

1-7 は器台である。 1 - 3 ・6 は中空のタイプで，器受け部は皿状を呈し，台部はほぼ直線的に開く

が， 2 ・3 は外反気味， 6 は内湾気味である。いずれも台部内面ハケ目，以外はミガキ調整である。 4 ・

5 もほぼ同様の形状で， 5 の器受け部が若干大きくなる。 8 ・9 は高杯の大形杯部で，口径に比して器高

がやや浅くなる。 8 は内外面ともミガキ， 9 はハケ調整後ミガキが施される。10 は大形の鉢であろう 。口

縁部が受け口状に外反する特徴を有する。内外面ともハケ調整される。11-14 は壷である。11 は小形で，

胴部下位に最大径を有する。12 の胴部は瓢形を呈する。内外面粗いミガキが施される。13 は折り返し口縁，

14 は有段口縁となる。ハケ調整が明らかである。15-23 は聾である。15 は胴部中位に最大径を持つ球形の

胴部で，台付斐になると思われる。内外面ハケ調整される。16 は底部の突出した小形護で，口縁部がく の

字状に強く屈曲する。内外面細かいハケ目がみられる。17-19 は下半部を欠く 。ハケ調整後ナデが加えら

れる。19 の口縁部には，接合痕と指頭による押さえ痕が明瞭に残る。20 は球形胴を呈する小形聾である。

内外面ハケ調整され，底部には木葉痕が残る。21 - 26 は台付費である。21 ・23 は胴部上位に最大径を有し，

23 の台部は内湾気味に開く 。22 ，24 は胴部中位に最大径があり，器高が深くなる。台部の聞きは直線的で

ある。球形の胴部にくの字状に外反する。台部は22 が外反気味， 23 が内湾気味にハの字状に開く 。24 の内

外面にはハケ調整が明瞭に観察される。27 は底部穿孔の査であろうか。28 ・29 はミニチュア土器で，ハケ

後ナデ調整される。30 は不明土製品であるが，焼き試しのような感を受ける。

SI045 (第 75 図，図版22 ・54 )

調査区北側， 27M-29 グリッドに位置する。南コーナ一部でSI063 を切る。規模は4.8m x4. 1m ，確認面

からの深さ 70.0cm-48.0cm を測り，掘り込みの深い長方形状を呈する。主軸方向は， N -14.8 0 - W を指し，

床面積は14.3rrl を測る。床面はほぼ平坦で、，西側半分に硬化面が確認された。壁溝は，幅18 .0 cm ，深さ 4.0

cm で、全周する。ピットは南東コーナーに 1 か所掘り込まれる。径55cm 前後の貯蔵穴と思われる。炉は北東

側に偏って構築される。長径55.0cm ，短径50.0cm のほぼ円形で，深さ 6.0cm を測る。底面の赤化が認められ

る。覆土は自然堆積の様相を呈する。遺物の出土は少ないが，床面からの出土が多い。

出土遺物

1 は器台片である。透孔は 3 か所と思われる。 2-4 は査である。 2 は小形の広口査で，やや上げ底と

なる。口縁部にハケ目，胴部にミガキが施される。 3 は胴部中位に最大径を有するが，やや縦長となる。

口縁部は内湾気味に開く 。口縁部内面は縦方向のミガキ，外面はハケ後粗いミガキが施され，口縁部内面

から胴部外面に赤彩が加えられる。 4 には粗いミガキがみられる。 5 . 6 は聾である。 5 は胴部上位に最
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大径を有し，底部がやや突出する。 6 は小形で，口縁部は直立気味となる。ハケ後ナデ及びヘラケズリ調

整される。 7 はミニチュア土器である。折り返し口縁となる。

SI0 46 (第 76 図，図版22 ・55 )

調査区北側， 27N -32 グリッドに位置する。規模は9.9m x8.0m ，確認面からの深さ 53.0cm - 38.0cm を測

り，東西方向に長い長方形を呈する。主軸方向は N -64.5 0 
- E を指し，床面積は32.3rri と大形である。床

面はほぼ平坦で、，全体に堅織である。壁溝は，幅10.2cm ，深さ 8.0cm で、東側を除いて確認された。柱穴は対

角線上に 4 本配置される。いずれも 2 段の掘り方を有する規模の大きな柱穴である。抜き取りが行われた

可能性がある。南壁と東壁に間仕切りと思われる溝が検出された。その空間内に長軸59.0cm ，短軸49.0cm ，

深さ 35.6cm を測る長方形のピットが位置し，貯蔵穴と想定される。炉は北東柱穴付近に位置する。長径59.0

cm ，短径49.0cm の略長方形で，掘り込みは比較的深い。底面の赤化は顕著で、ある。覆土は自然堆積の様相

を示す。遺物は，覆土中層に含まれるものが多い。

出土遺物

1 ・2 は高杯である。 l の脚部上位に 3 か所透孔が認められる。 2 は大形の杯部であるら体部は内湾気

味に開く 。内外面丁寧なミガキが施される。 3 は小形査である。口縁部は直立気味に立ち上がり，胴部外

面にミガキが認められる。 4-6 は聾である。 4 小形の台付聾で，胴部上位に最大径を持ち，口縁部は小

さく屈曲する。内面に粘土紐接合痕と指頭痕が明瞭に残る。外面はハケ目調整で，煤の付着がみられる。

5 は胴部が下膨らみとなり， 二次的に火を受け，煤の付着も確認できる。 6 は内湾気味に開く台付費の台

部である。 7 はミニチュア土器である。底部がやや突出する。

SI0 47 (第 77 図，図版22)

調査区北側， 27N - 64 グリッドに位置する。規模は6.6m x4.7m ，確認面からの深さ 21. 0cm-23.8cm を測
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り，長方形状を呈する。主軸方向は N -20.0 0 - W を指し，床面積は22.5rri を測る。床面はほぼ平坦で、ある

が，比較的柔らかい。柱穴等は確認できなかった。覆土は自然堆積の様相を呈する。遺物は西側に集中す

るが，覆土中層から上層が多い。

出土遺物

1~3 は査である 。 1 は球形胴で，口縁部は直線的に長く伸びる。 赤彩の可能性もあるが， 二次的に火

を受けて器面が荒れているため，調整等も不明である。 2 . 3 は折り返し口縁となり，丁寧なミガキ調整

が主体である。 3 は被熱し，煤の付着もみられる。 4 . 5 は聾である。 4 は球形の胴部から口縁部が強く

屈曲する。被熱しているが，外面には粗いハケ日が残る。

SI048 (第 78 図，図版23 ・55)

調査区北側， 27N - 55 グリッドに位置する。規模は5.1m x4.9m，確認面からの深さ40.0cm~32.0cmを測
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り，長方形を呈する。主軸方向は N -18.0 0 - W を指し，床面積は19 .8rri を測る。床面はほぼ平坦で，全体

に柔らかい感があるが，硬化面が柱穴聞に広がる。柱穴は北西側を除き 3 本検出されたが，全体に浅い。

炉は北東柱穴に接するように位置する。長径97.0cm ，短径82.0cm の長方形で，焼土の堆積がみられる。覆土

は自然堆積の様相を呈する。遺物は，床面直上から覆土中層にかけて散在する。

出土遺物

1~4 は壷である 。 2 • 3 は小形で， 2 の最大径は胴部上位にある。 3 の胴部は球形を呈し，口唇部が

僅かに摘み上げられる。細かいハケ目がみられる。 4 は複合口縁の大形査であろう 。口縁部内外面にハケ

目が残る 。 被熱により，煤の付着も認められる 。 5~8 は聾である 。 5 ・ 6 は台部を欠く小形の台付聾で

ある。胴部上位に最大径を持ち，口縁部はやや外傾する。 7 は口縁部に歪みがあり，口唇部にはヘラ状工

具による細かいキザミが巡る。やや長胴で，底部は突出する。外面には煤の付着がみられる。 9 は小皿状

のミニチュア土器である。

S1049 (第 79 図，図版23 ・55)

調査区北側， 26N -94 グリッドに位置する。規模は4.l m x 4.0m ，確認面からの深さ 43.0cm ~ 31. 6cm を測

る。主軸方向は N -36 .00 - W を指し，床面積は13.8rri を測る。床面はほぼ平坦であるが，軟質である。柱

穴等は検出されなかった。東コーナー側に確認された焼土は，掘り込みはないものの炉の跡であろう 。覆

土は自然堆積の様相を呈する。出土遺物は少ないが， ミニチュアや勾玉など特殊なものが含まれる。

出土遺物

1 は器台の器受け部で，口縁部内外面に煤の付着が帯状にみられる。 2 . 3 は台付費である。 2 は台部

を欠くが，胴部上位に最大径を有し，口縁部は短く立ち上がる。二次的に火を受けており，全面に煤の付

着がみられる。 4 は丁寧な作りのミニチュア土器である。全体に細かいミガキが施される。 5 は土製の勾

玉， 6 は土玉である。 2 点とも完形品である。

S1050 (第 80 図，図版24 ・55)

調査区北側， 26N -82 グリッドに位置する。規模は4.5m x 4.3m，確認面からの深さ 51.0cm~37.0cmを測

り，正方形を呈する。主軸方向は N -29.8 0 - W を指し，床面積は15 .3rri を測る。床面には一部凸凹な部分

がみられるが，中央部分に硬化面が広がる。ピットは 1本確認されたが，性格不明である貯蔵穴かもしれ

ない。長軸70.0cm ，短軸54.0cm ，深さ 25.7cm で、ある。炉は北側に位置し，長径78.0cm ，短軸50.0cm を測る。焼

土や炭化物が北壁から南壁まで中央部分を中心に広がり，焼失の可能性がある。覆土は自然堆積の様相を

呈する。遺物は住居跡全体に散在し，床面から覆土中層まである。

出土遺物

1 は中空の器台である。中空部分が長いため，全体に鼓形状を呈する。透孔は 3 か所の確認でき，台部

は外反気味に大きく開く 。被熱を受けているため，明瞭ではないが，器受け部内面から台部外面に赤彩が

施されているようである 。 2 は特異な形状であり，器形は特定できない。 3~5 は壷である 。 3 は小さい

底部を持ち，胴部中位に最大径を有する。比較的粗いミガキがみられる。 5 の口縁部内面外面に赤彩が施

される 。 6~11は聾である 。 6 は小形の台付聾で，口縁部に最大径を有する。 台部の聞きは小さく，内湾

気味となる。二次的に火を受けている。 7 の作りは丁寧で、，口唇部は面取りされる。やはり被熱している。

8 はほぼ完形で，胴部上位に最大径を持つ。台部は内湾しながらハの字状に開く 。ハケ調整が主体である。

9~11は直線的に開く台部である 。 10 ・ 11 は二次的に火を受けており， 10 には煤の付着もみられる。12 は
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甑である。底部中央に径 3 cm の孔が穿たれ，被熱している。13 は器台を模したミニチユア土器である。穿

孔は 4 か所開けられる。14 ・15 は土玉である。

SI051 (第 81 図，図版24 . 55) 

調査区北側， 26N - 98 グリッドに位置する。規模は6.0m x4.2m，確認面からの深さ 18.0cm~ 10.0cm を測

る長方形を呈する。主軸方向は N -2 1. 50 - W を指し，床面積は23 .1ぱを測る 。床面にはやや凸凹が認めら

れる。ピットは炉の北側に掘り込まれるが，性格不明である。炉は北壁近くにあり，長径61. 0cm ，短軸60.0

cm の略円形を呈する。内部には焼土が堆積する。覆土は自然堆積の様相を呈する。遺物の出土は少ないが，

手控ね土器の割合が多い。

出土遺物

1 は器台の台部片であろう 。透孔は 3 か所と思われる。 2 . 3 は査である。 2 は小形で，全体にナデ調

整される。口縁部内面下には絞り目が残る。 3 は大形の複合口縁部である。内外面に横方向のハケ目が残

る。 4 は口縁部を欠く台付棄である。胴部中位に最大径を有する球形胴を呈し，台部は直線的に開く 。胴

部内面以外にハケ日が明瞭に残る 。 5~9 は手担ね土器である 。 8 は折り返し口縁， 7' 9 は箱形を呈す

る。 8 ・9 の外面はハケ調整される。

SI0 52 (第 82 図，図版24 ・56)

調査区北側， 27M-07 グリッドに位置する。規模は6.2m x 5.5m ，確認面からの深さ 40.0cm ~ 32.0cm を測

り，長方形状を呈する。主軸方向は N -22.2 0 - W を指し，床面積は28.4rri を測る。壁溝は南東コーナーに

部分的に検出された。柱穴聞を結ぶ幅広の溝は性格不明であるが，間仕切りの可能性もあろう 。柱穴はほ
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合

直 29 。
(114) 10cm 

ぼ対角線上に 4 本配置されるが，深さ22.9cm ~ 18.2cm と浅い。他のピットも補助柱穴と思われる。掘り込み

はないものの，北側の柱穴聞に位置する焼土部が炉跡であろう 。覆土は自然堆積の様相を呈する。遺物の

出土は多いが，床面からのものは少ない。SI051 同様手担ね土器が多く含まれる。

出土遺物

1 は器台の台部， 2 は高杯の裾部である。 2 の透孔は 3 か所確認できる。 3 ・ 4 は査である。 3 は小形

の広口壷で，口縁部がやや肥厚する。 4 は長い口縁部を有し，口唇部が内削ぎ状となる。外面に粗いミガ

キがみられる 5 ~13は棄である 。 5~7 は口縁部片で， 5 の口唇部にはハケ状工具によるキザミが施され

る。 8 . 9 は上半部である。内外面ともにハケ目調整が施される。10 ・11 は台部を欠く小形の台付斐であ
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ろう 。口縁部は短くくの字状に屈曲し， 10 は胴部上位に， 11 は中位に最大径を有する。13 は小形台付費の

台部であろう 。 作りは若干粗雑である 。 14~19は手担ね土器である 。 16~18はほぼ同形で，折り返し口縁

となる。15 も折り返し口縁であろう 。

SI053 (第 83 図，図版25 ・56)

調査区北側， 27M -04 グリッドに位置する。規模は7.5m x 5.9m，確認面からの深さ 62.0cm~59.0cmを測

り，掘り込みの深い長方形を呈する。主軸方向は N 一70.0 0
- E を指し，床面積は22.7 rri を測る。床面はほ

ぼ平坦で，全体に堅織である。壁溝は，幅30.0cm ，深さ 8.0cm で、全周する。周溝の内側に， SI043 と同様の幅

広の溝が巡る 。拡張前の壁溝の痕跡の可能性がある 。柱穴は対角線上に 4 本配置されるが，深さ 18.0cm~12.0 

cm と浅い。炉は東側の柱穴聞に近い位置に設けられる。長径46.0cm ，短径35.0cm の略長方形で，底面には焼

土の堆積がみられる。覆土は自然堆積の様相を呈する。遺物は，壁際に沿って分布している。

出土遺物

1 ~ 3 は器台である。 1 は小さな皿状の器受け部に，外反気味に開く台部が付く 。透孔は上位に 3個穿

たれる 。 内外面ともミガキ痕が観察される 。 2 も 1 と同様の器形となろう 。 4~8 は壷である 。 4 は口縁

部が長く伸びるタイプであろう 。口縁部内面から胴部外面にかけて赤彩される。 5 は底部が僅かに突出し

ており，胴部中位に最大径を有する。外面は丁寧なミガキが縦方向に施され，底部に木葉痕が残る。外面

に赤彩がみられる。 7 • 8 は同様の形状を呈する小形の査である。やや上げ底となり，胴部中位に最大径

を有する。 9 は聾である。器肉が薄く，口縁部は直立気味に開く 。10 は，平面形が楕円形状を呈する。内

外面とも丁寧にミガキが施される。

SI054 (第 84 ・85 図，図版25 ・56)

調査区北側， 27N -23 グリッドに位置する。規模は6.9m x 5 .5m，確認面からの深さ 36.0cm~2 1.0cmを測

り，横長の長方形状を呈する。主軸方向は N -88.5 0 
- E を指し，床面積は22.4 ぱを測る。床面はほぼ平坦

で，全体に比較的堅織である 。 ピットは壁際に 3 本検出された。 深さ 49.lcm~33.0cmの柱穴となろう 。 炉は

東側に寄った位置に 2基並んで検出された。東側は長軸108.0cm ，短軸41. 0cm の瓢箪形，西側は，長軸72.0

cm ，短軸42.cm の楕円形を呈する。いずれも焼土の堆積がみられる。覆土は自然堆積の様相を呈する。出土

遺物はそれほど多くないが，床面から覆土中層にかけて散在する。

出土遺物

1 ~ 3 は器台である。 1 は皿状の器受け部と思われるが，口縁部を折り返す特異な成形が施される。外

面にハケ目，内面にミガキがみられる。 2 . 3 は台部片で，透孔が 3 か所穿たれる。 4 . 5 は高杯である 0

4 は杯部で，口唇部が外側に短くつまみ出されるため，面取り状に平坦となる。東海系の高杯の模倣であ

ろう 。 6 は折り返し口縁の査の口縁部と思われる。 7 ・ 8 は聾である。 8 は胴部中位に最大径を有し，口

縁部がほぼ直立する台付要である。台部には小さな穿孔が 3 か所開けられる。胴部内面以外に細かいハケ

目が明瞭に残る。 9 ・10 は壷であるが， 9 は波状文と沈線上の 3 個一組の貼付文が付されており，本遺跡

の中では類例がみられない。他地域の土器であろう 。10 は底部が僅かに突出する大形の壷である。内面に

はハケ，外面にはハケ後丁寧なミガキ調整が施される。11 は手控ね土器である。

SI0 55 (第 86 図)

調査区北側， 29P 一71 グリッドに位置する。規模は3.4 m x 3.2m と小形で，確認面からの深さ 14.0cm~10.0

cm を測る。主軸方向は N -50.2 0 -W を指し，床面積は11.5rri を測る。柱穴等の施設は検出されなかった。
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遺物の出土は少ない。

出土遺物

第85 図 SI054 (2) 

。

~11 

(1 /4) 10cm 

1 は中空の器台片である。透孔が 3 か所穿たれ，外面に赤彩される。 2 は口縁部が長く伸びる棄である。

二次的に火を受け，煤が比較的厚く付着する。

SI056 (第 87 図，図版25 ・56)

調査区南側， 290-74 グリッドに位置する。規模は3.1 m x 3.0m と小形で，確認面からの深さ 18.0cm~4.0

cm を測る。主軸方向は N -38.5
0

- W を指し，床面積は11. 2ぱを測る。床面ほぼ平坦であるが，比較的軟質

である。壁溝は検出されなかった。ピットは 3 本確認され，柱穴に相当すると思われる。北コーナー近く

に検出された焼土の堆積は，掘り込みがないものの炉跡と思われる。覆土は自然堆積の様相を呈する。遺

物の出土量は少ない。

出土遺物

1 は台付棄の下半部である。台部内面と外面全面に僅かにハケ目が認められる。 2 は甑である。底部に

径1. 3cm 程度の穿孔が穿たれる。口縁部が貼り付けで成形されているのが観察される。作りが粗雑である。

SI058 (第 88 図，図版26)

調査区北側， 27N - 00 グリッドに位置する。規模は4.3m x3.6m，確認面からの深さ 30.0cm~12.0cm を測

り，横長の長方形を呈する。主軸方向は N - 59.5
0 

- E を指し，床面積14.5 ぱを測る。床面は平坦であるが，

硬化面は確認できない。 柱穴は壁際に 4 本確認されたが，深さ 22.3cm~6.0cm と浅い。 北東側に検出された

焼土が炉の痕跡かもしれない。炭化材も部分的に遺存する。遺物の出土は少ない。

出土遺物

1 は器台の台部片で，外反気味に大きく開く 。 2 は口縁部が内湾気味に立ち上がる査である。 ミガキ調

整が施される。 3 は棄の口縁部である。

SI059 (第 89 図，図版26 ・56)

調査区中央， 280 -82 グリッドに位置する。規模は5.0m x4.7m，確認面からの深さ 38.9cm~18.0cm を測

り，ほぼ正方形を呈する。主軸方向は N -58.0
0 

- E を指し，床面積は12.5 ぱを測る。床面はほぼ平坦で，

比較的堅綴である。壁溝は，幅10.0cm ，深さ 6.9cm で、北壁を除いて巡る。柱穴はほぼ対角線上に 4 本検出さ

れたが全体に浅い。炉は北側に寄った位置に掘り込まれる。長径94.0cm ，短径74.0cm の楕円形を呈する。覆

土は自然堆積の様相を示す。遺物は北東柱穴付近に集中し，床面直上からの出土である。
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1~3 は歪である。 1 は作りがやや粗雑で，胴部は下膨れの形状である。 口縁部は小さくくの字に強く

屈曲する。 2 は球形胴で，口縁部は長く伸びる。口縁部内面から胴部外面にハケ調整が施される。 3 はS

字口縁の口縁部片である。胴部外面にハケ目が確認できる。

SI060 (第 90 図，図版26 ・56 )

調査区北端， 26H -75 グリ ッドに位置する。規模は4.8m x 4.9m ，確認面からの深さ42.5cm ~ 29 .8 cm を測

る。主軸方向は N -27.0 0 - W を指し，床面積は12.8 ぱを測る。床面はほぼ平坦で、あるが，比較的軟質であ

る。ピットは 2 本検出され，南コーナーのピットは貯蔵穴であると思われる。長軸102.0cm ，短軸83.0cm ，

深さ 7.2cm を測る。炉は東側に掘り込まれ，長径102.0cm ，短径74.0cm の瓢箪形に近い形状で、ある。覆土は自

然堆積の様相を呈する。遺物の出土は少ない。

出土遺物

l は器台の台部， 2 は高杯の脚部である。 1 は直線的に聞き，内外面丁寧なミガキが施される。透孔は

中位に 4 か所である。 2 は裾部が大きく広がるタイプで，透孔は 3 か所上位に穿たれる。内面ハケ，外面

ミガキ調整され，外面に赤彩が加えられる。 3 は折り返し口縁の査である。内外面ともハケ目が確認でき

る。 4 は台付蓋の台部で，内湾気味に開く 。

SI062 (第 91 図，図版27)

調査区中央， 28N-76 グリッドに位置する。南東コーナーでSI069 を切る。規模は3.9m x 3.9m ，確認面

からの深さ 68.4cm~51.6cmを測り，掘り込みの深い小形の正方形を呈する 。 主軸方向はN -25.0 0 - W を指

し，床面積は6.2rri を測る。床面はほぼ平坦で、，硬化面が床面全体に広がる。壁溝は，幅15 .0 cm ，深さ 7.8cm

でほぼ全周する。ピットは 3 本検出されたが，柱穴と判断できるものはない。南東コーナーのピットは，

土手状の高まりに固まれた貯蔵穴と思われる。炉は北東コーナーに近い位置に設けられる。長径67.0cm ，

短径55.0cm の略円形を呈し，底面に被熱による赤化がみられる。覆土は自然堆積の様相を呈する。遺物の
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第87 図 SI056

出土は少なく，覆土中層が主体である。

出土遺物

1 . 2 は器台である。 1 は直線的に聞き，透孔が上位に 3 か所穿たれる。内面ハケ，外面ミガキが認め

られる。 3 ・ 4 は棄である。 3 の口縁部は小さくくの字状に屈曲し，外面ハケ後粗いミガキが施される。

4 は台付斐の台部で，やや中膨らみとなる。

SI063 (第 92 図，図版27 ・57 )

調査区北側， 27M -38 グリッドに位置する。北東コーナーを SI045 に切られる。規模は3.7m x 3.6m ，確

認面からの深さ 48.6cm--3 1. 7cm を測る。主軸方向はN -1 1. 0
0 

- E を指し，床面積は約6.1ぱと小形で、ある 。

床面はほぼ平坦で，比較的堅綾である。検出されたピットは貯蔵穴であろう 。長軸70.cm ，短軸62.0cm ，深

さ29 .1 cm を測る。炉は北東方向に偏って位置し，底面に被熱による赤化がみられる。部分的に焼土や炭化

材が遺存しており，焼失住居の可能性もある。遺物は床面全体に散在している。

出土遺物

1--3 は脚部に比して杯部が大きい高杯である。杯部は直線的に開き，内外面とも丁寧なミガキが施さ

れる。透孔は， 1 . 3 は上位に 3 か所， 2 は上位に 2 か所，中位に 4 か所の合計 6 か所穿たれる。 2 の脚

部内面以外に赤彩される。 4 ・5 は壷である。 4 は折り返しの口縁部， 5 は下膨らみの胴部から底部であ

る。 5 の外面に赤彩が認められる。 6--8 は棄である。 6 は胴部上位に最大径があり，口縁部は折り返さ

れる。口縁部外面には整形時の指頭痕が残る。 8 は胴部中位に最大径を有する台付費である。内外面とも

ハケ調整される。 9 は鉢状の甑である。底部に径 9 mm' まどの孔が 5 か所穿たれ，内外面ともハケ目調整が

丁寧に施される。
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SI0 65 (第 93 図，図版28 ・57 )

調査区中央， 28N - 56 グリッドに位置する。規模は3.5m x 3.5m と小形で，確認面からの深さ 56.5cm~49.2

cm を測る。主軸方向は N -28.0 0 - W を指し，床面積約6.0 ぱを測る。床面はほぼ平坦で，硬化面が西側を中

心に広がっている。壁溝は，幅12.0cm ，深さ 5.3cm で、南コーナーの一部を除いて巡る。ピットは南側に 3本

検出したが，南コーナーのピットが貯蔵穴となる可能性がある以外は不明で、ある。炉は，北西コーナー近

くに位置し，長径68.0cm ，短径65 .0cm の円形を呈する。底面には赤化がみられる。遺物は覆土中が多い。

出土遺物

1 は装飾器台である。体部下端に明瞭に突出した稜を有し，逆台形状の透孔が穿たれる。 2か所現存す

るが，おそらく 4 孔と思われる。内外面丁寧なミガキが施され， 土器の形状から北陸系の装飾器台となろ

う。 2 は内外面赤彩の大形の杯部を有する高杯である。杯部は直線的に立ち上がり，内外面縦方向のミガ

キが丁寧に施される。脚部には 3 か所の透孔がみられる。 3 ・4 は査である。 3 は口縁部のみで，若干内

湾しながら立ち上がる 。 外面にハケ目が僅かに残る 。 4 は底部が突出し，胴部中位に最大径を持つ。 5~

7 は重である。 5 はやや受け口状となり，口唇部に平坦面が形成される。

SI066 (第 94 図，図版28 ・57)

調査区中央， 28N -48 グリッドに位置する。規模は3.6m x 3.5 m，確認面からの深さ 6 1.4cm~64.0cmを測

り，掘り込みが深い。主軸方向は N - 21. 00 
- W を指し，床面積は約6.1ぱと小形である 。床面はほぼ平盟で，

硬化面が中央部に広がっている。壁溝は，幅10.0cm ，深さ 4.4cm で、部分的に検出された。 lか所確認された

。。
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。
(1 /4) 10cm 

3 

ピットは性格不明である。炉は北東コーナー近くに位置する。長径80.Ocm ，短径48.0cm の略楕円形を呈する。

焼土・炭化材が遺存から，焼失住居になると思われる。覆土は自然堆積の様相を示す。遺物の出土は少な

し、。

出土遺物

1 ・2 は胴部下位及び中位に最大径を有する壷である。粗いミガキが観察される。 3 は大形台付棄の台

部である。内外面にハケ目が認められる。 4 は手控ね土器で，外面に赤彩が施される。

SI067 (第 95 図，図版28 ・57 ・58)

調査区中央， 28N-28 グリッドに位置する。規模は3.0m x 2.9m と小形で，確認面からの深さ 46.5cm ~ 41. 5 

cm を測る。主軸方向は N -15.0
0 

- W を指し，床面積は約4.4ぱを測る 。床面はほぼ平坦で，全体に比較的堅

綴である。ピットは 3 本検出されており，東壁際の 2 本は浅い柱穴，南西コーナーのピットは貯蔵穴と思

われる。長軸43cm ，短軸28cm ，深さ 12cm を測る。炉は確認されなかった。覆土は自然堆積の様相を示す。

検出された遺物は多く，床面から覆土中層にかけての出土である。
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出土遺物

1 . 2 は内外面赤彩される鉢である。 1 は小さな上げ底の底部を有し，口縁部が若干外反する。 2 は口

縁部が明瞭に開く 。 いずれもミガキ調整が主体となる。 3~8 は器台である。 3 は皿状の器受け部で，口

縁部が直線的に開く 。台部上位に 3か所の透孔が穿たれる。 4 は器受け部の形状が特徴的で，口縁部がほ

ぼ垂直に立ちあがる。透孔は 3 か所である。いずれも丁寧なミガキが施される。 5 は上下 3 か所ずつ，合

計 6 か所の透孔が穿たれる。 8 は調整に特徴があり，外面はミガキではなくヘラケズリ，内面はヘラナデ

調整が施される。高杯の脚部かもしれない。 9 は高杯の杯部で，口縁部はほぼ直線的に立ち上がり，脚部

との接合部分にはホゾが残る。内外面縦方向の丁寧なミガキが施される。10 は複合口縁の査である。内面

ノ、ヶ後ミガキ，外面ハケ後ヘラナデされる。 11~13は小形の査である。 11はやや受け口状の口縁部を呈 し，

外面に粗いミガキが加えられる。12 は口縁部に最大径を有し，底部がやや突出する。外面に粗いハケ目が

みられる。13 の胴部外面には比較的丁寧なミガキが観察される。14 は器肉が薄く，底部が上げ底となる。

胴部上位に最大径を有し，口縁部は小さく折り返される。15 は大形の聾で，口唇部に棒状工具によるキザ

ミが巡る 。 17~19は直線的に開く台付費の台部である。 17の内面には粘土の充填が明瞭にみられる。
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SI068 (第 96 図，図版29 ・58)

調査区東側， 29P-ll グリッド付近に位置する。規模は4.4 m X4.2m，確認面からの深さ 13.3cm~5.7cm を

測る。主軸方向は N -25.0
0

- W を指し，床面積は10 .5ぱを測る 。内部施設は炉のみ検出された。長径71. 0

cm ，短径68.0cm の楕円形で，深さ 16.6cm を測る。底面には被熱による赤化が顕著である。

出土遺物

1 は器台である。皿状の小さな器受け部に，外反する脚部が付く 。台部上位に 3 か所透孔が穿たれ，器

受け部内面はミガキ，外面はヘラナデ調整される。 2 大形の査であろう 。 3 は台付棄である。胴部上位に

最大径を有し，台部が内湾気味に開く 。全体にハケ調整されるが，胴部外面にはヘラケズリが部分的に加

えられる。 4 は斐， 5 は広口坪であろうか。 5 の外面には，丁寧に縦方向のミガキがみられる。
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調査区中央， 28N-77 グリ ッドに位置し，西コーナーを SI062 に切られる。規模は3.7m x 3.6m ，確認面

からの深さ48.6cm~31.7cmを測る 。 主軸方向はN - 11. 00 
- E を指し，床面積は約6.1 ぱを測る。床面はほぼ

平坦で，比較的堅織である。ピットは 2本検出されており，柱穴となろう。焼土が南西部に確認されてお

り，掘り込みはないものの炉であろう。覆土は自然堆積の様相を示す。遺物の出土は少ない。

出土遺物

5 は器台の台部で，上位に透孔が 3 か所認められる。内外面にハケ調整が施される。 6 は台付査の台部

である。直線的にハの字状に開くと思われる。

SI071 (第 97 図，図版29 ・30 ・58)

調査区最北端， 26M - 59 グリ ッド付近に位置する。規模は5.7m x 4.8m，確認面からの深さ 26.5cm~11. 9 

cm を測り， 長方形状を呈する。主軸方向は N -60.0 0 
- E を指し，床面積は約14.6rri を測る。床面はほぼ平

坦である。内部施設は炉のみの検出である。北コーナー側に設けられ，長径72.0c m，短径42. 0cm の略楕円形

を呈する。覆土は自然堆積の様相を示す。遺物は炉の周辺に集中し，床面直上の出土状況である。

出土遺物

1 ・2 は器台である。 1は中空で，器受け部は浅い皿状を呈し，台部中位に 3か所の透孔が穿たれる。
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台部は外反気味に開く 。台部内面以外に赤彩される。 2 は作りが粗雑である。器受け部の口唇部内面にヨ

コナデの際の稜線が残る。台部はほぼ直線的に開く 。 3 は高杯の杯部で，器高の深い箱形に近い形状を呈

する。外面に丁寧なミガキが施される。 4 は広口の小形壷で、ある。口縁部は僅かに内湾しながら外傾する。

調整は不明であるが，内外面赤彩される。 5 は査の下半部である。ハケ後ミガキ調整され，外面赤彩が認

められる 。 底部には木葉痕が残る 。 6~9 は台付棄である 。 6 は胴部上位に最大径を有し， 7 は中位に最

大径のある球形胴となる。台部は 6 が直線的， 7 が内湾気味である。いずれも，ハケ調整後ナデが加えら

れる。 8 ・9 は台部のみの遺存で， 2 点とも台部内面にヘラの当り痕が目立つ。

SI073 (第 98 図，図版30 ・58)

調査区東側， 27P 一75 グリッド付近に位置する。規模は6.2m x 5.5m，確認面からの深さ 63.8cm~53.0cm を

測り，横長の長方形状を呈する。主軸方向は N -28.0
0

- W を指し，床面積は約15.2 ぱを測る。床面はほぼ

平坦で，全体に堅綴である。壁溝は，幅16.0cm ，深さ 6.9cm で、全周し，南壁の中央に間仕切りと思われる溝

が掘り込まれている 。 柱穴は対角線上に 4 本検出され，径は小さいものの，深さ 72.4cm~57.6cm と深い。 南

東コーナー近くに位置するピットは貯蔵穴と思われる。長軸60.0cm ，短軸50.0cm ，深さ 53.8 を測る。炉は北

側の柱穴間に位置し，長径53.0cm ，短径42.0cm を測る。覆土は自然堆積の様相を呈する。壁際を中心に焼土

や炭化材が遺存しており，焼失住居と思われる。遺物は，貯蔵穴内及び壁際の床面から出土している。
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出土遺物

1 ・2 は器台である。 1 はやや深い皿状の器受け部で，内外面丁寧なミガキが施される。台部上位には

4 か所の透孔がみられる 。 裾部がやや外反する 。 2 は 1 と同様の台部である 。 3~6 は壷である 。 3 は作

りが丁寧で，細かいミガキ調整が施される。球形胴で，小さな上げ底の底部を持ち，口縁部は直立気味と

なる。 4 も丁寧な作りである。球形胴で，上げ底の小さな底部を持ち，口縁部は長く直線的に伸びる。内

外面ともにハケ後ミガキが施される。 5 は大形壷の下半部で，底部が突出する。被熱のため器面は荒れて

いるが，外面にハケ後ミガキの調整痕が認められる。 6 は，折り返し口縁に穿孔を施した棒状浮文が貼り

付けられる。破片のため単位は不明である。

SI074 (第 99 図，図版30 ・31 ・58 ・59)

調査区中央付近， 270 -77 グリッド付近に位置する。規模は5.7m x 5.4m，確認面からの深さ 53.9cm~45.0

cm を測る。主軸方向は N -20.0
0

- W を指し，床面積は14.2rrl を測る。床面はほぼ平坦で，全体に堅綴であ

る 。 壁溝は，幅10.0~25.0cm，深さ 8.0cm前後で、全周する 。 ピットは 9 か所検出された。 中央に寄って対角

線上に位置する 4 本のピットは，規模も小さく，深さ 23.8cm~15.9cm と浅いが，柱穴となろう 。 南西コーナ

ーにあるピットは貯蔵穴と思われる。長軸60.0cm ，短軸50.0cm ，深さ 41. 0cm の長方形を呈する。この貯蔵穴

を囲むように，南壁と西壁から間仕切りと思われる溝が掘り込まれている。炉は北側の中央聞やや西側に

寄って設けられる。長径84.0cm ，短径53.0cm ，深さ 6.5cm を測る。遺物は床面全体に散在するが，壁際が主

体である。

出土遺物

1~3 は高杯である 。 1 は杯部を欠いており，脚部が直線的に開くことから，器台となる可能性もある 。

台部中位に透孔が 3 か所穿たれる。 2 は裾部が大きく外反し，裾端部に最大径を有するタイプである。杯

部は内湾しながら立ち上がり，透孔が脚部上位に 3 か所認められる。脚部内面はハケ日が明確に残り，以

外は丁寧なミガキ調整が施される。 3 は杯部で，小さな脚部に大きな杯部が付くタイプであろう 。脚部上

位に透孔の上端が確認される。全体に丁寧な横または斜位のミガキが施される。 4 は特異な器形で，広口

の小形柑となろうか。口縁下の内面が肥厚し，平底状となる。内外面丁寧なミガキである。 5 は瓢形の査

で，底部が大きく突出する。口縁部内外面にハケ調整が施され，後に胴部外面に縦方向のミガキが加えら

れる。 7 は径1. 2cm の穿孔が穿たれる甑である。

SI075 (第 100 図，図版31 ・59)

調査区中央付近， 270-86 グリッド付近に位置する。規模は5.8m x 5.5m，確認面からの深さ 48.2cm~39.2

cm を測る。主軸方向は N -70.0
0 

- E を指し，床面積は約13.5rrl を測る。床面はほぼ平坦で，全体に比較的

堅綴である。壁溝は，幅27.0cm ，深さ 8.9cm で、全周する。ピットは10 か所検出されたが，南東コーナーに位

置するピットが貯蔵穴と思われる以外は不明である。貯蔵穴は，長軸44.0cm ，短軸36.0cm ，深さ 30.2cm の長

方形状を呈し， SI074 と同様に東壁と南壁から伸びる間仕切りと思われる溝が認められた。炉は中央より

やや北東に寄って掘り込まれる。長径70.0cm ，短径47.0cm ，深さ 4.8cm の楕円形を呈し，被熱による赤化が

顕著である。覆土は自然堆積の様相を示す。遺物は少なく，覆土中層からの出土である。

出土遺物

1 は器台である。皿状の器受け部にほぼ直線状に開く台部を有する。台部上位に 3 か所の透孔が認めら

れ，器受け部は丁寧なミガキ，台部はハケ後ナデである。 2 . 3 は台付斐である。 2 は小形で，球形胴を
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呈し，口縁部に最大径を有する。台部は外反気味に開く 。胴部内面小員に細かいハケ目が認められる。 3

は 2 より大形の台付費の台部である。 4 は器台のミニチュア土器である。全体に歪みがあるが，台部には

透孔が 5 か所穿たれている。

S1076 (第 10 1図，図版31 ・32 ・59)

調査区中央付近， 280-03 グリッド付近に位置する。規模は5.7m x 5.5m ，確認面からの深さ 52.2cm- 46 .0

cmを測る。主軸方向は N -19.0 0 - W を指し，床面積は約14.7 rri を測る。床面はほぼ平坦で、，中央付近を中

心に硬化面が検出された。壁溝は幅20 .0cm ，深さ 7.3cm で、全周 し， 東壁中央から間仕切りと思われる溝が伸

びる。ピットは11 か所検出された。規模は小さいものの，ほほ対角線上に位置する 4 本が柱穴となろう。

深さ 30.1cm-13.8cm を測る。他は補助柱穴であろうか。炉ほほ中央に位置する。長径82.0c m，短径50 .0 cm の

楕円形を呈し，底面には被熱による赤化がみられる。覆土は自然堆積の様相を示す。床面から出土した遺
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物は 2点のみで，他は覆土中である。

出土遺物

1 は器台の器受け部である。内面は横方向のミガキ，外面は縦方向のミガキが丁寧に施される。 2 は高

杯の杯部で，半球形状を呈する。内外面とも丁寧にミガキ調整される。 3 は複合口縁の査で，口縁下端に

棒状工具を用いたキザミが巡る。 4~6 は聾である 。 4 は台部を欠く小形台付蓋で，桐部上位に最大径を



有する。外面にハケ目が認められる。 5 は直線的に開く台部である。 6 は内外面ハケ調整であるが，外面

には幅の粗いものと細かいものの 2種類が使われている。口唇部が平坦に面取りされる。 7 は査のミニチ

ユア土器で，若干上げ底となる。

SI077 (第 102 図，図版32 . 59 ) 

調査区中央付近， 280 -08 グリッド付近に位置する。規模は3.9m x 3.8m，確認面からの深さ29.8cm~21.1

cm を測り，やや隅丸の正方形を呈する。主軸方向は N -35.0 0 - W を指し，床面積は7.1 ぱを測る。床面はほ

ぼ平坦で，全体に堅綴である。 柱穴はほぼ対角線上に 4 本認められ，深さ 37.5cm~28.8cmを測る 。 南壁に近

いピットは入り口に伴うものと思われる。炉は検出されなかった。覆土は自然堆積の様相を示す。遺物は，覆

土上層から出土している。

出土遺物

1 は査で，小さな上げ底を有し，やや扇平な球形胴を呈する。口縁部から胴部外面にかけてハケ後粗い

ミガキが施される。 2~4 は聾である。 2 ・ 3 は台付斐で， 2 は内外面とも細かいハケ調整が明瞭に残る。

胴部中位に最大径を有し，直線的な台部の聞きは小さい。 3 も胴部中位に最大径を有するが，台部は内湾

気味に聞く 。全体にハケ調整されるが，内面は粗いミガキが加えられる。 4 は口縁部片である。

SI0 78 (第 103 図，図版32 . 33 ・59)

調査区東側， 280 - 24 グリッド付近に位置する。規模は7.6m x 7.2m，確認面からの深さ58.0cm~40.5cm

を測り，掘り込みが深い。主軸方向は N -7 1. 00 
- E を指し，床面積は約28.1rri を測る。床面はほぼ平坦で、，

全体に堅織である。壁溝は，幅13.0cm ，深さ 6.5cm で全周する。柱穴はほぼ対角線上に 4 本配置される。深

さ84.6cm~79.5cmを測り， 2段堀の深いしっかりしたものである。南壁東側に接して掘り込まれたピ ットは

貯蔵穴であろう 。長軸78.0cm ，短軸60.0cm ，深さ 70.0cm を測る。南壁中央及び東壁南側から，貯蔵穴を囲む

ように間仕切りと思われる溝が伸びる。炉はほぼ東側の柱穴聞に位置する。長径78.0cm ，短径60.0cm ，深さ

13.5cm のほぼ円形を呈し，周囲を土器片で囲んでいる。底面は被熱による赤化が顕著である。遺物の出土

は多くないが，床面直上の状態が主体である。貯蔵穴脇の床面直上からは，朱色の顔料を検出した。

出土遺物

1 は皿状の器受け部を有する器台である。台部は外反気味にハの字状に聞き，上位に透孔が 4 か所認め

られる。 内外面とも丁寧にミガキ調整される。 2~4 は査である。 2 は広口で，胴部上位に最大径を有し，

口縁部は内湾気味にほぼ直立する。外面ナデ調整される。 3 は複合口縁の口縁部片で，内面の剥離が著し

い。 3 本 1単位の棒状浮文が貼り付けられる。全体からみると， 5単位ではないかと思われる。 4 は下半

部で，外面はハケ後粗い縦方向のミガキが施され，内面は器面の荒れが顕著なため調整は不明瞭である。

外面赤彩される。 5 ~ 7 は聾である 。 5 は器形の歪みが顕著であるが，丁寧なナデ調整が施されるため，

器面は平滑である。 6 は折り返し状に頭部に明瞭な稜線がみられ，口縁部内面から胴部外面にハケ目が認

められる。 7 は直線的に開く台付聾の台部片である。内外面ともハケ目が残る。

SI079 (第 104 ・105 ・106 図，図版33 ・59 ・60)

調査区の北西側， 27M - 20 グリッド付近に位置する。規模は8.3m x 7.4m，確認面からの深さ 84.8cm~49.6

cm をiJl IJ り，掘り込みの深い長方形状を呈する。主軸方向は N -73.0 0 
- E を指し，床面積は30 .7rri を測る。

床面はほぼ平坦で，中央部を中心に硬化面が広がる。壁溝は，幅20.0cm ，深さ 17 .4cm で全周する。南壁中央

には間仕切りと思われる溝が伸びる。柱穴と思われるビットは確認されなかった。南壁のほぼ中央にある
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1本のピ ットは貯蔵穴であろう 。長軸79 .l cm ，短軸46.0cm ，深さ 54.2cm を測る。炉は北東側に位置する。長

径77.0cm ，短径68.0cm の略円形を呈し，底面には赤化がみられる。造物は全面に多くみられ，床面から覆土

中層にかけての出土である。

出土遺物

1~4 は器台の台部で，外反気味にハの字状に開く 。 1~3 は中空タイプとなり， 1 は上下 3孔ずつ合

計 6 か所の透孔が穿たれる。 2 . 3 は上位に 3 か所透孔が確認される。 1 . 3 は器面の荒れが著しく，調

整は不明である。 5 ・6 は高杯である。 5 の杯部は半球形状を呈し，脚部は裾部で大きく外反する。脚部
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上位に 3 か所透孔が確認できる。杯部外面ハケ調整後外面全面と杯部内面に丁寧なミガキが施される。 7

~18は査である 。 7 は小さな上げ底の底部を有しやや扇平な球形胴となる 。 外面にはミガキが施され，赤

彩が加えられる。 8 は複合口縁となり，口縁部にRL の単節縄文，胴部上位には，結節文聞に， 3段の斜縄

文が施文される。口縁部内面と頚部外面には赤彩が施される。胴部外面は器面が荒れており，赤彩の有無

は不明である。 9 は胴部中位に最大径を有し，底部が突出する。口縁部は折り返され，全体に丁寧なミガ

キが施されているが，内外面ともに器面の荒れが目立つ o 10 は胴部下位に最大径を有するため，下膨れの

形状を呈する。頚部には断面三角形の突帯が形成され，全体に丁寧なミガキが施される。11 は長胴気味と

なり，外面はハケ後粗いミガキが加えられる。12 の折り返し口縁下端には，ハケ状工具によるキザミが巡

る。13 は10 同様に頚部に突帯が巡るが，突帯上にはヘラ状工具によるキザミが施される。口縁部内外面と

胴部外面に赤彩がみられる。14 は胴部中位に最大径を有する小形壷である。ハケ後ミガキ調整が加えられ

る 。 16は丁寧なミガキ後赤彩が加えられる 。 17は折り返し口縁で，内外面丁寧なミガキが施される 。 19~

23 は斐である。19 は台付棄で，胴部上位に最大径を有する。台部は短く，ほぼ直線的にハの字状に開く 。

胴部内面以外に粗い自のハケ調整が施される 。 20は球形の胴部で底部を欠く 。 21~23は台付斐の台部であ

る。24 は甑の底部片で，現状では 2 か所の穿孔が確認されるが，多孔式となろう 。25 は鉢形の手控ね土器

で，折り返し口縁となる。口縁部には指頭痕，胴部にはハケ目が認められる。

S1080 (第 107 ・108 図，図版33 ・60 )

調査区北西，最西端， 27L -06 グリッド付近に位置する。規模は8.0m x6.8m ，確認面からの深さ 91. 3cm

~71.0cmを測り，掘り込みの深い横長の長方形を呈する 。 主軸方向は N -87.0
0 

- E を指し，床面積は27.4

ぱを測る。床面はほぼ平坦で，硬化面が壁際を除き確認される。壁溝は，幅17.0cm ，深さ 13.2cm で、全周する。

南壁中央には，間仕切りと思われる溝が伸びる。長さは106.0cm で、ある。柱穴はほぼ対角線上に 4 本認めら

れる 。 深さ 58.9cm~52.7cmを測る 。 南壁東側に掘り込まれたピットは貯蔵穴であろう 。 長軸7 1.0cm，短軸53.0

cm ，深さ 89.9cm を測る。炉は北東柱穴近くに位置する。長径77.0cm ，短径68.0cm と比較的大きく，囲いの土

器片が検出されている。遺物は多く散在し，床面上の出土主体である。

出土遺物

1 . 3は高杯である。 1は体部下端に明瞭な稜を有，体部が直線的に立ち上がるタイプと思われる。脚

部には透孔が 3 か所穿たれる。 3 は大形の杯部で，体部が直線的に大きく開く 。内外面とも縦方向の‘丁寧
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なミガキが施される。 4--6 は査である。 4 は胴部中位に最大径を有し，口縁部が内湾気味に長く 立ち上

がる。 5 は折り返し口縁状を呈し，口唇部は平坦に面取りされる。 6 は，口唇部が磨滅した状態である。

内外面に細かいハケ目がみられる。 7 --16 は斐である。 7 は小形の斐で，胴部上位に最大径があり，やや

長胴となる。口縁部は若干内湾しながら小さく開く 。 8 はS 字口縁部片で，口唇部が直立気味に摘み上げ

られるタイプである。胎土も異なっており，東海産と思われる。10 は胴部中位に最大径を有する台付斐で，

台部を欠く 。外面のハケ目は明瞭に観察され，下位には煤の付着が認められる。11 はほぼ完形の台付棄で

ある。胴部上半に最大径を有し，台部は小さく直線的に開く 。13--16 は台部である。13 はやや外反気味に， 14 ・

15 は僅かに内湾しながら， 16 は直線的に開く 。17 は算盤玉状を呈する土玉で，ナデにより丁寧に仕上げら

れる。

SI081 (第 109 ・110 図，図版34 ・60)

調査区北西側， 27L - 37 グリッド付近に位置する。規模は7.3m x 6.8m ，確認面からの深さ 70.2cm--54.0cm

を測り，掘り込みの深い縦長の長方形を呈する。主軸方向は N -13.0
0 

- W を指し，床面積は約24.5 ぱを測

る。床面はほぼ平坦で，東側に部分的な硬化面がみられる。壁溝は，幅15.0cm ，深さ 11. 0cm で、全周する。南

壁の中央から間仕切りと思われる溝が伸びている。柱穴はほぼ対角線上に 4 本配置される。深さ 63.5cm--

52.3cm と比較的深く， 2段の掘り形を示す。南壁東側のピットは貯蔵穴であろう 。長軸56.0cm ，短軸40.0cm ，

深さ 53.8cm の長方形を呈する。炉は北側の柱穴間やや東寄りに位置する。，長径75.0cm ，短径68.0cm ，深さ

4.8cm のほぼ円形を呈し，東側約半分が土器片で固まれる。覆土は自然堆積の様相を示す。遺物は北西側に

集中する傾向があるが，床面から覆土上層まで分布している。

出土遺物

1--3 は器台である。 1 は中空タイプで，上位に 3 孔の透孔が認められる。器受け部内面と台部外面に

赤彩が施される。 2 は胴部中位に 3 か所透孔が穿たれる。外面に丁寧なミガキがみられる。 3 は透孔がな
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く，高杯の脚部の可能性もある。 4 . 5 は高杯である。 4 の杯部は小さく，内湾しながら立ち上がる。内

外面とも縦方向の丁寧なミガキが施される。 5 は長脚の脚柱部で，外面赤彩される。 6 ~12は壷である 。

6 は小さな上げ底で，胴部はやや扇平な球形胴となる。口縁部は大きくほぼ直線的に聞き，上端部でやや

内湾する。胴部内面以外に赤彩が施される。 7 は6 とほぼ同様な形状と思われる。内外面赤彩である。 8

は有段口縁， 9 は折り返し口縁で， 8 はミガキ調整， 9 はハケ調整が主である。10 は胴部中位に最大径を

有する大形壷で口縁部を欠く 。外面は縦方向のミガキが密に施される。11 はやや下膨らみの胴部となり，

外面ハケ調整，底部には木葉痕が認められる 。 13~15は胴部中位に最大径を有する斐で， 14 の口縁部はほ

ぼ直立気味，以外はくの字状となる。13 ・15 はハケ調整， 14 の頚部にはヘラの当り痕が目立つ。15 は器肉

が薄く，台付棄の可能性がある。16 は底部突出の楚， 17は僅かに上げ底の壷の底部である 。 18~20は直線

的に開く台付棄の台部である。
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SI082 (第 111 図，図版34 ・61)

調査区北西側， 27M - 52 グリッド付近に位置する。内側に溝が巡っており，拡張住居と思われる。規模

は7.3m x 7.l m ，確認面からの深さ 70.0cm ---- 65.0cm を測り，掘り込みの深い住居跡である。でほぼ正方形を

呈している。主軸方向は， N -13.0
0 

- W を指し，床面積27.4 ぱを測る。拡張前の規模は5.4 m x 5.3m を測る。

床面はほぼ平坦で，全体に堅綴である。中央部に 3基の炉が検出された。おそらく，拡張に伴って炉を作

り替えたものと思われる。覆土は自然堆積の様相を呈する。遺物は住居跡全体に散在しており，床面から

覆土上層までみられる。

出土遺物

1 は高杯の杯部遺存で，半球形状の形態を呈し，器肉が厚いのが特徴である。内外面丁寧なミガキが施

され，赤彩も認められる。 2----7 は斐である。 2 の口縁部は肥厚し， 3 の口縁部は直線的に開く 。 4----7

は台付斐の台部である。内面は全て横方向のヘラナデ調整がされ，外面は 4----6 はハケ調整， 7 はヘラケ

ズリが施される。

SI083 (第 112 図，図版34 ・61)

調査区北西側， 28M -13 グリッドに位置し，北西側が撹乱される。規模は5.6m x 5.5m ，確認面からの深

さ26.0cm----17.0cm を測る。主軸方向は N - 31. 0
0 

- W を指し，床面積は約12.2 ぱを測る。床面はほぼ平坦であ

るが，硬化面は認められない。柱穴等は確認されなかった O 覆土は自然堆積の様相を示す。遺物の出土は

少ない。

出土遺物

1 は無頚壷であろう 。小さな上げ底で，体部上位に最大径を有し，口縁部は短く直立して収まる。内外

面ヘラナデの痕が残る。 2 ・3 は器台片である。 2 は台部中位に， 3 は台部上位に 3 か所の透孔を有する 0

4 は複合口縁の壷である。 5 は手控ね土器で，台付斐を意識したものであろうか。指頭痕が明瞭に残る。

6 は不明土製品で，籾や繊維痕が確認できる。

SI085 (第 113 図，図版35 ・61)

調査区東側， 28Q - 05 グリッド付近に位置する。規模は4.8m x 4.3m ，確認面からの深さ 64.0cm ---- 43.2cm 

を測る。主軸方向は N -22.0
0

- W を指し，床面積は約10.8 ぱと比較的小さい。床面はほぼ平坦で，全体に

比較的堅綴である。壁溝は幅12.0cm ，深さ 56.0cm で、全周する。柱穴はほぼ対角線上に 4 本認められるが，深

さ50.2cm ----14.0cm とバラツキがある。を測り，南東コーナーに位置するピットは貯蔵穴であろう 。長軸69.0

cm ，短軸52.0cm ，深さ 34.6cm を測り，完形の棄が横位で出土している。炉は北側の柱穴聞に位置し，南側に

土器片が立てられていた。長径75.0cm ，短径68.0cm ，深さ 4.8cm のほぼ円形を呈する。床面がかなり焼けて

おり，炭化材も出土していることから，焼失住居と考えられる。覆土は自然堆積の様相を示す。遺物は炉

の周囲及び壁際に多くみられる。床面あるいは床面直上からの出土がほとんどである。

出土遺物

1 は鉢であろう 。外面にハケ調整が施される。 2----5 は器台で， 2. 5 は中空タイプである。 2 はやや

深目の鉢状の器受け部に，直線的に開く短い台部が付く 。台部上位に 4 か所の透孔が穿たれ，丁寧なミガ

キが施される。 3 は浅い小さな器受け部に長い台部が付く 。台部上位に 3 か所の透孔が認められる。 4 は

器受け部で，口唇部が平坦に面取りされる特徴がある。 5 には 4 か所の透孔が確認された。 6 . 7 は高杯

で， 6は特徴的な形状を呈する。杯部は深い鉢状を呈し，口縁部は内湾気味に短く開き，内面に明瞭な稜が
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形成される。脚部は短いものであろう 。内面は縦方向のミガキ，外面はハケ調整後縦方向のミガキが施さ

れる。杯部内外面と脚部外面に赤彩が確認できる。 7 は半球形状を呈する杯部片である。横方向の丁寧な

ミガキが施される。 8 ・9 は壷の口縁部片である。 9 の口縁部は内湾気味に長く立ち上がり，口唇部は内

削ぎ状となる。内外面ともにミガキが施される。10----15 は護である。10 ・11 は小形で，胴部中位に最大径

を有する。11 の胴部下位に，焼成後の内面からの打撃による穿孔がみられる。12 は胴部中位に最大径があ

る球形の胴部で，口縁部は直線的にくの字状に屈曲する。内外面細かいハケ調整が施される。13 には全体

に歪みがある。頚部にはヘラの当り痕が明瞭で，胴部には粘土紐接合痕が部分的にみられる。14 ・15 は口

縁部に最大径を有する台付歪である。14 は胴部中位に接合痕が明瞭に残り，口縁部は短く開く 。台部は直

線的にハの字状に開くが，調整は粗雑である。15 も14 とほぼ同様の形状であるが，台部の聞きが大きくな

る。

SI086 (第 114 図，図版35 ・61)

調査区東側， 28Q-09 グリッドに位置するが，南側一部が撹乱される。規模は4.6m X4 .4 m ，確認面から

の深さ 36.0cm----17.0cm を測る。主軸方向は N -30.0
0

- W を指し，床面積は約11. 8ぱを測る。床面は若干凸凹

があり，比較的軟質である。東西壁近くの 2本のピットが柱穴であろうか。北西コーナーに位置するピッ
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トは貯蔵穴である。長軸82.0cm ，短軸48.0cm ，深さ 48.0cm を測る長方形を呈する。炉は床面南西側に位置す

る。長径49.0cm ，短径42.0cm ，深さ 4.3cm のほぼ円形を呈し，被熱による赤化が顕著である。覆土は自然堆

積の様相を示す。遺物の出土は少ない。

出土遺物

1 は中空の器台である。台部は大きく直線的に聞き，中位に透孔が 4 か所認められる。器受け部は深い

ものであろう 。台部内面以外に赤彩が施される。 2 は高杯であろうか。 3 は口縁部に最大径を有する蓋で

ある。全体に器肉が厚く，口唇部が平坦に面取りされる。台付斐となる可能性もある。

S1087 (第 115 図，図版35 . 36 ・61)

調査区東側， 27R - 51 グリッド付近に位置する。規模は4.9m x 4.6m，確認面からの深さ 49.0cm~45.0cm を

測る。主軸方向は N -20.0 0 - W を指し，床面積は12.2rri を測る。床面はほぼ平坦で，全体に比較的堅綾で

ある。壁溝は南壁のみに確認される。柱穴は対角線上に 4 本検出された。径0.3m 前後と小さいが，深さは

0.5m 前後と比較的深い。北壁から東壁の壁際の中層から下層にかけて焼土が多量に混入し，炭化物も検出

された。覆土は自然堆積の様相を示す。遺物は中央に集中する傾向があり，床面直上からの出土がほとん

どである。

出土遺物

1~3 は器台である 。 1 は中空のタイプで，口径と裾形がほとんど同様で、ある 。 器受け部は鉢状を呈し，
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台部は長く，内湾しながら開く 。上位に 4 か所の透孔が確認された。 2 . 3 は台部片で， 3 孔の透孔があ

る。 2 は外反気味， 3 は直線的に開く 。 4 は底部が若干突出した壷で，下膨れの胴部となろう 。外面はハ

ケ後ミガキ調整が施される。 5 • 6 は棄である。 5 は胴部上位に最大径があり，胴部外面に粗いハケ目後

粗いヘラナデを施す。 6 も胴部上位に最大径を有する台付斐である。口縁部及び台部の聞きは少ない。口
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縁部内面と外面全面に粗いハケ調整が施される。 7 は鉢形を呈する手控ね土器で，全体にナデ調整される。

8 は土製勾玉である。全体に作りは粗雑である。

SI0 88 (第 116 図，図版36 ・62 )

調査区東側， 27Q -47 グリッド付近に位置する。規模は5.8m x 5.0m，確認面からの深さ 56.0cm~39.0cm

を測る。主軸方向はN - 37.0 0 - W を指し，床面積は約16.1rri を測る。床面はほぼ平坦で、，全体が硬化面と
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なる。壁溝は，幅13.0cm ，深さ 6.0cm で，ほほ北半分に確認される。柱穴はコーナー際に 3 本と炉近くに 1

本認められる。深さ 43.0cm ~ 21. 5cm とややバラツキがある。炉は北東に偏って位置する。長径39.0cm ，短径

36.0cm ，深さ 4.2cm の瓢箪形を呈する。覆土は自然堆積の様相を示す。遺物の出土は少ない。

出土遺物

1 は鉢あるいは甑であろう 。口縁部は折り返されるためやや肥厚する。口縁部内外面にはハケ調整の後

ナデが施される。 2 は突出する底部をもっ査で，中央が窪んでいる。 3 は球形胴の聾で，口縁部はくの字

状に屈曲する。胴部外面のハケ目が明瞭で、，煤の付着が見られる。 4 は甑の底部である。

SI089 (第 117 図，図版36 ・62 )

調査区東側， 27R - 56 グリッド付近に位置する。規模は4.5m x4 .1m ，確認面からの深さ 62.0 cm ~ 54.0cm を

測り，ほほ正方形を呈する。主軸方向は N -20.0 0 - W を指し，床面積は9.8 ぱを測る。床面はほぼ平坦で、，

ほほ全面が非常に良く締まった硬化面である。ピットは 3 本検出されたが性格不明である。炉は北東側に

偏って位置する。長径84.0cm ，短径57.0cm ，深さ 3.8cm の楕円形を呈し，被熱による赤化が顕著で、ある。覆

土は自然堆積の様相を呈すが，厚さ 5 cm~10cmの焼土を多く含む層があり，床面直上にも焼土ブロックが
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検出された。焼失家屋であろう 。遺物の出土は少ない。

出土遺物

1 は器台の台部で，中位に透孔が 3 か所認められる。外反気味に大きく聞く 。 2 は焼成前の底部穿孔の

査であろう 。 3 は，胴部中位に最大径を有する聾で，口縁部はほぼ直立する。外面はハケ後粗いヘラナデ

が施される。

SI0 90 (第118 図，図版37)

調査区東側， 27R -77 グリッド付近に位置する。北側一部のみの確認であるが， 1辺8.8m を測る比較的

大形の住居である 。 確認面からの深さ 52.8cm~44.0cmを測る。主軸方向は N -10.0 0 - W を指す。床面はほ

ぼ平坦で，比較的硬質である。ピットは 2 本検出され，位置的には柱穴の可能性もあるが，径・深さとも

小さく，特定できない。 壁際の床面から 10cm~15cm浮いた状態で、焼土ブロックが数か所確認された。 図示

できる遺物の出土はなかった。

S1091 (第119 図，図版37 ・62)

調査区東端， 28S - 23 グリ ッドに位置する。規模は8.4m x 7.2m と大形で、，縦長の長方形を呈する。確認

面からの深さ 64.0cm ~ 28 .0cm を測る。主軸方向は N -34.0 0 - W を指し，床面積は33 .8rri を測る。床面はほぼ

平坦で，硬化面が炉周辺と北東壁際と南西壁際で確認された。柱穴は対角線上に 4 本検出され，深さ 42.6

cm~28.4cmとバラツキがある 。 南東壁中央付近のピ ッ トは入り口に伴うものと思われる。 炉は北東側に寄

った位置で検出された。長径58.0cm ，短径56.0cm ，深さ 5.8cm のほぼ円形を呈し，底面が被熱している。覆

土は自然堆積の様相を示す。遺物の出土は少ない。

出土遺物

1~3 は輩である 。 1 は小形の S 字聾で，全体に扇平である。 器肉は薄く仕上げられ，口縁部の聞きは
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大きい。外面は丁寧にハケ調整される。在地の斐とは胎土が異なり，東海産と思われる。 2 • 3 は口縁部

片である。 2 はやや受け口状となり，口唇部が平坦に面取りされる。 3 は外反気味に大きく開く 。

SI092 (第 120 ・121 ・122 図，図版37 ・62 ・63)

調査区東側， 28S - 62 グリッドに位置する。規模は8.3m x 7.1 m，確認面からの深さ 77.0cm~60.0cm を測り，

掘り込みの深い縦長の長方形を呈する。主軸方向はN -56.0
0 

- E を指し，床面積は31. 7rri を測る。床面は

ほぼ平坦で，全面が硬化面となる 。 柱穴は対角線上に 4 本検出された。 径90cm前後，深さ 59.5cm~47.3cm と

大形で， 2段掘りされる。炉は北柱穴付近に設けられる。長径63.0cm ，短径60.0cm ，深さ 1.9cm を測り，底

面がよく焼けている。壁面下に焼土ブロックが点在する。覆土は自然堆積の様相を示す。遺物の出土はき

わめて多く，北東側に集中する傾向がある。出土状況は，床面または床面直上からがほとんどである。

出土遺物

1~4 は器台で，いずれも赤彩が施される 。 1 は皿状の器受け部で，台部は外反しながら大きく開く形

状である。台部上位に透孔が 3 か所穿たれ，内外面とも丁寧にミガキ調整される。 2 の器受け部は， 1 よ

り直前的になる。台部との接合部分でホゾが残る。 3 ・4 は台部である。 3 は台部中位に透孔が 3 か所認

められ，台部の聞きは 1 より小さく，直線的になる。 4 は台部上位に 4 か所の透孔が認められ， 1 とほぼ

同様の形状である 。 5~7 は高杯で， 5以外に赤彩が認められ，丁寧なミガキが加えられる。 5 の杯部は

平らな底部から内湾気味に開くのに対し， 6. 7 は浅い半球形状に開くタイプである。 5 の脚部は外反し

ながら大きく広がり，上位と下位に交互の位置で 3 か所ずつ計 6 か所透孔が穿たれる。 8 ~19は査である 。

8 の口縁部は直線的に外傾するのに対し， 9 は明瞭に内湾しながら開くタイプである。いずれも内外面丁

寧にミガキ調整され，内外面赤彩される。10 は有段口縁の査である。小さな底部に胴部中位に最大径を持

つ球形胴が付き，口縁部は明瞭な稜を形成して大きく外反する。口唇部は平坦に面取りされる。全体に丁

寧なミガキ調整が施され，胴部内面以外に赤彩が認められる。11 は胴部中位に最大径を有するが，やや扇

平となる。胴部内面以外に丁寧なミガキが施される。12 は口径と胴部最大径がほぼ同様の形状で，扇平で

ある。口縁部は小さく僅かに外反する。胴部外面にミガキが施される。13 は特異な形状を呈する。口縁部

は内湾気味に聞き，胴部下半に最大径を有するため，扇平な下膨れの胴部となる。外面はハケ調整後ミガ

キが施される 。 14~17は小形の壷で，それぞれ形状が異なる 。 14は広口で，口縁部が小さく外傾する 。 15

は器肉が厚く，球形胴となる。16 は口縁部が査み，胴部上位に最大径を有する。17 は作りが粗雑で器形も

歪む。胴部上位に最大径のある長胴となり，内外面とも接合痕が目立つ。18 は器肉が薄く仕上げられ，丁

寧な作りの壷である。胴部中位に最大径を有し，口縁部は内湾しながら立ち上がるため，受け口となる。

外面に細かいハケ目が観察される。近江系と思われる。19 は上げ底の底部で，胴部下位に最大径を有する。

胴部内面以外に丁寧なミガキが施される 。 20~37は棄である 。 20は底部が大きく突出し，胴部下位に最大

径を有する。粗いハケが残り，胴部内面に接合痕が明瞭に観察される。21 は胴部中位に最大径を有し，口

縁部は小さく屈曲する。外面のハケ目は細かい。22 は特異な形状で，歪んだ長胴となる。器面の荒れが激

しいが，胴部下半にミガキが認められる。23 ・24 は口縁部片である。24 は特徴的な形状で，口縁部が受け

口状に内湾する 。 口唇部にヘラ状工具による刻みが巡り，粗いハケ目がみられる 。 近江系であろう 。 25~

28 は台付斐である。25 は，胴部中位に最大径を有する球形胴となり，口縁部はやや受け口の形態を示す。

台部はやや内湾しながら小さく開く 。 口縁部内面から胴部外面には明瞭なハケ目が残る 。 26~28は小形と

なる。26 はやや下膨れ胴部に小さな口縁部が付く 。台部は若干内湾気味に長く開く 。27 は胴部上位に最大
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径があり，台部は26 と同様の形状で，やや短くなる。 2 点とも丁寧に内外面ヘラナデが施される。28 は台

部を欠く 。器肉が薄く，口縁部に最大径を有する。口縁部内面から胴部外面にかけて細かいハケ目が確認

できる。29 は外面に縦方向のハケが施され，胴部は輪積みの部分で欠損する。30 はコップ状の胴部に短い

台部が付く特異な形状で，口縁部が短く外屈する 。 ミニチュアを意識しているかもしれない。 31~37は台

部で， 35 ・37 が内湾気味，他は直線的に開く 。34 を除いて外面ハケ調整である。

SI093 (第 123 図，図版38 ・63)

調査区東側， 28S -40 グリッドに位置する。規模は4.1 m x 3.8m，確認面からの深さ 43.0cm~28.0cmを測る 。

主軸方向はN -64.0
0 

- E を指し，床面積は7.9 ぱと小形である。床面はほぼ平坦で、，炉の東側と北側に硬化

面が確認された。壁溝は，部分的に途切れながらもほぼ全周する。ピットは 2 本検出されたが，性格は特

定できない。炉は南東に偏った位置に設けられる。長径72.0cm ，短径70.0cm ，深さ 5.0cm を測り，底面がよ

く焼けている。覆土は自然堆積の様相を示す。遺物量は少ないが，ミニチュア土器が底面近くから出土し

ている。

出土遺物

1 は器台の台部片である。裾部で外反し，上位に 3 か所穿孔される。内面ハケ，外面丁寧なミガキが施

される。 2 • 3 は査の底部であろう 。 4 は斐の口縁部片で，口唇部で外方向に摘み出される 。 5~7 はミ
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ニチュア土器である。

SI094 (第 124 図，図版38 ・63 )

調査区東側， 28R - 28 グリッドに位置する。規模は5.7m x 5.5m ，確認面からの深さ 44.8cm --..... 34.8cm を測る。

主軸方向は N -13.0
0 

- W を指し，床面積は16.3 ぱを測る。床面はほぼ平坦で，壁際を除いて硬化面が広が

る。壁高は，幅15cm 前後で、全周する。ピットは 2 か所確認された。南東コーナーのピットは貯蔵穴であろ

う。長軸50.0cm ，短軸46.0cm ，深さ 21. 0cm を測る。炉は中央とやや北東側の 2 か所で検出された。中央は，

長径77.0cm ，短径64.0cm ，深さ 2.2cm を測り，北東側は，長径77.0cm ，短径65.0cm ，深さ 9.7cm を測る。いずれ

も底面がよく焼けており，作り替えられたものと思われる。覆土は自然堆積の様相を示す。遺物の出土は

は少ないが，床面からがほとんどである。

出土遺物

1 は器台片である。台部上位に透孔が 3 か所穿たれる。 2 は高杯の大形杯部である。杯部は内湾気味に

大きく聞き，内外面ともミガキが施され，赤彩される。ただし， 二次的に火を受けているため器面の荒れ

が著しく遺存状態は良くない。 3 ・ 4 は壷である。 3 の口縁部は僅かに内湾しながら立ち上がるり，内外

面丁寧なミガキが施される。 4 は胴部中位に最大径を有し，底部内面にハケ目が認められる。外面は丁寧

にミガキ調整される。 5 . 6 は棄である。 5 は球形の胴部と思われ，口縁部内面から胴部外面に細かいハ

ケ調整が施される。 6 の口唇部は平坦に面取りされ，粗いハケ目が認められる。
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SI099 (第 125 図，図版38)

調査区東端， 27S - 70 グリッド付近に位置する。北側2/3 程が調査区域外となるが，東西長8.9m を測る大

形の住居である。 確認面からの深さ56.4cm~20.6cmを測り，主軸方向はN -74 .00 
- E を指す。床面はほぼ

平坦で，現存部分はすべて硬化面である。ピットは多数検出されたが，小規模のピットが柱穴となる可能

性がある。南壁東側のやや大きなピットは貯蔵穴かもしれない。炉は中央より北に偏った位置に設けられ

る。長径63.0cm ，短径60.0cm ，深さ1. 9cm のほぼ円形を呈し，内部に焼土が堆積する。覆土は自然堆積の様

相を示す。遺物の出土は少ない。

出土遺物

1 は器台である。小さな皿状の器受け部で，丁寧なミガキが施され，赤彩される。 2 は大形の高杯の杯

丹
、
u



部片である。直線的に大きく開き，端部で僅かに摘み上げられる。内面ミガキ，外面ハケ後ミガキ調整が

認められる。 3 は上げ底の壷で，内面の摩耗が著しい。

第 2 節竪穴住居跡出土鉄器 (第 126 図)

本遺跡からは，点数は多くないものの鎌などの鉄製品が出土している。出土遺構の分布は比較的限定さ

れ，便宜的に分割したA 区・ B 区に集中し，時期的には E期から E 期がほとんどである(第 135 図参照) 0 

1は完形の直刃鎌で， SI099 からの出土である。全長12.4cm ，基部で、の最大幅3.6cm を測る。基部の折り返

しは小さい。全体に薄手の造りで，研ぎ返しによる刃部の減りは少なく，それほど使用されていないよう

である。 2 は鎌の先端部であろうか。SI044 からの出土である。 1 とは形状が若干異なる。 3 はSI039 ， 4 

はSI081 からの出土であるが，全容は不明である。鎌の一部の可能性もある。 5 はSI024 出土の鉄鍛である。

平根の三角形鍛で，扶りは深く，翼部が大きく広がる形状である。全体に薄手の造りで，銭安身部が両丸造

りとなる。 6 は刃子の身部片である。全体に細身で薄い。 7--9 は幅の小さい板状の鉄製品で，用途は不

明である。 7 は先端部が細くなっており，茎の部分かもしれない。

第 3節土坑

SK057 (第 127 図)

調査区中央， 29N - 52 に位置し， SI011 の掘削中に検出された。径2.9m の隅丸方形を呈しており，確認

面からの深さ 0.9m で、ある。住居の床面に本遺構の覆土として，黒褐色および暗褐色土が検出された O 土坑

の壁および底面は硬質化したロームである。壁が底部にかけて，緩やかに傾斜している。遺物の出土はな

し、。

SK061 (第 127 図)

調査区中央， 29N-45 付近に所在する。径1. 2m の隅丸方形を呈している。確認面からの深さは， 0.4m を

測る。SI023 を検出中に本遺構を検出した。出土遺物はない o

SK084 (第 127 図)

調査区西端， 28M -00 付近に所在する。長径1. 1m ，短径0.5m を測る，瓢箪型を呈している。確認面から

の深さ 0.3m を測る。出土遺物はない o

SK100 (第 127 図)

調査区中央， 28P-00 付近に所在する。長径1. 7m ，短径1. 3m の方形を呈している。確認面からの深さ 0.9

m を測る。遺物の出土はなかった。

第 4 節遺構外出土遺物 (第 128 ・129 ・130 図，図版63 ・64 ・65)

遺構外から多くの土器が出土しているが，特に27N -74 グリッドを中心にミニチュア土器や手控ね土器

が集中して検出されており，祭杷的な行為が行われたものと思われる。現地で分布図が図化されていない

ためここでは図示できなかった O

1--4 は器台， 5 -- 9は器台及び高杯の脚部である。 1は中空の器台で，全体にナデ調整されるが，裾

部内面にはハケ目が残る。 2--4 は器受け部の形状が異なり， 1は椀状， 2 ・3 は口縁部が短く直立する。

それぞれミガキ調整される。 5--9 には 3か所の透し孔が開けられる。10--14 は高杯の杯部及び脚部であ
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る。体部は直線的に大きく聞き，内外面とも丁寧なミガキが施される。13 は薄手で，高い位置に透し孔が

存在する 。 14は柱状の脚部である 。 15~19は査である 。 15は口径20.0cm，器高30.8cmを測る 。 有段口縁状を

呈し，受け口状となる。口縁部内面から胴部外面にハケ目がみられるが，胴部下半はナデ調整が加えられ

る 。 底部はやや突出し，木葉痕が観察される 。 17~19は有段口縁である 。 18は丁寧な作りで，口唇端部が

平坦に面取りされる。19 の口縁部外面と肩部には櫛描波状文が施され，口縁部外面には単位は不明である

が棒状浮文が貼り付けられる 。 東海系の影響が伺われる 。 21~23は小形の査である 。 23は手担ね状で成形

が雑である。ハケ後ナデ調整される。24 は柑， 25 は鉢の小片である。29 は台付護のミニチュアであろう 。

口唇部が内面に折り返され，頂部にキザミが巡る 。 ハケ後ミガキ調整が施される 。 30~37は台付蓋の台部

である 。 31 ・ 32は内湾気味，他は直線的あるいは外反気味に開く 。 38~44は費の口縁部から胴部である 。

38 は口縁部が直立し，口唇部に縄によるキザミが施される。44 はS 字口縁となる。他はくの字状の口縁形

態であるが， 39 ・40 はやや受け口状を呈する。45 ・46 は斐の胴部から底部， 47は甑の底部片である 。 49~

103 は手控ね土器及びミニチュア土器である。49 は椀， 50 は聾， 64 ・65 は査， 103 は高杯のミニチュアであ

ろう 。51 ~63 ， 77~90は鉢状， 66~74は壷状の手担ねである 。 103は管状土錘， 105 は不明土製品である。
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5555５章5奈良・平安時代

本遺跡からは当該期の遺構は検出されなかった。

第 1節遺構外出土土器 (第131 図，図版65 )

すべて須恵器である。 1 は高台付の杯で，箱形を呈する。 2~4 は底径の大きな杯で，体部が直線的に

開くタイプである。 5 ・6 は口縁部がやや肥厚して外反するタイプで，ロクロ目が明瞭に残る。 8 は完形

の短頚査で，口径10.8cm ，器高18.6cm を測る。胴部下端から底部にかけて回転ヘラケズリが施され，口縁部

から肩部にかけて自然紬が観察される。蔵骨器と思われ，出土グリ ッドが同一の 5 の杯を葦として利用し

たものと推測される。

ミ圭j ミ主二j

可子夫三J 、三宝二1

¥ヨ ーメ
。 (1 /4) 10 cm 

第131 図遺構外出土土器
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６章め

第 1 節 出土土器と集落の変遷

本遺跡からは， 90 軒の竪穴住居跡より多くの土器が出土している。古墳時代前期のみの大規模な集落で

あるため，出土土器の変化が乏しく，時期的な変還を明確に呈示することは難しいが，各器種の形態的変

化や竪穴住居跡の分布状況などから総合的に判断し，宮尻遺跡 I期から町期に分類した。以下で，土器や

集落構成の変化を追いながら概観し，そこから本集落の特徴を呈示してみる。

なお，竪穴住居分布については，視覚的にみえる集中範囲を説明の都合上A~D群に分ける 。

宮尻 I期

竪穴住居: 004 ・007 ・010 ・022 ・028 ・039 . 041 ・054 ・085 ・088 合計10 軒

この時期の基本的なセットとしては，東海の影響を受けた小型器台，小さな脚部が付く元屋敷系の高杯，

スカート状の脚部が付く 高杯に，台付聾及び複合口縁の壷などで構成される。査には， SI054 やSI0 79 のよ

うに弥生時代からの系譜を継承していると思われる羽状縄文などの文様帯がみられ， II 期以降には存在し

ない。弥生時代からの系譜という点では， SI0 07 やSI085 に含まれる高杯も同様で、ある。あまり類例のない

器形であるが，系統からすれば，愛知県川原遺跡で分類された高杯R に近い 1 )。報告では川原上層 1 - 2 

~ 皿 1期にみられるが，かなり形骸化しており，宮尻 I期の他の土器の年代観から，廻間 I式後半から

E 期前半と考えたい。元屋敷系の高杯は，脚部が小さく，内湾気味か直線的に開く 。小型広口査も当初か

らセッ トとして含まれる。台付聾にはバリエーションがあり，口縁部が直立するものや外反するものが認

められる。小型台付費は，短く外傾する口縁部に最大径を有する。

この時期の竪穴住居の分布はA~C群にみられ， A群では集中して 3 軒， B 群では 2軒ずつセットのよ

うな状態で分布している。 C 群では東側に 3軒がまとまっている。弥生時代の系譜を有する査を出土する

竪穴住居はA 群にあり，本群の竪穴住居の規模が他の群よりも大きいことから， 1期の中心的な群はA 群

にあったものと思われる。本遺跡の北側には西初石五丁目遺跡が調査されており，まだ未整理であるが本

遺跡と同ーの集落と考えられる。

宮尻 E 期

竪穴住居 :002 ・003 ・005 ・006 ・008 ・013 ・015 ・017 ・020 ・023 ・026 ・030 ・032 ・033 ・034 ・035 ・043 ・

046 ・050 ・051 . 053 . 056 ・058 ・063 ・065 ・073 ・074 ・075 ・077 ・078 ・080 ・083 ・086 ・087 . 089 合計

35 軒

この時期になると，新たに小型丸底柑が僅かながら姿をみるようになる。外来形の土器をあげてみると，

SI005 から出土した大廓式土器は，口縁部片のみであるが， i.度井 ・竹内分類による 2 類，口縁部等の B 類

に相当すると思われる 2)。その年代観は，大廓式土器が広く波及するようになる大廓E 式期と考えられる。

SI0 80 の S 字口縁蓋も小片で、あるが，赤塚編年 B 類 3 ) の新相，廻間 E 式 3~4 段階に相当しよう 。 北陸系の

装飾器台は，全容が明らかではないが，逆三角形状に近い透し孔を有し，口縁部下の突出部が明瞭である

ことから，北陸の古府クルピ古相，田嶋編年の漆町 7群段階 4 )に相当する。草刈編年では I期後半の時期

に当たり 51 県内では，市原市辺田古墳群 ・御林跡遺跡130 号遺構 (竪穴住居跡) からほぼ同様の形状を示
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す器台が出土している。また，口唇部内面に稜を有して受け口状となる聾は，近江系というより，伊勢湾

周辺のいわゆる受け口状口縁斐のプロポーションに近似する。比田井氏分類による C3 類 6)の新相に近いが

さらに形骸化する口縁形態であり，廻間 H 式後半頃であろう。

器台では， I期に比べて脚部が相対的に大きくなり，裾部でやや大きく外反するタイプが多くなる。元

屋敷系高杯は，脚部が I期に比べると若干大きくなり，外反傾向となる。この時期になると，元屋敷系高

杯に加えて裾径が口径より大きくなる，いわゆる小型高杯が出現してくる。査では，複合口縁査に加えて，

いわゆる柑状を呈する素口縁の査がセットに含まれてくる。無台の聾及び台付聾は， I期に比べてやや長

胴となり，口縁部もくの字状に屈曲するタイプがセットとして存在してくる。また，小型台付費は，口縁

部がやや長くなり，胴部に最大径を有するようになる。甑は，鉢状・広口査状・ I期にみられた蓋状とタ

イプが異なる。

竪穴住居数は I期に比べて急激に増加する。分布は， I期のA-C 群に数多くみられるようになる。

宮尻E 期

竪穴住居: 001 ・009 ・011 ・014 ・016 ・019 ・021 . 024 ・027 ・032 ・036 ・037 ・038 ・040 ・044' 047 ・049 ・

052 ・055 ・059 ・060 ・066 ・067 ・068 ・069 ・071 ・076 ・079 ・081 ・092 ・093 ・09 4 合計31軒

この時期は，基本的に E期の傾向を踏襲している。器台は，台部の長大化傾向がさらに進み，元屋敷系

の高杯の占める割合が少なくなる。一方，小型高杯は器台同様脚部が相対的に大きくなるようである。小

型丸底壷は，前期に比べて口縁部と体部の変換点が明瞭となる。費類の形状は H 期とそれほど変わらない

が，口縁部のくの字化が主体を占めるようになる。小型台付棄は，前期までは大型台付蓋と異なる系譜で

あったものが，この時期には大型と相似形になる。外来系の土器もいくつか認め られる。 S 字口縁蓋は，

口縁部の外傾角度がさらに大きくなり，赤塚編年C 類，廻間 E 式 4段階から皿式 2段階頃までの資料と思

われる。北陸系の装飾器台は，判断に苦しむ資料であるが，小見川町阿玉台北 2 期に類似した資料があり，

草刈 H 期前半と併行関係になる。北陸編年の古府クルピ新相，漆町 8 群となろう。SI092 出土の丸底の聾

は，内湾する口縁部を有しており，胴部上位に横位のハケ目，内面ヘラケズリ調整の特徴から布留費とし

て捉えることができる。形態的には完全な球形胴を呈していることから，米国編年の布留 I 期7) に相当す

ると考える。

竪穴住居数は E期とほぼ同様の多くの軒数が存在するが， D 群に 3軒分布するようになる。

宮尻町期

竪穴住居: 012 ・025 ・029 ・031 ・042 ・045 ・048 ・062 . 082 ・091 . 099 合計11 軒

軒数の減少とともに資料数も少なくなる。前期までみられた元屋敷系の高杯が姿を消し，主体的な存在

であった台付聾も減少してくる。ただ，本期以降にみられる柱状脚部をもっ高杯は出現していない。前期

との形状の変化が認められるのは無台の聾で，球形胴がなくなり，長胴化してくる。外来系の土器も少な

く， SI091 から出土した S 字口縁の聾がみられるのみである。鉢状の扇平な器形で，口縁部の外傾度が皿

期にくらべてさらに強くなる。 S 字整C 類となり，廻間 E 式の 2段階前後と考えられる。

竪穴住居は皿期の分布を継承するように A.B 群にみられ，軒数的には B 群に 5軒と最も多いが， A 群

も含めて小規模な竪穴住居が主体である。一方， D 群の軒数は 2軒と少ないが，いずれもかなり大型で、，

規模からすると中心的な群と考えられる。整理中ではあるが，本遺跡の南東側で調査された同一台地上の

市野谷入台遺跡では，古墳時代前期後半から中期にかけての集落が調査されており， 集落が東側に向かっ
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て移動していったことが考えられる。その動きの中で C 群に主体が移っていったのであろう 。

本遺跡が出現する 3 世紀中頃は，比国井氏が指摘しているように， I西暦250 年前後，古墳時代前期 I段

階からはじまる集団移動の再開J8 )の時期に相当する。また，杯部に対して小さく取りつく脚部をもっ無文

の高杯と祭杷用土器である小型器台，小さな杯部とスカート状に開く脚部をもっ小型高杯といった三種の

土器が東海西部に系譜をもって波及定着する状況がまさに，市野谷宮尻遺跡の成立に大きく関わっている。

第 2 節屋外祭犯と屋内祭把

本遺跡、で検出された遺構のなかで注目されるものに， A 群南側の宮尻 E期の竪穴住居に囲まれたような

空間に位置する手担ね土器を多量に使用した祭記遺構があげられる。分布図がないため，詳細に検討でき

ないのが残念であるが，古墳時代前期の祭記は県内でもあまり類例がなく，屋内ではなく屋外となるとさ

らに少ない。

比較的狭い範囲に，第128 ・129 図に示した55 点の手担ね土器やミニチュア土器が出土している。この状

況には，廃棄場所として利用したか集落内の共同的な祭紀行為を示すものかの両方が考えられる。前者で

は，集中範囲を囲むように手提ね土器やミニチュア土器を伴う竪穴住居が集中し，屋内祭杷を行った後に

中央部に廃棄したとする考えができるが，果たして廃棄場所として中央広場を利用するであろうか。むし

ろ，広場を神聖な領域として捉え，屋内祭記とともに共同的な祭紀を執り行ったとする後者の考え方の方

が妥当性があるように思われる。また，集中範囲に掘り込まれた遺構が存在しないため，埋納ではなく，

オープンな状態での祭紀行為と考えられる。

一方，屋内祭記としてとらえられる竪穴住居内出土の手提ね土器やミニチュア土器は，第134 図に示した

ように， 1期に 2軒， II 期に 12 軒， III 期に10 軒， N 期に 1軒みられる。本遺跡の最盛期である E ・皿期に，

集中群単位ではA 群に集中する傾向が強い。屋外祭杷の手担ね土器の年代を比定することは難しいが，比

田井氏の「小形査J の時期編年 9)に当てはめると， 1段階(新)と考えられ，宮尻遺跡では E 期に相当す

る。この時期は，集落内の屋内祭犯が活発化する段階で，先述したように E 期の竪穴住居に囲まれたよう

な位置関係からも，共同の神聖な区域と捉えられたのであろう 。屋内祭杷とともに集落内構成員の精神的

紐帯を強化するような目的で祭記行為が行われたと考えられる。

屋外祭杷の県内の例としては，中期では石製模造品を含むような祭杷遺構が多くみられるが，前期とな

るとほとんど類例がない。白浜町小滝涼源寺遺跡では，宮尻遺跡とほぼ同時期と思われる祭杷遺構が調査

されている。ただ，この遺跡は全体が祭域の場として規制された大規模な祭杷場であるため，集落内祭杷

と思われる本遺跡との直接的な比較は困難である。宮尻遺跡の集落の成立に西方の集団移動が考えられる

ならば，移住元の祭杷形態を考慮する必要もあろう 。

第 3 節 竪穴住居の形状と属性

本遺跡から検出された竪穴住居は90 軒で，平面形はすべて方形を基本とし，隅の丸い平面形は存在しな

い。方形とした中でも，大型住居を中心に長方形状になるタイプが多く，本遺跡の特徴でもある。長軸と

短軸の差が0.5m 以上となる竪穴住居を長方形とすると，検出された90 軒の竪穴住居の内39 軒が該当し，そ

の割合は43% となる。手賀沼西側の柏市戸張一番割遺跡でも同様の傾向がみられ，全体規模が明らかな竪

穴住居46 軒中23 軒が該当し， 50% が長方形となる。本遺跡での長方形住居は各期にみられ，大型住居はす
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べて長方形になるという特徴がある。一方，主軸方向に注目すると，第135 図に示したように， 1期はバラ

ツキが認められるが， II 期.rn 期にはほぼ 2方向に統ーされ， N -60 0 - W とN -30 0 一E 付近に集中する oN

期においても，前期の西に主軸が振れる一群を踏襲している。炉にも特徴がみられ，縁辺に打ち欠いた土

器片を立て並べている例が8 軒で確認される。時期別には， 1期に 2軒， II 期に 3軒，皿期 'N 期に各 1

軒である。

このようにみていくと，大型住居と中型・小型住居に階層差があるとすれば，集落成立当初からこの差

が存在し，集落が本格化する E期以降，主軸方向にも規制が生じながら，最終段階の W 期まで継承されて

いる。ちなみに，後節で検討する墨書土器を出土した竪穴住居は中型である。

第 4 節墨書土器とその背景

本遺跡から出土した古墳時代前期の墨書土器は，県内では初の例であり，全国的にも類例の少ない資料

である。ここでは，墨書土器の様相とその背景について考えてみる。

出土状況

集落区分の B 群のほぼ中央に位置する SI027 竪穴住居跡より墨書土器が 1 点確認され，床面北東側に位

置する炉の北側に接するように床面直上から出土している。覆土中に後世の撹乱がなく，他の供伴土器も

ほとんど床面直上からの出土であることを考えると，明らかに本住居の廃絶段階に存在していたものであ

り，後世の混入は想定できない。

土器と年代

墨書が書かれた土器は，口唇部が若干摘み上げられるいわゆる無頚壷で，小型品である。胴部中央に最

大径を有し，底部を欠損しているが，小さな平底を呈するものであろう。内面に輪積み痕が残る。口唇部

が三角形状に尖っているが，若干欠損するものの使用による摩耗はほとんどみられず，日常的に使われた

ものではないと思われる。また，胎士を観察すると，他の小型査などと同様であり，他地域から持ち込ま

れたのではなく，在地産であることは明白である。古墳時代前期のこのようなタイプの小型壷はあまりみ

られないものであるため，本資料のみで年代を想定することは困難で、あるが，供伴する元屋敷形高杯や北

陸系装飾器台の年代観から，宮尻E 期段階に相当すると考えられる。

文字

墨書は，無頚壷の口唇部に接するようにやや斜位に書かれている。また，筆が口唇部の上端に当たった

ためか，内面にも墨が付着している。近年出土例が増えてきている弥生時代から古墳時代前期の墨書土器

に関しては，文字であるのか，あるいは墨や筆を使って書かれたものであるのか大きな問題である。本例

における墨や筆の使用に関しては，墨の分析が現状では非常に困難であるため科学的根拠は呈示できない

が，赤外線撮影によって明瞭に浮かび上がってきたことから，墨の可能性が高いと思われる。また，巻頭

図版や第139 図をみても明らかなように，起筆と終筆が明瞭である。詳細にみると，筆の毛先の割れや筆先

が揃っていないためか， 1画目の終筆部分がかなり細く延びている。このような状況から，本例は筆を使

用して書かれたことが明らかである。古墳時代前期の筆は国内では認められないが，朝鮮半島南部の慶尚

南道義昌郡に所在する茶戸里 1号墓川から出土している。木棺墓の墓坑底に設けられた小坑の竹龍の中か

ら，木製の軸に黒漆が塗られた筆が 5 本検出されている。現在見るような筆とは異なり，両端が筆先とな

るいわゆる両頭の筆である。この墓の年代は紀元前 1世紀代とされ，この頃には既に朝鮮半島南部で文字
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が使用されていたことを示している。この筆のもつ意味は，弥生時代から古墳時代前期の墨書土器を理解

する上で、重要な鍵を握っており，研究者によって度々紹介されている。本遺跡でも同様のことが考えられ，

その点については，背景の中で若干触れてみたい。

文字の釈文については，いくつかの解釈が考えられる。候補としては，第138 図に示したように， i久J. 

「父」・「文」の 3種があげられる。古墳時代前期の同様の文字が認められないため，他例と比較すること

はできないが，ここでは， r書道大字典j をもとに考えてみる。第139 図の① ・② ・③の字形はきわめて類

似する。本例と比較すると，いずれとも読むことが可能であるが，あえて違いをあげるならば， i父」は 1

画目と 2 画目の頭が水平位置にあり， i久」・「文」は l 画目が高く， 2 画目が低くなる。出土文字資料とし

ては， 9世紀代の資料であるが，茨城県ひたちなか市武田西塙遺跡11 )から出土した墨書土器「久保」の「久」

をみると，字形的にも本遺跡の墨書土器ときわめて似ている。この書き方は古代では一般的にみられる。

以上のような点を総合的に判断すると，現時点では「久」あるいは「文」と読むことがより妥当と考えら

れる。

文字出現の背景

古墳時代前期の流山地域に文字資料が存在していたことに関しては，どのよつな背景で集落が成立した

のかを考えることが重要である。まず本遺跡、の成立時期を考えてみる。前節で呈示したように，弥生時代

の集落がなく， 3世紀中頃に突知大きな集落が形成される点が大きな特徴である。本遺跡周辺の遺跡、を概

観してみても，古墳時代になって集落が開始する遺跡が多く，弥生時代の集落はほとんどない状況である。

このことから，本遺跡のような大規模集落が出現する背景には，他地域からの集団の移植を考えることが

より妥当と思われる。その根拠として，本遺跡から出土した外来系土器の存在があげられる。地域ごとに

みると，東海を中心に，北陸 ・畿内・駿河の影響がみられる。東海系としては，定着した元屋敷系の大形

高杯，数量的には少なく客体的な存在の S 字費などがある。北陸系土器は装飾器台に限定して 2 点，畿内

「久」 「父」 「文」
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第139 図釈文候補文字
(書 道大字典1995 より転載)

系は布留聾 1 点，駿河系土器は大廓式の壷 1 点である。

千葉県内における北陸系土器の出土遺跡分布をみると，

東京湾東岸，手賀沼西岸から江戸川東岸及び茂原地域

に集中する。本遺跡周辺では，柏市戸張作遺跡で類例

が認められる。北陸系土器の千葉県への流入経路につ

いては，比国井氏によりすでに指摘され1ペ 北陸系土

器は北陸から近江 ・東海西部を経由して太平洋岸沿い

に東京湾に入ってくるルートが想定されている。同氏

第140 図 ひたちなか市武田西塙遺跡墨書土器
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は，東海系の S 字口縁査も東海西部から太平洋岸沿いに東に向かい，東京湾に入ってくるとされている。

このことから考えると，本遺跡、を含む東京湾岸に西からの土器が流入してくる西の拠点として，東海西部

を含めた伊勢湾周辺が考えられよう。ただ，伊勢湾周辺から直接江戸川を遡って流山の地に入ってきたか

どうかは判断できない。むしろ，東海系・北陸系土器を多量に出土している市原市国分寺台周辺が第 1次

波及期の拠点となり， 2次波及の段階で東京湾を奥に進んで、いったと考える方が妥当と思われる。

一方，文字が書かれた土器が在地産であることも重要である。他地域で書かれた土器が入ってきたので

はなく，在地の土器に筆を使って文字を書いたことは明らかであり， 3世紀後期の本集落内に文房具を有

し，文字を理解していた人物が存在していたことを示している。現在までに弥生時代から古墳時代前期の

文字資料を出土した遺跡を全国的にみてみると，伊勢湾周辺に 6 遺跡が集中していることがわかる。他に

は，熊本 ・福岡・石川 ・滋賀 ・長野県に各 1遺跡，そして本遺跡の千葉県 1遺跡の合計12 遺跡， 16 例であ

る。墨書土器だけに限定すると，伊勢湾周辺の愛知県で 2遺跡， 三重県で 3 遺跡，石川県で l遺跡と本遺

跡の， 合計 7遺跡， 12 例となり，地域的にさらに限定される。その分布をみると，先述した北陸系・東海

系土器の伝播ルートと合致してくる。また，文字として理解されるのは， 三重県貝蔵遺跡 ・片部遺跡の

「田」と本遺跡の「久」のみである。

以上のように，地域的に限定されながらも，各地で墨書土器の存在が確認され，今後も増加することが

予想されるが，果たして，土器に文字を書くために墨や筆などの文房具を所有しているのであろうか。当

時の状況を考えれば，本来は別の目的があったことを想定しなければならない。その解明には，先述した

朝鮮半島南部に位置する茶戸里 1号墓の存在が重要で、ある。紀元前 1世紀頃の墳墓から柄の両端に筆毛の

ある筆や重さを量る分銅と思われる銅環，削万としての機能を有する万子などが出土しており，平川氏は，

「銅環はおそらく交易に際して使われたものと思われるJ13) としている。律令期の荷札木簡に使用される筆

や万子を考えれば，当墳墓の被葬者は，交易に携わった人物であると考えられる。

朝鮮半島系の文物が千葉県内のいくつかの遺跡でみられる。日高氏は，松戸市行人台遺跡から出土した

朝鮮半島産と考えられる鋳造鉄斧と多孔式甑を例にとり，太平洋沿岸地域の海上交通によって，東京湾沿

岸地域から河川交通によって内陸部へ運ばれたのではないかとしている叫。また，田中氏も，朝鮮半島系

の鉄素材の流入経路として，東京湾岸及びその河川沿いを指摘しているヘ一方， 三重県の津市から安濃

町にかけて，伽那地域に近い石室構造を有する 5~6 世紀の朝鮮半島系の古墳が密集して築造される。 滋

賀県大津市でも大陸系の古墳が地域を限定して多数存在する。水野氏は，前者の伊勢周辺の例から， I朝鮮

半島南端の人たち一伽那の人たちがこの伊勢津周辺に住みついている」とし，また， I安濃津」は，朝廷に

とって関東との往来に際して最も重要な港であり ，港湾管理のために朝廷から，文字を知るおそらく渡来

系の人々が派遣されたのであろうとしているヘ 先述した北陸系や東海系土器の伝播ルートをあわせて考

えると，房総に朝鮮半島系の文物が流入してくる拠点として伊勢湾西岸地域，特に伊勢 ・安濃周辺が想定

されてくる。宮尻遺跡が本格化する E期以降，移住してきた集団の中に文字を理解する渡来系の人物が含

まれていたとしても不思議ではなかろう。ただ，伊勢湾周辺から直接入植してきたかどうかは判断する材

料を持たない。北陸系土器の第 1次波及期の拠点と思われる市原市国分寺台周辺が大き な鍵を握っている

のではなかろうか。
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遺跡 遺物
遺跡名 所在地 出土遺構 器種 種目'1 点数 文字等の内容 時期

番号 番号

1・2 鹿乗川流域遺跡群 愛知県安城市 自然流路 蛮 墨書 2 不明 2世紀中葉

2 3・4 千回遺跡 石川県金沢市 大溝・包含届聾 墨書 2 不明 2世紀中葉

3 5 1)11 原遺跡 愛知県豊田市 包吉層 高杯 聖書 l不明 2世紀頃

4 6-9 貝蔵遺跡 ニ重県一志郡嬉野町 水路堰跡 壷・高杯 墜事 511回J他人面・記号 2世紀末-3 世紀前半

5 17 市野谷宮尻遺跡 千葉県流山市 竪穴住居跡 無頭登 墨書 111 久』または「文」・「父j 3世紀後半

6 10 柳町遺跡 熊本県玉名市 井戸跡 木製鎧留め具 墨書 11 I回J他不明4文字 4世紀初頭

7 11 片部遺跡 二重県一志郡婦野町 ホ路跡 壷 墨書 11I回Jまたは「虫J 4世紀前半

8 12 械之越遺跡 二重県上野市比土 大構田届 高杯 壁書 i 記号。 4世紀前半

9 13 大減遺跡 二重県安芸郡安濃町 竪穴住居跡 高杯 線刻 11 I奉」 2世紀中葉

10 14 ニ雲遺跡 福岡県前原市 1揖 聾 線刻 11 1寛(鋭 )J 3世紀中葉

11 15 大成主遺跡 滋賀県長棋市 祭配遺構 墾 刻書 llfトJ 3世紀中葉

12 16 根塚遺跡 長野県下高井郡木島平村 古境墳丘 蓋 線刻 11 I大J 3世紀後半
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第 3 表竪穴住居跡一覧表

遺構No 規模 m 主軸方位 面積 壁両 cm 柱穴深さ cm 貯蔵穴 壁溝 cm 炉 時期区分
長軸X 短軸 H1 2 最大~最小 本数 最大~最ノト 幅×深さ

001 4.4 X 4.4 N-43 0 E 9.7 44.3~33.4 3 3 1.4~16.1 1 8.0 X 6.7 l m 
002 5.7 X 5.2 N-45 0 -E 15 .7 68.8~49.3 4 6 1.4~43.5 E 
003 4.0X3.9 N-55 0 -E 7.8 64.1 ~55.8 2 63.9~39.6 16.0 X 12.0 l E 
004 4.6X4.3 N-W -E 10.1 3 1. 2~19.3 4 39.2~23.1 2 
005 5.2 X 4.8 N-23 0 -w 12 .9 58.9~42.0 4 58 . 7~29 . 3 l 1 H 
006 5.9 X 4.6 N-33 0 -w 10.5 46.1~18.8 32.8 14.0 X 7.0 2 H 
007 4.2X4.0 N-44 0 -E 9.6 4 1. 9~28.9 1 
008 4.5X4.2 N-35 0 -w 9.8 45 . 2~28.7 I H 
009 3.0 X 2.8 N-45 0 -w 4.7 皿
010 5.2X 5.2 N-W -w 13.7 47 .4~36.8 4 72.2~53.0 12.0 X 10.0 l 
011 6.1 X 5.5 N-34 0 -w 17 .7 68.2~48.0 4 70.1~52.2 68.2 X 48 .0 2 皿
012 4.6X4.6 N-38 0 -w 11. 0 34.6~25.6 l 12.0 X 5.0 l lV 
013 3.9 X 3.9 N-34 0 -E 7.2 47.7~40.9 l 14.0 X 7.0 H 
014 4.4 X 4.0 N-25 0 -E 9.7 36.2~28 . 1 8.0 X 2.5 皿
015 4.7 X 4.2 N-30 0 -w 10.7 46 .4~36.。 1 I H 
016 4.4 X 4.2 N-45 0 -E 10 .4 20 .1 ~9.3 7.0 X 10.0 l 皿
017 4.1 X 4.0 N-41 0 - w 9.0 33.4~22.3 8.0 X 2.5 l H 
018 4.6 X 3.6 N-60 0 -E 10.1 9. 1 ~ 1.7 2 34.9~26 . 1 

019 6.0X5.5 N-55 0 -E 27.0 44 . 3~33.6 4 59.0~48.。 l 9.6 X 10.0 E 
020 4.6 X 4.2 N-21 0 -w 16.7 13 . 8~9.0 H 
021 6.7 X 6.2 N-26 0 -w 21. 9 34 . 5~20.4 4 8 1. 5~63 .4 l 12.0 X 8.0 1 m 
022 5.2 X 4.5 N-64 0 -E 12.1 23.5~14.3 2 48 .8~40.4 17.0 X 7.0 l 
023 6.0 X 4.9 N-60.5 0 - E 17.6 20.9~12.3 4 46.3~10.6 11. 0 X 4.0 1 E 
024 6.3 X 6.0 N-44 0 -w 19.6 52.6~33.1 4 69 . 9~60.6 l 13.0 X 4.5 m 
025 8.0 X 6.7 N-34 0 -w 30.7 28.2~14.7 lV 
026 5.4 X 4.3 N-54 0 -E 12.5 3 1. 2~22.6 15 .0 X 3.5 E 
027 6.3 X 5.7 N-6 1. 50 - E 17.2 69 . 7~47.3 4 67.8~41. 0 l 14.0 X 6.0 田
028 6.9 X 6.4 N-37 0 -w 24.2 68.7~44.5 4 48.0~39 .4 l 

029 5.2 X 4.7 N-41 0 - E 13.2 25.7~2 1.7 2 20.0~43 . 5 13.0 X 6.0 lV 
030 6.0 X 5.3 N-43 0 - w 16.3 60 . 0~42.0 4 69.0~54.9 1 11. 0X 2.0 E 
031 3.4 X 3.6 N-18 0 -E 6.1 25 . 2~15.5 1 11. 0X 4.0 lV 
032 4.3 X 4.3 N-57 0 -E 11. 0 23 . 2~8.6 l 阻

033 4.6X 4.2 N-72S -E 10.4 29.5~25.7 H 
034 11.1 X 9.8 N-24.5 0 -w 58.7 64 .4~43.。 4 100 . 5~58 . 2 1 20 .0 X 1. 0 E 
035 8.9X8 .0 N -77.0 0 -E 39.5 50.9~42.1 4 63 .1 ~39 . 4 1 15.0 X 14.0 E 
036 4.7X4.7 N-36 0 -w 12.1 29.7~13.6 皿
037 4.1 X 4.1 N-16 0 -w 9.7 54.8~37 . 9 l 17.8 1 E 
038 8.6X6 .2 N-3 1. 50 -w 28.7 43.0~3 1. 6 4 29.7~15.5 15.0 x 8.0 1 E 
039 7.7X7.2 N-60.5 0 -E 24.7 65.7~48 . 4 4 8 1.1 ~55 . 4 23.0 X 12.0 1 
040 3.9X3.9 N-3 1. 50 -w 8.3 32 . 7~23.7 

04 1 5.6 x 5.4 N - 5.0 0 -w 25.7 3 1. 0~28.0 l 

042 3.9 x 3.4 N-75.0 0 -E 11. 4 20.9~12.6 W 

043 8.5 X 7.3 N-6 1. 50 -E 28.8 5 1.0~60.0 4 39 .0~60 . 1 8.0 x 12 .0 l E 

044 5.6 x 5.2 N-220 0 - w 25.2 65.0~49 .。 4 69.9~48.。 l E 
045 4.8X4.1 N-14.8 0 -w 14.3 48 .0~70.0 l 18.0 x 4.0 l lV 

046 9.9 X 8.0 N-64.5 0 -E 32.3 53.0~38.0 4 77.8~47.。 1 10.2 x 8.0 l E 

047 6.6 X 4.7 N - 20.0 0 -w 22.5 2 1. 0~23.8 m 
048 5.1 x 4.5 N - 18.0 0 -w 19.8 40.0~32 . 0 l lV 

049 4.1X4.0 N - 36..0 0 -w 13.8 43.0~3 1. 6 E 
050 4.5 x 4.3 N-29.8 0 -w 15.3 5 1. 0~37.0 1 E 

051 6.0 x 4.2 N - 21. 50 -w 23.1 18.0~10.0 l E 

052 6.2 x 5.5 N-22.2 0 -w 28 .4 32.0~40.。 4 22.9~18 . 2 11.0 x 4.0 皿

053 7.5X5 .9 N-70.0 0 -E 22.7 62.0~59.0 4 18.0~12.。 30.0 X 8.0 1 E 
054 6.9 x 5.5 N-88 .50 -E 22 .4 36.0~2 1. 0 3 49.1 ~33 . 0 

055 3.4 x 3.2 N-50.2 0 -w 11. 5 10.0~14.。 E 
056 3.1 x 3.0 N - 38.5 0 -w 11. 2 18.0~4.0 3 32.3~18 . 6 1 E 

058 4.3 x 3.6 N -59.5 0 - E 14.5 30 . 0~12.0 4 22.3~6.0 H 
059 5.0 X 4.7 N-58.0 0 - E 12.5 38 . 9~ 18.。 10.0 X 6.9 E 
060 4.9X4.8 N-27 .00 - w 12.8 42.5~29.8 l 皿
062 3.9 x 3.9 N-25 .00 -w 6.2 68 .4~5 1. 6 l 15.0 X 7.8 l w 
063 3.7 X 3.6 N -11. 00 -E 6.1 48.6~3 1. 7 l E 
064 4.8 X 4.6 N-37 .00 -w 9.0 33 . 3~24.1 l 

065 3.5 x 3.5 N-28.0 0 -w 6.0 56.5~49.2 1 36 .6 l 12 .0 x 5.3 E 

066 3.6X3 .5 N-2 1. 00 - w 6.1 6 1.4~64 . 0 10 .0 X 4.4 

067 3.0X2.9 N -15.0 0 - w 4.4 46.5~4 1. 5 2 6.8~4.3 1 皿

068 4.4 X 4.2 N-25.0 0 -w 10.5 13.3~5.7 1 皿

069 3.7 X 3.6 N-1 1. 00 -E 6.1 48.6~3 1.7 1 E 



071 5.7X4.8 N-60 .0 0 -E 14.6 26 . 5~1 1. 9 l l 回

073 6.2 X 5.5 N-28.0 0 -w 15 .2 68.3~53 . 0 4 72 .4~57.6 l 16 .0 X 6.9 l E 

074 5.7X5 .4 N-2 0.0 0 -w 14.2 53 .9~45.0 4 23 .8~15.9 I 25.0X7.7 l E 

075 5.8 X 5.5 N-70.0 0 -E 13.5 39.2~48.2 27 X8 .9 i E 

076 5.7 X 5.5 N- 19.0 0 -w 14.7 52.2~46.0 4 30.1~13.8 1 20.0X7 .3 1 E 

077 3.9 X 3.8 N-35. 00 - w 7.1 29.8~21.l 4 37.5~28.8 1 E 

078 7.6 X7 .2 N-7 1. 00 -E 28.1 58.0~40.5 4 84.6~79.5 l 13.0 X 6.5 1 E 

079 8.3X7.4 N-73 .00 -E 30.7 84.8~49.6 20 .0 X 17 .4 1 E 

080 8.0X6.8 N-87.0 0 -E 27 .4 9 1. 3~7J. 0 4 58.9~52.7 l 17.0 X 13.2 l H 

081 7.3X6.8 N-13.0 0 -w 24.5 70 .2~54 . 0 4 63.5~52.4 l 15.0 X 11. 0 l E 

082 7.3X7.1 N-29.0 0 -w 27 .4 55. 7~33.8 l 15 .0 X 6.6 l W 

083 5.6X5.5 N-3 1. 00 - w 12.2 26.0~17.0 l E 

085 4.8X4.3 N-22.0 0 -w 10.8 64.0~43.2 4 50 .2~ 1.4 1 12.0 X 56.0 i 

086 4.6 X 4.4 N -30.0 0 -w 11. 8 36.0~17.0 1 l E 

087 4.9 X 4.6 N-20.0 0 -w 12.2 49.0~45.。 4 66.0~44.0 l 10.0 X 5.8 E 

088 5.8 X 5.0 N-37.0 0 -w 16.1 56.0~39.。 4 43.0~21. 5 I 13.0 X 6.0 l 
トー

089 4.5 X 4.1 N-20.0 0 -w 9.8 62.0~54.。 l 57.6 l l E 

090 8.8X N-I0.0 0 -w 52.8~44.。 l 

091 8.4 X7 .2 N-34.0 0 -w 33.8 64.0~28.。 4 42.6~28 . 4 14 .0 XI5 .0 l N 

092 8.3X7.1 N-56 .0 0 -E 31.7 77.0~60.。 4 59.5~47.3 I ト5 0 ×1 7 L l E 

093 4.1 X 3.8 N-64 .0 0 -E 7.9 28.0~43.。 l 25.0 l .O X 6.0 1 皿

094 5.7X5.5 N -13.0 0 - w 16.3 44.8~34.8 15.0 X 11.3 l 

099 8.9X 一一 N-74.0 0 -E 56.4~20.6 2 36.2~30.1 1 18.0 X 14. 2 1 W 



第 4 表古墳時代出土土器観察表

挿図書号 軍備番号 器質 器 形 遺物番号 日程 底径 棒高 遭存度 色調 胎士 調整内面 調整外面 柵考

18 - 1 同 l 土師器 器 台 28 7.8 11. 9 7.2 95 ‘ 暗褐色 密
行.→ミ;'¥， 常ず→，、与.ミ;'¥，
，、今4 廿ー 甘ー→ 1・-‘

2 土師器 器台 5 8，3 (2 ，5) 3岨 褐色 密 行 - : ; 'キ 行 - ;;ーキ

3 土師器 高腕:
2，3，4， 12 ， 14 ， 15 ， 16 ， 17 ， 19 ，53 ，54 ，55 ， 

20.0 (8 ，0) 35% 檀褐色 密 tT'→:がキ tT '_，ミ倉 .キ
同， 79 ，99 ，1曲， 114

a 土師器 置 1，32 ，33.3 4.35.42 11. 6 (10.6) 2叫 黄禍色 望E F寸→tt"，へ汁ず ハタ→ヘラナヂ ナデ

s 土師器 壷 2.6 ，88 ，蝿， 107 15.8 (7.7) 15 '‘ 偽色 密 ハク1 ヘラ行ー ハタ→ ;1 'キ

6 土師器 壷 2，3、108.110.112.113 4.6 (10. 4) S叫 極構色 密 ヘヲナT' ，;1' キ ヘヲケス"→、貴キ

7 士師器 聾 33 5.5 (16.8) 創鴻 檀褐色 組 罰、ラすず ヘラケス" -;1' キ 後納

8 土師器 聾
1.2.3 ，4.7 ，49 .51 .64 .69.70.76.80 ，81 17.7 6.4 22.3 8叫 褐色 密 ハケーへ，tγ 寸 -'''77::¥''
世間制， 86 同制 91.92 ，93 ，95 ，98

9 土師器 聾 25.27 (1 8.0) (5.0) 5‘ 極褐色 密 '''-t ず，へ予行' B今→廿. 織機

10 土師器 甑 3.23.24 ，67.115 19. " (9.3) }叫 褐色 密 甘→，'''.''、甘ラ 竹 .→向 .貫徹臼ス付着)

11 土師器 聖 6.0 (8.5) 4叫 檀褐色 型軽 へ711 ' 岬→へ予H' 厳然

19- 1 曲 2 士師器 器台 1.6 ，44.45 ，71 8.5 12.2 8.5 8岨 褐色 密
行 .→ ;1 '¥，

ナテ 、台キ
I咋→t.1'，へ7tt'

2 土師器 柑 7 (13.4) 15l ‘ 車色 密 T ¥ ，へ予f干" tf ' 時一 ;1 キ

時 一廿ー

3 土師器 時 3，14 ，22 ，76 11.2 [5.0) 1叫 穐色 型E tf'→ ;1'¥ t7' → ;;'キ

4 土師器 豊 8，16 ，回 (26.1) 3岨 褐色 密 ?予 ，、ケ司法キ

5 土師器 聾 8 (1 7.2) [23.8) 35l ‘ 褐色 !Il へ7tず→ t7 ' へ計ず→廿.

20-6 土師器 聾 8 (22.3) (20.9) 2叫 檀褐色 岨 円。「ナテへラヤn
，、伊→行

時→へ神，'，

7 土師器 聾 8 (1 8.9) (20.5) 451 ‘ 褐色 組 fデ→Fサーへ7tデ ハケ→?デ

8 土師器 聖 7 (17.0) 4.4 19.3 7叫 黒褐色 密 時『廿へ甘辛 ヰーすず ，叶 1 n

9 土師器 i 聾 3，12 ，14 ，17 ，18，19，55 ，78 ， 80 ，81 17.6 [15. 4) 3叫 赤褐色 密 F寸→す7".寸 t7' 時→行

10 土師揖 聾 ら6，57 ，58 ，62 16.8 [3.9) 10% 褐色 密 F咋→?デ， t予' ハウ→ナテ

11 土師器 壷 8 (13.6) (11. 6) 2叫 赤褐色 阻 t7 宅ず

12 土師器 聾 5 11. 7 4.7 13.5 1似鴻 暗褐色 密 "ケ→行ナヂ 岬→廿

13 土師器 理 54 [.5 .2) 3咽 暗褐色 組 寸→11 ーす予. ハケ

14 土 師 器 聾 8 11. 2 [6.2) 45 ‘ 褐色 組 ，、タ→行・ 1 すす. ハク

15 土師器 聾 8 13.0 [7.8) 4叫 褐色 密 ヘラナデ t7' ハウ

16 士師器 甑 1I 】9.4 5.0 11. 5 同1‘ 檀褐色 密 へjt 予， へ71::¥' ， 寸→へラ行 ，ヘラケス"

17 士郎器 ミエf::，. 1 152 (1. 4) 反消 黒褐色 望E すデ t7 ' 

21-1 003 士師器 高綜 22 [3.2) 20 誕 黄褐色 密 Fゆ→ ;1 'キ ハケ→ミ倉キ

へ7t::¥ '，

2 土師鵠 壷 17 7.9 2.4 8.3 95l ‘ 極構色 型E 、，キ ハタ→ゆキ，ヘラタス' ー度~(日付着}

22-1 。04 土師器 聾 23.24 12.8 (14.51 80% 車両色 唖 F寸→t，'.へ=;17' ，サ→~*考 厳然("付箸)

23 ー l 回 5 士師器 器台 15 咽 16 咽 17 7.7 (1 0.0) 7.6 7崎 苗褐色 密 ナ予→ T ネナf' ヘヲすテ
17' →へ予1y'
，、ヲすずすず

2 土師器 器 台 23 (8.3) 8.8 7.8 8帽 同色 密 T キ， ナy"_ ヘラ丹噂 ハウ→ヘラナヂ

3 土師器 器 台 32 .36.38 (8.7) (7.91 5叫 働色 密 ;1'¥ ， tt" ハケー ;1' キ

4 土師器 器台曲 6.8 (5.41 2泡'‘ 褐色 車 '"キ， tt' へ予17"

s 土師器 器 台 85 (1 1.2) [6.4) 2叫 黄褐色 密 す寺. 'ゆ→:; 'キ

6 土師器 器台 97 (7.0) (3.31 151 ‘ 褐色 密 t7"，ヘラナt' へ'jt y'

7 土師器 器 台 9，126 ，1却 .145 8.8 (2.41 "覧 赤惜色 粗 ;; 'キ ナテ-へ 71y

白 土師器 器台 2，3，11 ，37 ，38 ，101 ，116 ，147 14.0 (1 6.01 11. 5 創消 赤褐色 密 ミl' キ.ヘラナテ ナテ 、f キ 葬彩

9 土師器 畳 57 ，129 (1 9.8) (6.21 
"‘ 

褐色 宮行 . ナ予ヘラナ予

10 t 師器 畳 107 ， 115 (23.6) (7.31 51 ‘ 黄褐色 相

11 士師器 畳 3，34.35.36 ，45 ，46 ，47 ，99 8.0 (15. 11 8崎 同色 置 ナ予 ，ヘラナデ ナラ 本貴区復

12 土師器 聾 132 (16.5) (6.31 15% 褐色 密 0 ，へ1ty ' すす吻

13 土師器 聾 65 ，134 ，136 8.5 [6.8) 15‘ 茶褐色 密 ヘヲ?デ ，、ケ→寸ナテ オドヨ廃復

2. 3. 5， 6. 44 ， 48 ， 49 苦 52 ，53 ，54.55 ，国， 5

24 - 14. 士師器 唖
8，59 ，剖， 63 ，72
73 ，76 ，81. 92 ， 95 ， 96 ， I曲，

15.3 [22.7) 政鴻 黒褐色 緒 すず‘へうすす. "'1， 1:， 
112，11 3，114 

15 開 5 土師器 費 却 (9.7) [6.81 1 5~‘ 褐色 密 ヘラ行へ甘ず→時 F咋→ナヂ

16 土師器 聾 4 (1 1. 0) [7.9) 2叫 事情色 粗 時→11 ' ハケ

17 士師器 聾 9，117 ，118 ，119 ，121 ，122 ，142 13.9 (5.6) 12.2 8叫 冊色 禽 t7"，へヲ tt' →ナデ ，、今「ヘラケス'ーナヂ

18 士師器 壷 22 ，27 ，29 7.2 (5.8) 1叫 茶褐色 理E ヘラナ予 岬→へ117 。行

19 土師器 聾 2，5，68 ，71，78 7.3 ['.0) 1叫 褐色 密 ヘラ?テ. 竹 '-0

ドE二j “16 士 師 器 高 杯 1，6，27 ，四.. 却， 31 ，32 ，33 ，63 19.6 [7.5) 451 ‘ 檀褐色 a 坤→，，'キ 坤-， 1'キ 祖度~

土師器 高何: 6，19，拍 (1 3.6) [3. 11 l崎 極褐色 哩 ナデ 時→竹 .

3 土師栂 畳 16 20.5 [8.7) 30 包 極構色 理E ，，，- ミ倉.キ ，、。→ iT'キハウ 後燃 (λ ス付着}

4 土師器 聾 6，10，16 ，44 ，田， 51 ，62 (18. 4) [7.2) 1岨 褐色 祖 F咋-11' ，へ?ナデ ，、今→ナデ 厳黙(日付着]

s 士師器 聖 6，8，52 ，65 11. 4 [7.0) 2叫 禍色 密 へ7行ハウーナヂ 時，廿. 骸黙

26-1 曲 7 土師器 韓 4，6，7，8，21.27 10. 4. 3.0 7.3 851 ‘ 赤褐色 粗 i行・ - y キ す予・→，1 キ 9年彩

2 土師器 聾 7，25 ，26 (10.4) [3.31 S省 褐色 粗 f寸→ナヂ， t7 ' ハケ→t7 '

3 土師器 壷 15 10.0 [8.3) 551 ‘ 褐色 組 ヘヲナヂ，ナヂ ナテ.→ハケ

4 土師器 壷 2，7，10 ，22 (6.9) 2叫 褐色 密 ナデ 時→甘

5 土師器 理 3，18 13.6 8.0 20.6 951 ‘ 褐色 密 行 .寸 t7' ハケ→行' ，咋叫すず ，"71 7"

6 土師器 聖 24 (2 1. 0) [14.2) 話嶋 褐色 密 Fゆ→行ヘヲ行ー 時→すず， 時一へ背ず 彼~(日付積}

7 土師器 壷 7，10，13 11. 1 [6.5) 10% 褐色 !Il ，咋→t7 '，へヲナテ' 岬具?す

27-1 曲 8 土師器 器台 4，14 7.8 [2.0) 2岨 赤褐色 禽 ，1'キ 1倉'キ 赤彰篠然(ス付省}

2 土師器 畳 32 3.4 [15.4) 8偶 赤褐色 密 ミ・.為すず 崎一、Y キ 赤彰益H M l.付着)

3 土師器 畳 J5 7.4 (2.6) 1叫 褐色 密 へ1tt '→すず ナγ

28-1 009 士師器 聾 1，8，10 ，11 ，12 ，16 ，17 ，18 '.4 [13.3) 5叫 褐色 粗 1'1' →寸 ，、身→甘. 憲司県

29- 1 010 土師器 同 7，54 (9.6) (3.6) (5.5) 2岨 褐色 密 ナヂ→寸汗
1:; '→寸→ナテ'一

IU! T t →へ刊 A'L す子.

2 土師器 器 台 H (8.0) 【1. 9] H鴻 赤縄色 稽 17 ' → '~ï キ すデ→;1'¥

3 士師器 器台 94 [3.5) 20% 赤褐色 軍 17 ー.ヘラナ予' ，、タ→押' 赤彩

4 土師器 器台 73 [4.7) 2叫 褐色 密 '"キ
，、ケ→ヘヲナチ → 

，;，キ， y キ

s 士師器 器台 46 10.2 [6.4) 日消 短冊色 麿 '"キ，ナヂー 行 '-，， 'キ
へ予t7 '-ii キ

6 土師器 器台 57 ，58 (12.0) [7.2) 3叫 恒輔色 暗 すず， tデ→岬一行' すず→峠→，1'¥

7 土師器 器台 75 (12.2) [5.5) 30% 褐色 S貸 すずJ 予・ -"7 廿. ナテ.→ヘヲケスり→ ，，'キ

8 士師器 畳 3，40 ，45 7.6 4.0 12. 1 鉱潟 褐色 密 行 ー→へラす予.
ナテ→岬一

被葬R
へ刊，'，→ tj'

9 土師器 壷 3，7，11 ，62 ，64 11. 2 (6.0) 3岨 褐色 軍 行 ・- 0 →，j'キ 行 .→叶→ミー-埼

10 土師掛 畳 77 ，78 ，79 ，回， 81 15. I [7.7) 3岨 褐色 竃 廿 ......"7 廿. ハケ→へ予行'→ t7'

11 土師器 畳 54 5.2 [3.4) 2叫 褐色 早聖 ヘラナ予. へ;t ず，すず .度調 R

12 土師器 豊 92 16.0 [9.2) 2叫 褐色 望E t; へ;t デ ?予 ‘'除
13 土師器 哩 15 ，85 ，開，田 (1 9.8) (11. 5J l叫 褐色 望E 11' ，へjt 子' ナテ、。

14 土師器 聖 3.7 ，63 ，64 ，66 14.9 [15.2J 4叫 黒褐色 理E 坤→t7 'ーへ甘ず 4 →ナテ'→ハウ 習長軌

15 士師器 聖 2，3，21 ，22 ，49 14.0 [6.0) S鳴 檀褐色 密 行 . ヘラ17 行.へ 1'J::¥ '~→f寸



30-16 

17 
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19 
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21 
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剖
一
日
一
凪
一

時
一
A
一
1

一i 
-

: 
-j -

畳
一聖
一聾

一重

一豊

一聾

一
望

器
一器
一器

一緑

一鶴

一器
一
器

師
一師
一師

一師

一師

一師
一
師

t
一土
一土

一上

一士
一
土

一
士

2叫 赤褐色

[13.6} 1 1珂 褐色

2叫 ! 檀褐色

社間行計砦
50% 1 赤褐色

密 iヘラナデ 1'''' →，1可 |赤私 依魚

雷 j"117 ，坤 1

密 叶t:; ' h ケ→行・ |獲燃(u 付着)

密 ヘヲ1' ，.ハケ ......1 7 ' ハタ 『行・ H度無
密 |岬→行 |ハウ一行 情 "

密 | ヘヲ行' ，''''~行 |サ行・，'''' →行 敏無

14.0 1 蜘 l 縄色 | 祖 k ，ヘラザ IT's' サ→へ?行¥サス ' 1酬

(8.0) (15.8) 

1 (7.51 

8.2 1 (6.01 

18.8 ) 5.4 

31-1 1 011 土師器 | 掴 144 

2 士師器 | 器台 140 

l 土師器 | 器台 141 
土師器 | 器台 132 

上師器 器台 121
- - - - - - -
土師器 量 137 ，38

土師器 | 壷 139 

2.9 1 (2.3) 1 25% 1 黄褐色 E 密 1"11 7.: ・0→鴻毛 |へ刊" ~→，) ・ キ

(10 凶 1 - 1 (3.71 1 川 | 檀褐色 | 笹川~州，押←ハ

日 6 i (5. 7j 1 酬 | 檀褐色 l 密 1，刊行・引所・ |行・~，←州
(5.5) i 2叫 褐色| 密 I ~...札寸ナヂ |へ刊7.:'~-~;Þ キ
{5 川端 檀褐色| 密 |勺行・ 1不明

(11 日 1 - 1 (3. 7j 1 15% 1 赤褐色 1 密 |円。，)令 |行，吋汗・ 1赤影

8.6 ) 2. 4 ) 7.9 叫叫 l 黄褐色 i 岨 |行→へ汁ヂ
す予 →岬『ナ予.

ヘラヤスa リ

主竺竺L !I! 111 ，25 

土師器 量 1. 4，5 

10 ， 土師器 手短ね 15 

32-1 ! 012 土師器 1甘 12 

| 7.5 1 (5.7) 1 2叫 | 暗褐色 | 組 1サ，"7.: '~，サザ「岬 |岬「ヘラザ |依然

- 1 6.7 1 (3.I) 1 1叫 | 褐色 1 I'FJ I "，~行 )1;"→ハトサ行 l被然

H 酎 I 3.4 3. 1 I 7偶 i 檀褐色 J 密 |叶1';'......1 l' 11γ l 

77 1 - [， O} 1 1持 | 褐色 | 密 |ナデ Iw 刊可

- 1 12.8 1 (6.8) 1 棚 | 褐色 | 曹 |州 ¥叫 す テ ・ 1，，，， 

{7.8) 1 (8.4) 1 8.0 1 7崎 t 褐色 ; 禽 1 t9'~"札行→寸 1 ''''-;; キ。行
一 1 (96) 1 (6 O) 1 四 | 褐色 | 密 |行'→寸，)'1 川一，t'l 酬

16.3 1 7.2 1 33.8 1 1酬 | 酬色 | 組 1"117 →すγ |川→ ?デ |酬

土師器 | 器台 119 

33-1 ! 013 土師器 | 高停 11，3， 9，1弘却

土師器 | 器台 !四

土師器 | 壷 114 

土師器 唖 113 
土師器 手僅ね 12

34 ー I1 014 土師緑 | 器台 !回

士師器 i 器台 15，70 ，71 

土師鵠 1 高綜 121.抑

土師器| 唖 !7， 12 ， 16 却 55 国田田市

土師器 聾 14 ，45 師 76

土師器 聾 HT 一一一

泊 -1 1 015 土師器 i 桝 11叩，印

17.2 1 - 1 (22.41 1 奴凧 | 揖楢色 | 密 1"117' -17' 

イ
一

仁

一叫
一ヂ
一

一マハ

一叶
一清
一日
立
法

一
峠

一寸
一寸
一

4

S
E
一密

密

一密

一
宮

一密
一裕
一
密

t
一色
一色

一色

一
色

一色

一色

一
色

M
一冊
一揖

一幅
一
揖

一冊

一冊

一
褐

制
一権
-赤

一赤
一
県

一赤
一赤

一
極

訓
一哨
一
端
一川
一
胤

哨

一端
一

端

土師器 | 唖 1I刊

土師器 量 116 ，18 ，22 ，26 ，42 ，43 ，44

土師器 豊 田， 53

18.5 1 政)!; 1 褐色 恒 I，t' キ.ヘラナデ

(12.6) 1 4.1 1 11.2 1 6浦 | 灰褐色 | 組 11ヂ→ゆキ サ行 |ナヂ→，;キミ山

; 14.3 1 (11.9) 1 4崎 l 極構色 | 密 1"，行 ' へ77 ず |岬，行・

..焦 (日付 谷)

7 4 5 2 

よ
土師器

土師栂

w ~'， I~ ~ I::.I ~: 16 ， 18 ， 2~:23 
24， 30 ， 36 ， 38 ， 40 ， 41 ， 59 

16.0 1 5.0 1 15.5 1 7叫 [ 暗褐色 | 曾 1岬一行¥ヘヲナヂ

13.4 j 4.2 i 14.3 I 6拍 | 褐色 l 岨 1t9' ，サt=; ' I"H 7.:' ~ナヂ

16.1 - 1 (19.41 1 9時 l 黒偶色 i 密 l崎， 1'1 ，ヘヲザ 川11" '，"111' 憶保7 ，土師器

8 1 旧師器

| 土師器

10 1 1 土師器

H 1 1 土師器

12 1 1 土師器

36-1 1 016 土師器

37 ー』 017 土師器

2 1 土師器

聾 16 ，46 ，47

唖 2

型 I~:， 1:" I~:. I~~ 1 ~ '. 2~~ 31 ，32 ， 
133 ，34 ，35 ，36 ，54，56 

聾 60

聾】 6

聖 12.37

手短ね 4y 

畳 9

器台 1 

高符 29 ，30 ，53 

一γ40-1 I 020 

41 -1 1 021 

すテ'→ 4
，"7.:' ~ーすγ ナデ

11" 

、Y キ

T キ

ハケ一泊。キ

ハケ→17'

，、タ『ずヂ

F寸→1;

ハウ→17' .、 B キ，
サケス"

一|崎一行
ヘラ今λ 9. 1't ' 

寸→す予，寸すテー

赤彰

稼彰

依然{日付稽}

赤写多

17.8 1 - 1 (22.8) 1 6叫 |黒褐色 ! 密 l寸1"f'→押・ I "，~汗・丹・ 1彼鱗(u 付箸)

I 9.6 1 (5.8) 1 淵 l 慢褐色 1 {I.t !"11- 1. 叶行e →ナヂ H~1f・ サげ

10.0 1 (6.2) 1 1帽 | 赤褐色 1 密 Iw ，， . " 崎→ザ 樫早
a2 1 (6.2) 1 15 ‘ ! 褐色 | 粗 I "，~丹\寸11' ペ岬→tf・
5.2 1 仏 3) 1 75 品 ! 褐色 i I'FJ 1寸行・一汗・ |岬→行¥サナ予

[4.6) 1 1叫 |恒褐色 | 需 |行 !tf' 

[3.31 1 1四 1 m 褐色 | 密 l行 !行

(20. 4) 1 ー 1 (6.6) 1 1珂 | 抱同色 | 密 |ナデー"キ 1:1'キ→行 場

(15.0) 1 - 1 (591 1 1描 | 褐色 | 粗 |岬一地キ 1"，→押川→清キ土師器 置 153

本9医療土師揖 | 畳 115.22 ，23.31.34.35 ，39 

士師器 i 唖 141 
土師栂 i 高軒四

土師器 | 高杯 17 

土師器 粁 "

土師民 !壷 1 ，1，16 
土師器 | 聖 12，6 

土師器 1 'オ， 1 13 

土自前総i 畳 19，11 ，13 

土自市器| 聾 16 

土師器 | 高杯 |四

10.4 1(7.61 1 1珂 [ 裡惜色 | 密 [行。

何 2) 1 (4.5) 1 四 |赤 褐 色 l 姐 |吋行行

14.4 ー (1 1.7) 1 f四 ! 赤同色 省 、川岬一行・

13.8 1 - 1 (47 1 I 訓 | 短冊色 密 冶キ

| 11. 8 1 (7.0) 1 5同 | 褐色 密，， 1，'今

(1 5.8) 1 ー 1 (14.2) 1 "'" ! 赤褐色 1 密 :J キ

[16.8 } 1 4叫 l 黒褐色 | 密 ~ .1 キ サ ~'.I ・キ

4o 1 (3.6) 1 55‘ | 間色 | 密 1円・

{11.2) I ー 1 (5.91 ! f珂 ! 間色 I - 、倉キ

一二 | (6.0) I (4.51 1 2咽 i 舵 1 I'FJ r;lt f':←押 a

仰 2) I - ' (7.31 I 川 | 僑色 | 曹 117'-，山

4 →?テ.

4 →行.

、l' キ

，)'キ

4 →へlt テー

4 ーす:;'，'咋

，寸

17' 

寸ーミf キ

ナテ

丹'→寸~Tキ

被然

厳書き

依黙 (u 付宥}

依然

土師栂 丹 F ーミ，..，.

tT'→晴→ヘラ押
t1'-'''' 一円汁γ 「

、，、I 行→辻.キ

行'-;1'令 Itf'-ヘラ何'リ→， 1' 今
日 1 12.0 1 8.7 酬 1 同色 1 曾 1汗「岬引所-，þ' l丹・「ハドヘn).'~--

キ I，t 今

(a 剖 | ー ! [1I .5) 1 6叫 | 同色 | 密 1;: →岬→行→へ71 1行「崎一行・ |酬

11. 0 1 4.4 1 14. f 1 7哨 | 赤褐色 | 但 It子'→ 4 →行 ¥サげ |ナヂ一時「ナテ¥行・ i開

ー 1 76 1 l5.91 1 1叫 | 褐色 | 曹 |岬→丹'，，，， H ，''''→すヂ |厳候

U 1 - 1 (58) 1 7崎 | 傷色 | 曹 |、i'l. '， j→ナヂ 1"，→へ附¥崎-:1'1 1

l I (4.9) I 1叫 | 黄褐色 l 密 1:1'キヘ 117' 、i' l

山 | 川い 1 . 9 1 酬 | 檀褐色 | 稽 lp-1 守，引け， 1 1、ハサケスド，nl 酬

12.0 1 - 1 (6.8) 1 25% 1 褐色 i 密 Iw 吋岬ーナヂ 寸ーナヂ→，、j 1 

総台 1'5 9.5 I 13.7 I 9.3 IfX鴻 l 惜色 l 密

寸

6 5 
A
ロ器器師土

円オ回2 i :;むよ~
士師器 | 器台 123 

土師器 | 高何 1"，14 ，1国

土師器 | 畳 111 ，16 

土師器 i 畳 18，9，凪丸市師風岨 130 - 1 3.8 1 (7.71 1 似渦 | 揖褐色 | 禽 叶門

後黙

ヘラタど"
へ1'17.:り →ミl'キ

厳.. 

43-14 

とすづ2

10 

11 

土師器 畳 !?JsiiJ12iE 弘91klHl

t師器 畳 11，4，5，46 ，同.56.111

土師器 l 聾 lu w r 7 1 7 4 剖

土師器! 豊 川仏国

土師器 | 聖 1"，12 

土師器 | 聾 1104 ，1括

土師器 | 唖 113 
土師器 唖 12，3，59 ，61 ，128 

土師器 廻 11，8，29 ，30 届， 73，75 ，123

土師器| 哩 i嗣白川。 110

土師器| 聾 15，16 泊。 34 ，46 ，l咽

土師摺 | 甑 1，， 21 白山 114 ，日5

土師器 | 棒台 |回

土師器 | 摘 117 

土師器| 鉢 1140 

士師器| 鉢 118 

一 1 10 .3 1 (6 け l 訓 i 制

76 1 - 1 5.5 1 1酬 | 削色

74 1 2.6 I 5.1 I 1酬 | 制色

8.5 1 3.6 1 7.0 1 100 包 l 縄色

鉱山

一

敏

一T 
S

一
一
一! 

: ; ; ; 
内
一
へ
一
ヘ

-o

二

札

一
弘
一
γ; j 

J 1 1 1 
一7
一
司
一

一: 
二

円

一

一! ; 
↓
一

一

一

計

i 
-

; : 
2

i
一
司
一
?

管

一
密

一密

一粗

- 1 10 .0 1 (17.I) I 35% I 赤褐色 | 犯 行'

12. :l 1 3.6 1 9.8 1 7叫 | 黄褐色 | 密 |叶行 e 一行

:> 'キ。ヘヲケス 9 

17.4 1 (19.81 1 40% I 糧備色 l 密けず→岬→へ汁ず いケ→行

行.→ミ釘弘行ー

[6.81 1 2施 | 褐色 i 密 |叶行ハタ→ヘラH ・"

- 1 10.0 1 (6.4) 1 湖 | 赤働色 | 曹 |サ行 ¥ ザ -"71 テ・ 時ずず→ゆ

- 1 10.4 1 (8. 4) 1 45 ‘ l 褐色 ! 曾 !ヘヲ村¥す 1'-' -t 一一τ友子Fτ'"

| 10. 2 I (7 叫 | 柵 | 輔色 |粗 |ア f 吋 t I岬何→行 1酬

」一一よ--'-'.:_~_j (6.7) I 2崎 l檀楢色 l 曹 1ヘヲ押 す予『岬 |ヘヲケスリーすず， げ

l - 1 9.6 1 (23.5) 1 6叫 | 褐色 | 密 ト←ヘア丹a げ→坤 1，'" lu 
17.2 1 - 1 (6.61 1 1叫 ! 褐色 !Il 1，，，，→行¥ヘ肝 Iw →ヘラ行¥ ヘヲナデ I ..~ 
18.4 1 ー 1 (5.') 1 1叩 | 褐色 ! 密 111"' -"7 行・ 11テ・→叶ナテ |敏然

12 

13 

17 6.0 1 (11.6 1 1 2措 | 働色 [ 粗 |サ17' ヘヲ~).. ~→11"' ヘヲ行・ |骸I!!

!函

依然

護費県



4 土師器 器台 36 ，88 ，1岨 8. 2 12.4 9.4 851 ‘ 褐色 密 ¥T'キ，へ予すず .11 r n →ナテ - 、y キ 厳!!.

5 土師器 器台 127 ，128.1: 謁 .137 ，日3 8.4 11. 4 7.7 5叫 慢褐色 密 i員'キ . へjt 子'→ t7 ヘラ行 ー行‘ーミ闘

、Y キ

6 土師器 器台 1臼 7.6 [5. 1) 氏鴻 随褐色 組 ，Jーキ?ヂ 17' .へ711' ，~，i'キ
7 土師器 器台 13，16 ，63. 嗣 (9.6) [3.0) 1叫 極褐色 組 ?ヂ ナヂ

8 土師器 穂台 14 5 11. 3 [5.9) 
45‘ 褐色 密 ナデ，ナデ→岬 ナテ'→ ，1'キ

9 土師器 器台 107 (10.9) [6.4J 45 '‘ 褐色 麿 ナγ，1y '→ F今 ?子.→ハタ → ¥j' キ

10 土師器 器台 66.70 11. 4 [6. 1) 3叫 褐色 曹 1t'- 崎一行. 官.→咋 4 廿 ー

11 土師器 高軒: 35 ，10 2， 13 3， 160 19 .4 11. 6 13，0 6叫 褐色 密
す干.ーへ7tテ' → ¥t'札

すす -へラ朽'.tず
廿 -ヘラ令ず

12 土師器 高杯 13，41 ，46，招，曲， 110 [9. 4J 5叫 赤褐色 密
法、.y本多 9ーナテ・

、がキ 赤彰岬→ナデ

13 士師器 畳
5.6 ，7，83.89. 蝿 .97.98. 抽，

4.0 [13.5) 
100.134.146 85' ‘ 黄褐色 密 11'ーへ jt デ

時「廿

，寸→ ~i'~. "71 デ

14 土師器 聖 29 (9.2) 3.2 7.4 5(!‘ 抱褐色 密 行 →ヘヲナテ
行'→へ刊，'q →

ナデ，へ予ナデ

46-15 土師器 聾 7.15 ，65 ，67 ，70 ，72 ，120 ，124 ，125 ，126 12.3 4.4 12. 2 7叫 極構色 聾 rゆ→行
岬→ナヂハラナデ，へ刊

スリー崎ハタ- T キ

16 土師器 聾 10 1.14 8，152 14 .2 [1I .5J 55 '‘ 褐色 事R ナテーーへjt デ 17'→寸1À-~- 17 ' .~().).付1!)

17 土師鱒 聾 31.69 .71.79 ，80.81 ，123 18.2 [20.0) 反消 褐色 密 rr →ハク，ヘヲナヂ 、ク 行' - '''! .咋‘ 護費明
相 9→ナテ

18 土師器 壷 114 ，138 15.6 [19 .5) 倣鴻 矯褐色 粗 ヘラすず→すず. へラすず
へjt干'→tt' . 

骸~....71A. 唱『行 .

19 土師器 聖 34 9. 4 [7.1) 
45'‘ 備色 密 ナ手ハ今 ハタ

20 土師器 聖 32 10 .7 [6.9) 4叫 褐色 開行 ' 《今 担長艶
21 士師器 理 14 ，61 ，122.126 ，165 10.2 [6.5) 3怖 褐色 密 t'1'苦へ 7it' 時「行

22 土師器 聖 11 ，114 9.4 [6.8) 20 覧 褐色 密 行¥ヘラ甘 寸 t n →ナ予

23 土師器 理 13.1 4.15 ，16，66 ，67 .68 10.8 [7.IJ 2叫 赤禍色 密 17'.へ n 7' ハケ→すγ 依黙

24 土師器 甑 日4. 1臼 14 .5 5.5 14. 1 7"" 褐色 粗 す号.→へ討デ すデーへ刊" ~ーナテ' II !I!¥ 
25 土師器 手担ね 33 3. 1 3.2 2.4 1似鴻 様褐色 密行 . 1'1' 

47 - 1 025 土師器 器 台 73 8.6 [2. 4J 25¥ 褐色 粗 ?す.→¥j 't. すず 行 -¥j' 化廿

2 士師器 器 台 75 14.0 [6.4) 15¥ 暗赤褐色 密 行 . ヘラナヂ→行. ナテ.→ :j' キ

3 土師器 器 台 66 (12 .0) [7.3) 日現品 褐色 密 サナデ→ナγ.行 ' w 札tT ' 被然

4 土師緑 器 台 22 (16.3) [7.8) 45 覧 檀褐色 密 ，j'キ，へ7t't' → t1'， "7 ¥j 'キ.ナ l'

5 土師器 時 台 40 (9.6) [6.4) 60!‘ 褐色 密行. T キ II !I!¥ 
6 土師器 聾 49. 66. 70 ， 77 22 .8 7.8 26.6 以鴻 褐色 密 ，'" →押凶t7 '，1γ『坤 叶→廿' 木9度疲， 敏縄県(u 付着)

7 | 土師器 壷 伍 (1 4.2) [7. 1) 含叫 黒褐色 型E 坤，朽 '''1， 17' ー度!!.
8 土師器 曹 71，78 .79 [13.8) [6.3) 2叩 褐色 密 '"ケ ，17' 17' 企 1、守 厳無{日付 着)

48 -1 026 土師器 務台柑 7.5 11. 0 5.9 8叫 赤褐色 竃 W¥. '寸-t7' ，サ- 倉.キ

2 土師器 器台 3.10 ，12 (8.4) 11. 6 7.9 
4"‘ 赤褐色 宮行e す予ミ倉キ

3 土師器 畳 10.6 [5.5J 2崎 極構色 密 '''!→ ¥J'キ :j' キ

4 土師器 聾 3.6 ，7.10.1 4，21.44.47 5.0 [13.5) 45¥ 赤褐色 密 へ予すデ へ予tt' .へ予 争f 。

5 土師器 聾 15 ，31 (1 6.8 ) [7.0) 1岨 褐色 密 'ゆ→ナデ、汁デ す号. 岬→すす 被~(X.~付着)

6 士師器 現 53 7. 4 (12.0) 4岨 貧困色 密 ヘラす予 ハケ→ iγ キ 木業11( . 被黙(u付 着}

49-1 027 土師器 畳 4，5.16 ，20 (7.9) [7. 1) 臥消 暗褐色 密 ナテ ，ヘラナγ すテ. 置書 I久 l

2 土師器 器台 2.3 ，8，22 (15.6) I (14 .0) [15.8) 2怖 極構色 密 ミ"キ ¥1キ 赤彩，花園系

3 土師器 器台 3.7.38 11. 1 [6.2J 85 犠 暗索縄色 密 ミT' t" 吻『行. 岬 -， j'考 赤彰

4 土師暗 器台 22 [5.6) 2叫 黄褐色 密 炉、ラすラ. ヘラナテ司、f キ

5 土師器 高柄t 3.4. 16 [1 1. 8) 敏明‘ ;Jf.褐色 密 ¥)'1. 岬 .......1 7. 時「ミカ.キ 要民種多

6 士郎器 査 33 ，39 ，026- 14.33.40 ，41 16.0 [7.0) 
45‘ 纏褐色 密 tt' ナ予.

7 士師器 畳 剖 3.8 [3.2) 
s‘ 暗褐色 密 叶ナヂ→ T キ ナデー，1'キ

8 土師器 壷 8. 24 ， 25 ， 26 ， 27 16，7 (18. 7) 7晴 黒褐色 竃 ハザヘ升デ i0岬→→ナケ?ス" ーナj'

9 土師穂 唖 7，8，15. 16，27 ，32. 41 13.3 '.7 16，3 7叫 島褐色 唖 廿 '.0 ，サ，T' ， 伎舞民(日付 着}

50-10 土師器 壷 28 (1 4.0) [8.0) 古車 貰褐色 密 廿 '.0 ヘヲ甘. ? テサ

11 士師器 聖 19 [17.5) 3岨 憧褐色 組 時行'. ....7 朽. ，、ケーす予 後熱

12 土師器 畳 5，20 (12.0) [7.2) 別鴻 赤褐色 E 
ヘラナテ-寸→行- ハケーすテ.→ ¥l' キ，

省事弔
l' キ すず→ 1γ キ

13 土師鴇 塩 描 6.1 [4.0) 1崎 暗褐色 密 時ーへ甘 ず ハ? 依然{日付着} 木繁復

】4 土師器 直 8.42 8.9 [6.3) l叫 暗褐色 密 1j →ハタ ，、。「ナテ.

15 土師器 哩 21 9.5 [5. 8) i叫 暗褐色 密 ナテ 時→ナデ

51- 1 028 土師器 嗣 138 ，14 0，141 9.3 2.2 8.6 80:1 瞳褐色 ¥'I! ?予. 1'r ，'¥7 ケス 9-
彼~(;(X.付着}

tT' ，ヘラナデ

2 土師器 鉢 161 11. 0 5.0 7.1 85l ‘ 檀褐色 粗 ナテ. ナヂ

3 土師器 腕 170 4. 2 [7.0) 叙M弘 檀褐色 密 十字へヲナデ
t'1' ，へラ1y' ， 

ヘラケス"1 →サナテ.

4 土師器 器 台 11 ，80 7.9 [4.7) 65~‘ 赤帽色 密 ナデ，へj1デ 寸 -， 1 札ナヂ

3 土師器 器 台 95 5.5 [3.7) 回 % 褐色 曹 ナヂ「ヘラ行. 時『廿 .

6 土師器 器台 103 (8 泊 12 ，3 8.4 
回1‘ 褐色 世

行 .→¥1 'キ へ;1 1t' ，IV ケ.

テ 行→ミY キ

7 土師器 器台 148 (12. 4) [7.2) 3叫 赤褐色 密 ，1 考。 F今一行 ゆキ

8 028 士師器 器台 7，64 12.5 [5.8) 5叫 赤褐色 密 ナデ 時→ "キ 後然

9 土師器 器台 107. 11 0 10 ，5 [5.9) 45¥ 極構色 密 ヘラアテ'-'1 7' 峠『ミl' キ

10 土師器 器台 69 11. 2 ['.5) 日鴻 赤禍色 密 ~Jt. 峠→ナテ ，、ケ→ :J'キ

11 土師器 鰭台閣 (11. 6) [5.9) 30¥ 赤褐色 密 へnt" 廿.→，1・き 赤彰

12 土師器 器 台 194 [5.0) 25¥ 檀褐色 管 ミ金・弘ヘラすデ U'I 

13 土師器 器台 70 11. 5 [6.8) §叫 赤褐色 組 、Y キ，ハケ→行 0 -・" キ 赤彰

14 土師器 器 台 31 11. 1 [5.9) 
'5' ‘ 褐色 理E ヘヲ行 -行 . 行 '→ w キ 赤彩

15 土師器 高杯 108 [9.6 ) [6.3) 25 稲 健褐色 電E ナデ
t7' ，サ1'" →ハ令→寸

:) 'キ

16 土師器 高杯 2.5.7. 1= 泊， 195 (1 8.3) 10.7 12.0 7叩 極構色 望E 'ゆ「ナヂ， 行.→，、タ 'ゆ 「ナヂ，行-， ゆ

17 土師暢 高例ミ 16 ，11 2，132 (11 .8) (6.4) 5.8 4叫 褐色 軍 t7'.tT'-~"者. i)'キ すy' • ヘラ，，'。→寸，1' キ

52 - 18 土師器 高杯 72 (23. 0) [6.0) 3叫 憧褐色 密 不明 ，、タ

19 土師器 高何: 14.90 [9.6) 4崎 檀褐色 密 へjtデ→ :1'キ，ヘラ?予' 時→明.

20 土師器 柑 7，12 ，81 (9.0) [6.2) 
5'‘ 赤褐色 密 ナ予 .¥1'キ ナデ.、 l' キ 赤彩

21 土師器 畳 6，14.101 (3.2) [7.3) 60¥ 歯褐色 密 ナテ ，、今『寸す号， すず

22 土師器 畳 123 (14 .4) [8.0) 
15'‘ 慣褐色 密 jj '，，，今一ナテ. ヘラ行. す予 _ ，寸『すデ

23 土師器 畳 154 ，168 ，173 (13. .) [7.3) l叫 暗褐色 密 へ711 '，'サ -11" ハゲ→;:;' ，ずテ.

24 土師器 畳 136 13 .0 [7.3) 2叫 赤褐色 密 ナ予'，"1 →、Y 帯。寸11' すγIナテ・- :T'キ 赤彩

25 土師器 車 14 9，151，153 ，164 ，165. 1崩， 167 17. 8 9.2 24.0 
65' ‘ 暗褐色 密 叫 -17'. 晴 咋，叫『甘 . 被熱(><付 着}

26 土師盟 哩 145 19.9 10 .2 27.0 
85' ‘ 黒褐色 密 'サ→ 17'.へ 71 1'. 行 ' ，、タ→t7' .''"'' ，サ押.

27 土師器 聾 17 1. 176. 18 7. 189. 1曲 (16.8) [21. 5) 2叫 権褐色 密 へヲ-1 A" →へ71 '1'. t7' ，、今すず，ヘラ今ス・，

28 士師器 聾 2，3，6.47 ，48 ，49 .96. 13 7. 1坤 15，6 [17. 1) B5~ 暗褐色 密
ヘラ1"'- ナデ. す予 - ^ '''!.サ 1>'9→丹，、タ

相 →ナヂ

29 土師器 亜 2.3 ，50.51.58.59 ，63 ，137 ， 18 3，19 8 14 .8 4.8 17.0 85‘ 暗褐色 ~ 丹 -ーハケヘラタ，'，
岬→丹

寸何'~-1t'

30 土師器 聾 15.6.28 四 127 (17. 2) [15.3) 3叫 暗褐色 iI! 
崎一11' ， ヘラケス'ーへ?

寸 tt'
令デ



31 土師器 聾 1. 151 (21.2) (18.2) 4叫 黒褐色 密 岬-tT'， "'1 ーへ予ナヂ ''''-1 ず，''''

32 士師器 聾 2，3，払 l的 17.0 (17.4) 
65' ‘ 黒褐色 密 岬→行 時‘ヘラすす. ハケ→ナテ 岬

日 -33 土師器 彊 83 10.2 (7 ，6) 15¥ 褐色 聾 すず， 17 'ーへ7t y ' す予.→坤ー甘 "'r

34 士師器 量 11 ，岨， 1曲 10.9 (6 ，2) 
15 ‘ 褐色 密 崎 ヰー行.

35 土師器 聖 41 10.6 (6.5) 15'‘ 褐色 密 ナγ 今 へ711

36 土師器 II 153.169 11. 5 (6.6) 1(鴻 檀褐色 軍 すず，へすすず ナγ

37 土師器 聾 104 8.4 (5.3) 15~ 極構色 密 ?γ. t7 ' 崎 ハケ→す手

38 土師器 唖 16 2 11. 0 (6 ，8) 】5l‘ 褐色 望既 t'i ，へ7t f' 17 

39 土師器 甑 11 ，1凹， 139 ，144 21. 2 5.3 16.9 70 誕 褐色 曹 11'. '寸 岬ーへnt"， 17 '

5<1 -1 029 土師総 向杯 1，2，3 (14 .4) (3 ，6) 1叫 褐色 聾 ナテー 岬→ i量'キ 毎度無

55- 1 030 土師器 ! 器台 !6，261 7.4 (5.4) 60% 慢褐色 密 tT' .ナラ'→ Fサ 行均一行 .

2 土師器 器台 3. 12. 154. 247 10. <1 (5 ，5) 45¥ 赤褐色 宮 (，キ.'咋， 17' "'T . ~ ， ' キ .17' '"彰

3 士師器 器 台 3.185.189 (1 0.6) (4 ，4) 

""‘ 
貨同色 車 ミ倉'¥ ，岬ーt7' す予 岬，"'r -w キ

4 士師器 緑 台 3，6，51.197 ，243 10.6 (5.0) 4叫 赤褐色 密 ;j'冬，ヘラサ予・ i す干' ()キナ予. 存書多

5 土師器 器台 1I ，48 ，92 ，238 ，2S9 (15 ，0) (5.2) 3叫 黄褐色 世 岬^申 -1 テ， 1テ ミl' キ

土師鵠 高柄: (8 ，1) 4冊 赤褐色 密 岬『行 e →、Y キ
時行 -ヘラ甘ーミ

赤彰6 3，6.38 ，87 ，169 ，224.241. 246 B キ

7 土師器 高綱: 81.広』 14.0 (5.0) 3岨 赤褐色 密 浪、白押-消キ (1 ・キすヂ 、倉キ 赤彩， 後然(日付着}

8 士師器 均 2. 10 ，11 ，74.90. 213 (¥ 1. 0) (14.2) 4叫 首褐色 密 ナヂ.、 I キ すヂ，'''' 油、 値観(日付着 1

9 士師器 士甘 78 ，210 ，225 (9 ，2) (4 ，9) 
15 ‘ 黄禍色 密 tj' ， ~...キ ナテ'，(1'キ

10 土師器 量 196 (19.6 ) (9 ，0) 15慌 灰褐色 密 "7 tT'→門戸 ハケ すす 程度熱

11 030 土師器 畳 2.3 ，10 ，11，同，師， 14 1. 177 ， 2日 10.0 (8 ，3) 4怖 褐色 宮 す7' ~..キ す子 。(1 キ

12 土師器 壷 114 ，13 2. 日8.159 ，255.256 5.0 (5.9) 3叫 自民禍色 ¥'Il ヘ背ず ....HÀ.~ ，'叶→ i倉キ

i3 土師縛 査 1，2.11 ，12 ，41.75 ，102.142. 210.2 11 (5 ，0) (13 ，4) 
35' ‘ 黄褐色 密 ヘラナヂ (j 'キ 厳算事("付箱)

1，2，3，55 ，59 ，67 ，82 ， I【見

56-14 土師器 唖
107 ，108 ，109 ，119 ，121 ，122 ， (2 1. 5) (28. i) 65l ‘ 黄褐色 密

ヘラ~^'リーすデ， ハケ→す
'''' ，1デ 司民想

123 ，125 ，126 ，136.145 ，146 ， 
テ4

147 ，148 ，183 ，197 ，198 ，220 ， 22 1，243 

15 土師器 聾
2.3 ，56 ，57.58.70 ，134 ，188 17.4 (23.4) 
19 1. 19 2. 1':H.198. 2叩 .22 1 ，243 

6叫 黒褐色 組 時一17'， ，，'甘ず .岬 岬 -11' ，1寸.1 1' 11舞~(;u，付着)

2.3 ，11.12.38 .43.93.96.112.113.140 

16 土師器 壷
，1拍ー I回. 166. 167.205.2 10.2 L5‘219. 17 .8 
223. 224 ，236 ，240.24 1.244.246 

(16 ，4) 55¥ 赤褐色 密 t=;' .ヘヲ Tず F寸「すず"叶，へ1t'1'

247.248.255.264 

17 土師器 量 84 (1 0，4) (9 ，2) 30¥ 褐色 望E 17' ， tテ'→サナデ
F今4 ナテ

すヂーt寸......17 .

18 土師器 聾 116 ，117 (10 ，4) (6.5) 3O!o 白灰色 宮 ナデ→，サーす予 ナデ→r咋

19 土師器 豊 l (1 0.0) (5 ，7) 2崎 褐色 密 すず ，t=;' →時 ヘラ行'→，ゅ

57 - 1 031 士師器 器台 47 7.9 11. 6 7，3 製鴻 赤網島色 密 ナ予 ナテ 亦影

2 土師器 器 台 1. 2，8，10 (7.4) 11. 0 7.2 45' 燈褐色 密 (j札時一廿ー ハケー(r キ

3 土師器 器 台 31. 59 (11 ，4) (7.2) 3岨 褐色 密 時→イty' 4 →(s 'キ

4 士師器 聾 43.44 (1 9，8) [白 0) l叫 働色 禽 岬→ナテ p ヘラナテ 坤→1ヂ 値県(日付着}

5 土師器 彊 4.45 10.8 (6.5) 45% 赤褐色 祖 時→廿坤ーへ甘号 'サ ーへ;t 手 依然

6 土師器 聾 42 9.6 (6 ，8) 
35‘ 檀働色 密 へラ7予 不明 程度!II

7 l 土師器 唖 46 8，6 (4.5) 4叫 同色 曹 へ;1 デ ，サ→ナデ

58-1 032 土師器 畳 15 16.6 [6 ，6) 2叫 檀褐色 密 F寸-tt ' ハケ→t'f. ハケ

59-1 033 士師器 高 杯 31 ，32.60 2u， 4 (6 ，7) 5叫 赤褐色 密 ;) 'キ ;)'キ 11 費生

2 土師器 土省 2，7，11.13.14 ，36 ，37 (9.8) (15.0) 3叫 褐色 望E ，，.， : ~~17' J寸→ "札 t1"， ~^ . ~ 首度黙

3 土師器 鉢 3目 25 5，8 (4 ，7) 3崎 県褐色 密 ヘラナテーナテa U 'キ

60-1 034 土師器 柑 2，5，74 ， i5 13.6 3，8 7，4 8叫 黄褐色 密 ナテ'-"キ ナヂ， tテ -イ 11 県

2 土師器 畳 1 ' 2 (6.6) 2叫 赤褐色 密 寸，x' ~_.泊可、倉1 ，1'キ 赤彰

3 土師器 土甘 14.35 4，4 [4.3) 4叫 赤褐色 務
へ77 J. .Y....... ，r .押 '→ i "H^'~-tデー
がキ へ刊^'I，_~量'キ

4 上師器 量 4，5，15 7.1 (5 ，4) """ 黄褐色 祖 へラ廿-朽 時→ナテ

5 士師器 器 台 67 (1 4.6) (5 ，9) 3四 憧褐色 組 行 4 →ハケ白ナラ ナt'→ミ Y キ 厳然(日付省}

6 土師器 器 台 1. 17 (1 6，0) (3，9) 2叫 檀褐色 密 17 '-1 寸→へ717 ' t::;'--o 、が今 赤彩

7 士師器 器台 85 (8.3) (3 ，6) 3叫 赤蝿色 It ハケ→t7'→ヘラすす すデ→峠→消キ

8 土師器 器台 自， 71 (6 ，4) 2四 貧褐色 岨 ミ拠"，"'1- 甘 ー (jキ 敏黙{日付着)

9 士師器 器台 1，2 (5.5) 30¥ 黄働色 密 ，)'キ寸→ヘ 111 ー 、'キ

10 土師器 器古 49 (5.6) 3剖 慢褐色 密 ()'キ，寸→ tj' (1'キ

11 土師器 聾 2.8. 15 14.6 (12.0) 
251 ‘ 憧褐色 禽 ナ:;-，ヘラナヂウ ，、守， 1子'

61-12 土師器 聖 5 (13 ，8) (4.0) S首 !!¥褐色 密 7テ→崎，へ717 岬ーへ;1 干'， 1子'

13 上師器 型 5. 12.59 ，80 9，2 [14 ，0) 3岨 働色 ¥'Il 4 ーヘラ押' 時→ヘラ肯 *1 健婦延

14 土師器 費 9.0 (5 ，8) 30¥ 黄褐色 a へ予行寸→t.'" '寸，寸→す 7

15 土師器 哩邑 37 9.8 (5.7) 3( 鴨 褐色 密 へヲ廿岬→t1' 岬，、ケ→行.

16 土師器 甑 30 ('.6) (3.1) 5l‘ 鼎褐色 ¥'Il ヘヲ1; へヲウ1.' ~.へ予すず

17 土師器 :ェ .t，7 国 3.8 (3. ') 6叫 黄褐色 署管 ヘヲナテ ハケ→サナヂ，ヘラナヂ

18 土師器 iニ子三7 169 4，1 1. 8 3.8 I()( 鴻 縄色 密 ナヂ すず

19 土師器 ~;:.h7 168 3.4 (3.6) 8叫 褐色 密 17 ' 1; 

20 土師器 置 36 ，38 22.7 (5 ，9) 15¥ 赤褐色 曹 "キ ミ倉、，ハ今一 iJ キ Hド彰

“2ー l 035 士師器 器 省 15 ..0 ('.0) “鴻 檀褐色 竃 行 e →ヘラfデ. へ竹デ
ナ手'→ヘヲ，，， '9 ，

敏!I!
へラヤn

2 土師器 器台 .4 (7.') (2 ，3) 3叫 褐色 密 廿.→ヘ甘号 17 ー→，)'キ

3 土師器 器 台 6 (11. 0) (3 ，9) Z叫 高色 密 tj'--. へ予行' す予

4 土師器 置台部 (3 ，8J 3叫 質褐色 車 ナヂ， t7' ーサty ' 叶 '0: ~→すず ‘帆
5 035 土師器 器台 14 (2 .5) 2時 檀褐色 密 ナテ 1; 

6 土師器 器台 4.10 (13 ，0) ('.2) 2叫 間色 管 ナ子・ーFウーヘラナテ' すす'-， j '，

7 土師器 器台 10 [4.6 ) 3岨 灰褐色 a 行→ヰ→甘ー 'サ「す j' .実現換

8 土師器 高杯 4 21. -4 (6 .8 ) 4叫 檀褐色 密 行→、f キ tr- ハゲ→、l'キ 厳然

9 土師器 崎将: 1. 3: '4. 7.10.20.22 20.3 (7.IJ 40¥ 蝿色 軍 朽.→崎→ :j' 、 t=;' →峠→ U( キ，

10 士師器 側杯 13 ，35 12.8 (6.2) 7冊 穐色 密 すず 甘-ヘヲ rn- 廿 依然

11 土師器 高収 12 5 13.9 (5 ，1) .5% 黄備色 密 ナテ'-，，，，→ナデ 崎一行.→廿 '

12 土師器 壷 4， 23 ， 29 . 37 . 38 15.7 (7.') 2叫 黄禍色 組 ，寸.へラナデ 内‘叫→明. ー質解

63- 13 土師器 畳 19 (8 ，2) 3叫 慢褐色 望E 不明 (1'¥，'サ→，.'キ

14 士師器 壷 4，5.7 ，10 ，13 ，28.29 (11 ，0) 3， . 10.3 60l‘ 檀惜色 密 すテ. ミがキ，へ;t ヂ，へ?ケ x・0

15 土師総 畳 3.4 ，5.6.12.13.34 12.7 (11 ，5) 40¥ 櫨褐色 型E 坤→行ー行. F今一ナデ今 彼~(_~^付着)

16 土師掛 唖 17 (14.6 ) (13.0) 2(1‘ 極構色 密 ，，，，→ナテ'，t1' →へ;1 子' F ケ→ナ予' 置構(日付着)

17 土師器 聾 1. 7.18 15.0 (19.9) 邸Y覧 鼎褐色 a 崎→Tず. t'; ' tt' .へ予tt ' 被構(日付着}

18 土師器 聾 7，20 11. 4 (5.9) 3叫 赤褐色 密 ハ今 s、1'， 1ず

19 土師器 唖 10 ，30 12 .4 (7 ，1) 日賞 権同色 曹 へnt' ，、ケ→寸ナ7

20 士師器 鉢 31 9.6 3.6 7.0 8叫 檀褐色 組 ナデ→寸→ヘヲすデ 行'→寸→ナデ

21 土師器 ~::.t:..7 141 5.8 (3.1) 5叫 檀褐色 密 すず今→行. 時→行.

64-1 036 土師器 器台 6.7 8，1 11. 0 7. 1 銃購 褐色 密 ，j 'キ，ハケーヘラナ予. ナ予" (1'キ 漉雪色(̂'付着》

2 土師器 鉢 l 5. • [4 ，') 35~‘ 黄褐色 密 刷、H ず へ予すデ

3 土師器 理 l (16，0) (8 ，8J 1(潟 黒褐色 望E tt- ，へ昔tr 岬 -- t:;- 世'魚 '"付着)

4 土師器 聾 8 11. 2 (7.0) 20 曳 褐色 密 fデ寸→へ7tf ' ，、ケ→ナテ a

5 土師器 | 手短ね 12 4.0 2.7 
9"‘ 褐色 密 ?予 . ナ?



65-1 037 土師総 唖 8，9，10 17 .0 6.0 22 .4 例鴻 黒褐色 禽 ハケ→すデ。ヘラ17'
岬→ 17' ，I咋.

へ?ヲ].' ~ ，へ71デ

2 土師器 iェf:>.1 116 6.0 3.8 6.6 製鴻 褐色 密 ヘラナデ ハケ→ナr 押
66- 1 038 土師器 器台回 (6.6) [6 .2) 3崎 褐色 密 ミS・キ，tt ' ".令

ワM 土師器 器 台 9，32 (12.4) [5. 1) 25~‘ 黒褐色 密行・ ミ倉キ

3 土師緑 巻 73 (11.4 ) 4. 0 18.7 飲酒 褐色 密 ，r キナr '"キ
4 土師器 畳 8，9，10 ，12 (8 .8 ) [5.0) 2咽 褐色 密 寸→'"キ ，1F ミr キ

s 土師器 畳 4，11 ，56 (5 .6) [7.6) 2岨 構色 世朽 . へ予すず

6 土問器 畳 59 (3.0 ) [3 .6) 1叫 檀褐色 密 ヘラナヂ ハク
7 土師器 葺 51 (26.0 ) [8 .8) 2叫 褐色 組 ，ゅ，ヘラナヂ ヰ→廿.

8 土師器 量 17 ，28 9.6 [4. 2) 珂 褐色 I'l: ヰ 4 甘. 岬→t:;'
9 土師器 壷 24 (18.0 ) [18.0) 2叩 思褐色 担 F寸.へ予 rq →t:; ' o 彼!I!
10 土師器 亜 75 (15 .4) [7. 4) l叩 間色 密 ナテ・-， 1 キ ρケ 厳然{日 付著}
11 土師器 壷 71 11. 2 [6.9) }時 褐色 聾 ヘラナデ，丹.→ヰ F今 組廃P.. (日付 . )

12 土師器 書 23 (8.2) [5 .5) 5% 褐色 密 行.廿.→ ，、今 ナデ→寸 I!I黙 【日付着)
67-1 。叫9 土師器 器台 1 [4.6) 25l‘ 褐色 密 T 札ヘヲケス" 坤- T キ

2 土師器 器台 3 [4.1 ) 25l ‘ 暗褐色 密 、j' キ，t1"
1・1

3 土師器 栂古 13 [5 .3 ) 3叫 黄褐色 密 ナテー→ハケ『行 ハケ

4 土師器 高桁: 4，8，9，10 ，12 22.5 11. 0 15.0 以鴻 暗褐色 密 '"キナ ヂ ，t' キ

s 土師器 高拘 i2 (18.0) [4.2 ) 1叫 褐色 竃 時一甘. ハケ→'"キ
6 土師器 畳 2 4.6 [9.8) 3岨 界褐色 竃甘 . ハタ→ ミ倉 キ B年彩
7 土師器 査 5 4. 0 [2.5) 2叫 褐色 組行 . ，、均

8 士師器 聾 14 10 .8 [6.7) 3叫 赤褐色 組行ー 時→廿.

9 士師器 聖 23 (1 0.6) [5.9) 15% 褐色 置 1ず ハターナデ
10 土師器 聖 6 10.6 [5 .8 ) 5嶋 橿褐色 密 t:; ' ."7 →行a 17 ' 

68 - 1 040 土師器 器 台 1.14 ，24 (13 . .) [6.5) 3叫 暗赤褐色 密 時→廿 0 - :1'キ 依然赤彩

2 土師器 器 台 1，2 [5.4) 25' ‘ 赤褐色 竃行・ :l'キ 後黙
3 士師締 総台 4. 21 [5.6) 2時 橿帽色 密 ，1 脅す予. ミb・キ 根駅S彰
4 土師器 高 杯 1，21 [5.9) 30 ‘ 褐色 密 ，1'キ，ナデ ，1' キ I!IP.. 赤彩

69-1 041 土師器 器台 1. 2. 15 (1 0.5) 11. 4 8.7 阪鴻 褐色 組 すデ ，、。 後!!!
2 土師器 器台 14 .19 9.8 6.5 5% 極構色 密 不明 不明
3 土師器 iニfュ7 14 [3 .0 ) 2叫 褐色 密 ナテ Fゆ 被!I!
4 土師器 高杯 2 17.0 6.2 1叫 黄褐色 膏 '"キ ミ倉.キ

5 士師器 壷 1. 14 [14.5) 4岨 檀褐色 密 ナ予 すテ 倉・キ 赤彩
6 土師器 壷 4 (1 1. 0) [7.3) 25% 褐色 密 すヂ ，、守 厳然

70 - 1 042 土師器 器台 10 8. • [2. 8) .5% 黄褐色 聾 ，1' キ ，t'キ 厳然旧来付着)

2 土師器 高相 118 (1 4.0) [6.3) 2岨 極褐色 密行' ナデ→，T' キ

3 土師器 聖 2.3.6 ，7，11.1 2 12 .8 [15.4) “鴻 褐色 組 時廿' ，...， 被!I! (日付 着)

4 土師器 哩 4.2 1，27 2 1. 2 [13.6) 35 '‘ 黒縄色 密 時甘 . ヘラr̂' ，-廿 . 厳県[日付 着}

71 - 1 0.3 土師器 器台 15 9.6 [1.1) 5叫 短冊色 密 ，1 キ坤 ，1' キ

2 士郎容 器台 11 [6.1) 2叫 褐色 密 ハウ→行 ミ，・キ

3 土師器 高 杯 7，8. 12，18 22.8 [8.3) 3叩 檀間色 密 11 'サ→丹ー 智度'!¥

4 土師器 畳 2 9. 2 [5 .0 ) 35 ‘ ;Jj<褐色 密 ¥tキ. t:; ' ミ倉'キ 赤S診
s 土師録 壷 1.4 ，5 (17.6) [1 .2) 1叫 赤褐色 極 すテ. 1'1 
6 土師器 壷 4.14 (9.8) 3.0 [8.0) l崎 褐色 祖 ヘラタス" ベラケス' !- ナデ 習室11¥ (日付 場)

7 土師器 聾 3，16 10.4 [6.4) 15l ‘ 褐色 密 '今一行' ，、今→ナず

8 土師紙 量 6，7.8 ，9. 18 10.4 [6.1) 20% 券鴨色 曹 17' z、均

9 土師器 彊 17 10.6 [10.0) 日‘ 同色 密 廿'，''''' ハケ

72- 1 04. 土師栂 僻 台 59 7.8 10. 2 1.4 以鴻 憧褐色 密 ，、7-1t' ，、均

2 土師鴇 桜台 7.4 7 8.2 10.4 8.0 7時 担褐色 宮 ミ，・キ，ナ予・- ，寸 ミj' キ

3 土師栂 器台 80.81.9 2 7.3 11. 3 8.3 8咽 褐色 置 ，1 キ岬→ナデ へ予tr
4 土師器 器 台 3.4 .5.38.84.9 3 1.8 I 10.8 7.8 7叫 極構色 密 ハウ ハケ

“ 5 土師器 器台 2，&0， 92 9. • (2 .7) 30 ‘ 檀褐色 を鰐 p咋ーミ量'キ 功一世'キ

6 土師器 器台 78 9.0 [1.3) 4叫 極構色 密 T キ寸 ，j' 考 依然

7 土師器 器 台 75 [6. .) 3崎 褐色 密 すデ サ T キ

8 土師器 高 杯 2，3. i. 8， 57. 61. 83 21. 8 6.1 4叫 燈褐色 軍 ミ，・キ ミ'キ

9 士師器 高 杯 7.8.9 2 (20.8) (6.8) 2叫 褐色 密 ハケ『、Y キ ハケー，1' キ

10 士師器 鉢 1，46 ，89 (20. 4) (8. 9) 荻鴻 赤褐色 暗，咋 'ゆ→ナヂ

11 土師器 畳 8，92 7.2 [6.9) 5叫 褐色 曹 U' キ.ヘラ t'1 ミ)'キ

73 - 12 土師器 畳 16 (16 .1) 3崎 褐色 粗 ヘヲナ予e →，1' 考 ヘヲrn →、Y キ

'‘'恥13 士師器 畳 曲 12.2 (4.9 ) 2叫 帽 色 粗峠 ハウ

14 士師器 畳 80 (1 6.8) (6. 4) l時 極構色 祖，~ケ 時一廿'

15 土師器 聾 47 (18.0) [18 .7J 45l ‘ 黒褐色 衝 ヘラケス・，→ハケ→ t7' F、ヶ 程度燃

16 土師器 世 .4 15.7 5.0 14. 2 1(1(鴻 褐色 密 ハウ，ヘラナγ o 司長智弘

17 土師器 型 42.64.92 (18 .8) (9.8) 15l ‘ 担褐色 粗 z今，17' 時「廿

18 土師器 聖 8，92 (1 8.0) (10.0) 2叫 赤褐色 密 時→甘'，1T' 時ーすず

19 士師器 聾 8，49 ，77 ，92 23.2 [14.7) 35% 買褐色 粗 ハケ→行 ，ヘラタスー' 'ザ→ナデ，ヘラ タス ' 

20 土師器 可匝 1，54，63 ，剖，7 1，92 (15.8) (6 .0) 18. 2 4叫 黒褐色 密 晴「廿 ，廿 岬-17' ，へ門z・9 木集鍵

21 土師器 哩 49 (17.0 ) 18.1 6冊 買褐色 密 ナテ'- ¥j' キ ，ゅーすr 厳然Hλ 付宥)

22 土師器 聾 45 15.2 10. 4 26.3 1似鴻 極褐色 曹 11 ハク "1 I!III! (日 It 稽)

23 土師器 費 94 14 .8 10. 0 22.6 1似鴻 檀褐色 密 "r ，すす ，...， lt~ (J.ス付帯f)

74 -2 4 土師器 司且 56.87 18 .7 12.8 8.0 8岨 褐色 密 時ー行 "町 敏鯨〈日付積}

25 土師器 聾 8，43 8. 8 [5.8) 45l ‘ 慢褐色 租 1' 1' ，N ケ Fサ→ナヂ

26 土師器 聖 85 ，92 12. 6 (9 .0) 想晶 黄褐色 密 寸，，' ，→17 時→甘a

27 土師器 畳 7 5.2 (2.9) 1(鴻 黄褐色 密 ナテ ハケヘヲ1n

28 士師器 ~;.hÎ 53 6.8 4.8 4.3 1(1(漏 黄褐色 曹 ペナテ 円ケ→へ=;'17.'，

29 土師緊 、三予三7 55 5.2 3. 6 5.8 9坤 賞褐色 密 坤.行 時→骨.

75 - 1 045 土師器 器 台 2 1 3.8 l叫 褐色 唖 ミj 'キ，へラ17' ヘラすデ .度黙

2 土師器 畳 22 11. 2 3.6 ! 8.4 8崎 慢褐色 在 ，、令。ヘラ行 ヘラケ1・q→ i骨'キ

3 土師器 畳 2 1 12.8 5.0 20.9 95l‘ 極構色 密 17' -~þ'キ
r申，ヘラ"').: ~ -I\，， -

現示糧危
，1'キ

4 土師器 畳 25 15.5 4.4 15.0 鎖鴻 鼎褐色 禽 岬-， 1' キヘ=;t=; ヘラナデ→治キ 厳艶

5 士師器 『邑 26 18.4 6.6 21. 2 15 ‘ 黒褐色 lt ，、均 ハタ .長係 本110 提

6 土師器 曹 20 9.5 4.0 9.6 95% 担褐色 唖 岬→17 '，へヲゥn ，..."へラ 1 n 漉I!!

7 士師器 ミユチ，1 17 (6 .0J (4.2) 4.1 45l‘ 灰色 密 不明 ，、ヶ

76 - 1 046 土師器 高何: 3，6，15 [6.4) lち'‘ 黄褐色 密 17' w キ

2 土師器 高 綜 27 盟 2 (8.0) S叩 極構色 密 w キ ，ゅ→ミS キ 隆I!!

3 土師器 壷 3.16 9. 8 (9.2J 30 ‘ 慢褐色 蜜 ヘラナデ へ7tテ\岬→，I' ~

4 土師器 聾 6，18 (8. 1) 5.4 11. 3 8叫 慣褐色 粗 0 ，へ=;t:;'， ''''-1'1' 岬→廿. 依然(日付 箸)

。 土師器 置 23 ，24 11. 5 (11 .8) 55 ‘ 間色 粗 ，ゅヘラナテ ，.r 後然{日付宥)

6 土師器 聖 28 11. 8 [7.4) 15l ‘ 貫褐色 粗 4 行今一行. "7 -t デ 司度!I! (日付 箸)

7 土師器 ミエテ;1-; 13 (1. 4) (3. 8) 1.4 1時 黄褐色 密 へ7t:;' ，、予すデ

71 - ¥ 041 土師器 置 2.5，1，11 ，29 却，曲 .70.74 (13.9) [14.9J 3岨 檀褐色 密 当今今「ヘ予汗 ，νケ，，1'キ 依然

2 土師器 置 51 20.6 [6.8J l岨 檀褐色 1Il :倉キ ハ今-， 1・キ

3 土師器 畳 1 (17 .2 ) [7 .3 ) i崎 喜美赤褐色 密 ハタ 、，・キ 依然 (AA 付着}

4 04 7 土師器 聾
2.5.6. 14. 16，加， 31，38. 41 ， (21. 8) [2 0.5 J 2叫 黒褐色 聾 ヘヲテテ ，V句 司邑割込
48. 63 . 65 . 73 

s 土師器 壷 34 ，曲， 71 (2 1. 4) (6.6) 珂 褐色 密 ナデ o 祖伝軌

78-1 048 土師穂 畳 20.22 [5. 9J 15 混 峰褐色 密 ナデ 時→押 I!II!! (日付 婚)

2 土師器 量 11 (1.8) (4.0) 7.3 35% 黄褐色 密 へ予t7' へ71' 1
3 土師器 畳 14 (8 .6) [6 .8J s‘ 褐 色 密 不明 時一行 . I!II!! (AA 付着)

4 土師器 壷 13. 15 (21 .8) [11. 0) 15l ‘ 極構色 密 岬 ，17 ー 寸" 寸→行. I!II!! (日付 審)



5 土師器 聾 17 8.6 [8 .7) 5叫 檀褐色 密 ，寸「ナヂ.へ予門会 F咋「ナヂ 置期 (.0.付着}

6 土師器 彊 5，18 13.0 [12.4) 45 '‘ 同色 組 時廿 坤→甘 厳然{日付着)

7 土師器 聾 2.12 19 .0 7.0 26.9 8叫 檀褐色 密 '咋， へjt デ ，ゅー?予 複黙{日付着)

8 土師器 聾 3，8，9 11. 0 [5.6 ) 45% 備色 禽 fサ→ナテ ""→竹 . 包質"

9 士師器 ，=t且7 16 [4. 1) [2.0) 1. 0 25% 極構色 密 す予 す予

79 - 1 049 土師器 器台 a (8 .2) (2.3) 25% 褐色 密 ナテ e へ対;t.' ~- ~ . ' キ I!黙 ( ，，~付着}

2 土師器 壷 2.3 ，11 12.8 [12.0) 3叫 黒褐色 曹 'Jr ーすγ ，、今 "熱 (日付着)

3 土師器 豊 1，5 (9. 2) (5.1) "弘 黄禍色 理E ?ヂ。 ，ゅーナデ 時一行.

4 セ師器 iエチ"， 7 18 (3.6) 2.0 3.8 8叫 貰褐色 望E ，;'キ.1 "1 ミザ‘

80-1 050 土師器 器台 44 7 臼 20.7 7.0 l例施 褐色 警E " キ， t子. 赤軍与密室無

2 土師器 器台 16 8.8 [5.4) l時 赤網島色 組内 時→廿ー

3 土師器 畳 29 7.4 (14.7 ] 侠胤 褐色 粗 ナヲ. ヘラ7}，.' ?→ ハケ→ " キ

4 士師器 豊 剖， 39 ，42 10 .8 [7.0) 25 ‘ 槙蝿色 密 ナテ. 崎一行ー I!~ 

s 土師器 壷 13 ILO (7.3] 25l ‘ 赤網島色 祖 ，t'キ.ナデ " .キ 赤彰

6 土師器 聾 40 11. 6 5.9 13.0 明晶 檀褐色 岨 ナデ ナデ "黙
7 土師器 直 4，6，21 ，22 (目的 (9.3] 15l ‘ 檀同色 密 ，咋，へ予tr WT' 被無

8 土師器 lI! 34.35.47 18.0 9. 5 25.0 95~‘ 備色 望E '寸へ予ナデ 岬 - tt'

9 土師器 唖 6，36 ，38 ，46 9.5 [7.6 ) 25% 担褐色
密 ヘラ7;7; "9→t=i '，11' ...... ハ

ケ
すず ，'Jr

10 土師器 壷 32 10 .0 [7.2 ) 25 喝 褐色 世 ?テ 岬 ，、今→行 被黙{日付着)

11 土師器 聾 4，12 17 ，6 [5 ，6) 25l ‘ 車褐色 組 l行 '，IJf t1"→岬 ー度黙

12 土師器 甑 6.48 5.6 [5.0 ) 20% 褐色 組行. ，サ 箪~

13 土師器 i二fュ7 13 1 4. 2 (4 ，3) 4.6 70% 褐色 粗 11 ' . へ刊 n →t1 寸打 。「行'

81 --1 051 土師器 器台 】 [4，5) 20% 檀縄色 宮 、γ丸行‘ ミS キ

2 土師器 畳 12 2.8 [7.1) 95' ‘ 黄褐色 警官 寸→?ヂ.ナテ ・ 向者--.tr '.サ j n

3 土師器 畳 l (1 7，4) (8 ，2) 15 覧 檀褐色 密 岬→ナデ ，今，廿

4 士師器 置 1. 2，6，7，8 12.3 [31.2] 65 ‘ 褐色 輯 ヘラナヂ， ハ今4 ナデ 』ゆ→t1"

5 土師器 手提ね 14 3.2 [2.4 ) ヨ鴻 褐色 l 密 ?テ. t1' 

6 土師器 手短ね l 3，2 2，0 4( 胤 灰色 密 行 ず予.

7 土師器 李健ね i 5.3 3，5 2，8 85 ‘ 褐色 密 行. ナヂ

8 土師器 手控ね i (5 ，9) 3. 5 3，8 65% 黄褐色 密 ナヂ 叶→竹'

9 t 師器 手銀ね 1 5.3 3. 5 2.8 85 ‘ 褐色 型空 ナヂ t' 1 

82 - 1 052 土師器 器台 1. 21 (9，0) [6.4 ) 20% 高色 E すf'. t7' """ '-7 ず予.

2 土師揖 高杯 8 15.4 (2，7) 20% 樺色 密 崎一 t， がを

3 土師器 査 3，5，8，9 (10 ，0) [7. 1) 2叫 酷色 密 へjt ヂ 時一行ー

4 土師器 亜 43，2副ト95 -1 (10.8) [12. 5) 3同 褐色 聾 守寺. ハ守丹 -条輔!

る 士師器 置 3.8 ，9，45 (2 1. 2) (6，9) l冊 褐色 密 ，、仇ヘラすテ 岬→ナテe

6 土師器 置 21，42 (17 ，8) [5，0) i叫 褐色 軍 F、7，"'7tヂ へjtテ .行 →行

7 土師器 壷 1，11 ，36 (2 1. 6) (5.7 ) 2叫 帽色 密 行 '→ハケ f干寸

8 土師総 直 41 (1 9，2) (10 ，3] 2嶋 褐色 密 ハヤーナテ'円汁 ヂ 'Jr- ナテ' ，，.j

9 土師器 聾 8.10 ，33 (1 6，8) [9，3) 2叫 褐色 密 'Jr ，ヘラすず '匂

10 土師器 聾 27 (10.8 ) (9.2 ) 3叫 高色 ill へラナテ ナ予. 笛~

11 土師鰭 型 1，2，3，6，7，8，9 (11. 0) (9 ，2) 4時 褐色 望E ヘラfデ へラすず

12 土師器 聖 8 10. 2 [5. 5) 3晴 黒褐色 密 11' "寸→ へ汁デ 崎一行.

13 上師器 聾 6 5. 1 (2，8] 2叫 揖色 理E 守号. 時→背 .

14 土師鵠 李健ね 1，6 (7.2) 3.6 4.2 2叫 極構色 密 ，.j→ t1" 坤，廿 '

15 土師器 手短ね 15 (5.6) 3.2 5.3 3帽 軸色 聾 ハケ.n 叶「竹 e

16 士師器 手提ね 14 (4，8) (3 ，8) 4.3 3碍 褐色 密 ナテ F寸→t7 '

17 士師器 手裡ね 17 (5.0) (4.0) 4.1 3叫 褐色 密 t1 寸→汗'

18 土師器 手但ね 26 (4.0) [3.2) 4叫 灰色 !Ii t1 ，、今一行

19 土師器 手銀ね 28 4.3 [2 ，1) i叫 黒褐色 密 tt ー へ'1 tt 厳黙

83 ー l 053 土師器 器台 2.5 ，7，22.3 1. 33 (7. 1) 11. 2 7.8 65' ‘ 褐色 理E 行'，'Jr →行.
ミ倉キ→ナテ'

ハター消キ
2 土師掠 器台 29 ，31 (11 ，4) (4 ，8) 15l ‘ 縄色 曹 t・'*， 坤→行 A 今『ミ倉・キ

3 053 士師器 器台 38 [4 ，8) l叫 黄褐色 宮 ナ予.
" キ

4 士師器 査 8，9.36 (7 ，9) 15¥ 慣褐色 岨 ミ"キ .t 7' ξ，キ 赤移

s 土師器 壷 12.14 ，25 ，27 ，40 7，8 (19.0) 邸鴻 檀褐色 密 ヘJt j' ミBーキ 事彩白木繁到底 後然{日付

4・}
6 土師器 畳 2，23 ，却 [9 ，2) 15'覧 極褐色 担 へ?ナデ 均一，;'キ 組度燃

7 土師器 壷 28 4，4 [11 ，4) 8叫 檀褐色 密 tt' T キ
8 土師器 畳 19 ，20 3.8 (7 ，4) 4叫 白灰色 密 へ7fT' ，;'キ

9 土師器 聾 7.31 (14.9 ) (15 ，2) 25% 檀褐色 密 Fサ，ヘ?ナ7 Fサ.寸何 .， → t7'

10 土師揖 ..修士・ 42 9.2 2，4 65 ‘ 暗褐色 粗 ，;キ 、S キ
84 - 1 054 土師器 器台 6，7 (9 ，8) [2.8) 10% 県備色 軍 ，j キ 時一廿

2 土師器 器台 l (5.1 ) 3偶 赤褐色 密 すヂ aーキ

3 土師器 器台 27 [5.2 ) 3剖 褐色 害E すず ".キ

4‘ 士師器 高停 19 11. 6 [4 ，8] 反鴻 褐色 組 '"キ '"キ
s 土師器 高杯 17 (7.4) (3.9) 3.，‘ 制E働色 岨 a'.，ナテ' へ予tT ー

6 土師器 畳 10 ，11. 28 (2 1. 4) [5.0) 1叫 恒褐色 報 岬→ナ子' 川→?テ ー度~
7 土師器 哩 4，18 (23 ，2) [9 .0] 15% 褐色 宅管 ，咋寸→tj ' ，." 笹無(日付着)

8 土師器 聾 10 ，11 ，14 ，28 (13.3) 11. 4 21. 6 8叫 馳色 岨 岬，へ1t 子二 ，、ャー行' ，咋→押. 依然 ("仲省}
9 相生 畳 1. 10 (23.6) 3時 褐色 !li 円寺tr ' "1- ，;キ

85-10 土師器 置 9，10 11. 8 [19 ，3) 4叫 黄蝿色 密 "ケ F今一泊'キ
11 土師器 手控ね 21 3，8 1. 2 2.6 9ら気 褐色 密 含ず n ' 

86-1 055 土師器 器台 i [3，9) IS覧 責処色 密 へ予ナデ 不明 赤彩
2 土師器 哩 6，8 (19 ，6) [13.5) 15 鳴 暗褐色 聾 時ーへ71:~: ~ ハケ→門司 後~

87 - 1 0田 土師器 聾 1，3，5 (8 ，7) [11.2) 2時 赤褐色 曹 ，、うすず咋 ヰ 4 廿.

2 士師器 甑 3 (16 ，5) 5.4 12.5 6叫 赤縄色 組 ""， '、 .jt ヂ
岬一行ー

ヘラl n → t=;"

3 土師器 甑 3 (16. 5) 5，4 12.5 6叫 赤褐色 密 坤「甘. '吻→t1'，
ー度燃へH7. ' ~ー行 '

88 - 1 058 土師器 器台 i (1 2.0) (4 ，6) i叫 赤惜色 密 ，、身→行 ハ'T--t'f 務彩

2 土師器 畳 1， 14 ， 15 (11.4) (6.2) l叫 黄縄色 密
ミ“→背，.，，-

'寸 - ，)キ→行 .
ヘラケス"

3 土師器 壷 2， 5， 10 ， 11 ， 19 (1 8，8) (4 ，0) 1叫 県南色 密行' ナテ'

‘'艶89 - 1 059 土師器 曹 1， 13 ， 17 11. 2 4.8 13.2 95% 褐色 組 "l，ヘ71T 峠「ナヂ。ヘラケ，. ， 被熱 (λ1 付着}
1， 2. 6， 9， 16 ， 18 ， 19 ， 20 ， 2 1， 

2 土師器 量 |242 型， 23， 24 ， 25 ， 38 ， 39 ， 40. 41 ， 18.8 13.5 3(鴻 貨褐色 警告 ，、与「すj'，へ寺すず 'サ→t1 程賞黙 ('~À付省}

3 土師器 聾 7， 18 ， 49 (18.2) (4.0) 5% 褐色 密 tf . ，ヘ7t 1' ナヂゆF

90-] 冊。 土師器 器台 12 12 ，3 [5.9) 縦Y‘ 縄色 密 す手・→，i キ ハケ 湖、
2 土師器 品物 121 20.2 (6 ，7) 6(!‘ 恒褐色 密 何 .9.......' 、ヶ ，)可 厳~，赤彩
3 土師器 査 20 14 .8 (7 ，7) 2明 棋褐邑 密 峠→ナヂ 時→竹ー
4 土師器 聾 21 12.8 (7 ，2) 5首 褐色 a P咋→廿ー "1 

91 - 1 同2 土師器 器台 41 (12 ，0) [6 ，9) 2叫 得色 密 へ1t デ→r咋， すテ' へうすず-，;'キ
2 上師器 器台刷 [5.5 ) 4叫 白灰色 密 廿. 不明
3 土師棺 司E 1， 2， 8， 46. 47. 48 13.2 [6 ，2) 15' 短冊色 密 す予 . ヘラナデ ナ手， 時→w キ “!¥ 
4 土師器 聾 1， 2， 15 (1 1. 4) (6.7 ) 45 首 極褐色 密 へ甘ず →z今 ヘラ何咽 ~ - 'v， → ，;'キ 値安傾

92 - 1 崎3 士師器 高何 15 20.0 11. 0 13.2 』以鴻 檀構色 唖 ミ'キ， '、ケ→行 e ，サ→，1 考 骸黙

ト→
土師器 高抑 16 2 1. 2 13.0 14 .4 9" 赤褐色 軍 ヨキ， "11); " →行. ，1 キ 核燃赤彩
土師器 高 杯 11 20.2 11. 4 14.2 縦鴻 赤働色 密 ゴキ! 時→すテー ，、ケ→、f キ .監然赤彰

4 土師器 畳 8 13.4 (4.9) 2叫 赤同色 宮 F咋→tr ，、ケ『ナデ 皆無{日付着}
5 土師器 畳 10 4，8 [6.3) 2" 赤褐色 警E へ71:， ミ会'キ。 ヘヲケス" 赤彩
6 土師輯 壷 4 12.8 7.6 15.9 奴M見 檀惜色 ill ，." ーヘラナテ ，、1，へラ世);. ~ 後~



7 土師器 聖 12 14 .1 [8.3) 201' 赤褐色 密 p、今「ヘヲナデ ，、相『行.

8 士師器 彊 7. 9 14 .7 8.8 22. -4 7叫 赤惜色 密 寸『叶ナデ 時→ヘラ甘 ‘軌
9 土師器 甑 13 19.1 5.6 10.7 以M見 黒褐色 密 Fサ『ナ予' 岬→ナデ 蚤智弘

93 - 1 側諸 土師器 器台 1 [6.1) 2叫 掛褐色 密 ，r キ ，r キ 北陸系

2 土師器 1働杯 3 21. 5 [10.0) “現品 赤褐色 密 ミS キ ミ倉キ 赤彩

3 土師器 畳 '. 3 (1 6.8) [10 .4) 2叫 極構色 密行' s吻『行.

4 土師器 畳 2 8.2 [18.5) 50!‘ 憧褐色 密 ヘラ廿 e →廿 ，、ケ→行' 彼無(日付省 )

5 土師器 唖 l (19.4) [11. 8) 1& ‘ 黒崎色 密 ナデ 行 .寸 彼黙{日 付積)

6 士師器 彊 l (18.2) [6 .6 ) l叫 憧褐色 密 F今「廿. 'サ IU¥( 日付着)

7 土師器 聖 l (1 8.3) [6 .4) l叫 燈褐色 密行 ' r吻→甘 .

94 - 1 。師 土師器 畳 l 4.7 [7. <l 3咽 慢褐色 軍 ヘ7t jー " キ， ヘヲすγ
2 国 6 士師器 畳 1.2 3.3 (3.4) 51 ‘ 慣褐色 密 へ'J t=f "・キ。 へ7tテー 後I!!

3 士師器 哩 1 (11. 1) [8 .9 ) 1時 褐色 君E へヲナテ向。→ナ「 nケ→ナヂ

4 土師器 手銀ね S 2.8 [4.1 ) 7晴 赤褐色 密行' t7 ' 赤影

95-J 師7 土師器 鉢 l (5.4) 2.5 5.4 4叫 黄褐色 密 行.→ミ f キ U' キ，へ'H'J.:' 赤彰

2 土師器 件 1， 20 (1 0.3) 3.6 7.2 6叫 赤褐色 密 サ押→u司令， ハケ
背 -ミ Y キ，

赤彩
ヘラケn

3 土師器 器台 J7 7.3 12.6 7.7 9& ‘ 黄帽色 密 、倉、， ハケ→ナテ. ハタ→ミ倉'キ

4 土師器 器台 7 8.6 [8.5) 以鴻 褐色 密
ナ"→， n. 法令，へ? 行 e → T キ，
ナテ'

5 土師器 器台 (u 13.0 [8.9) 6叫 黄褐色 密
".キ I サナデ， ハケ， す

1倉.キ ，ナヂ
7 

6 士師器 器台 15 (6.4) 2叫 黄褐色 密 へラサず、町 へ7tf' ， ~j' キ

土師器 骨量台 川 (4.6) 2踊 岨褐色 密 ;;-キー へヲtj' • ハヤ ，T'キ .度熱

8 士師器 器台 19 12. -4 [6. 7) “現‘ 賀褐色 組 '"キ ヘラナデ ?ず へ77J.'~. 1':;" 

9 土師器 高明〈 (. 8 20.8 [7.0) 4叫 恒輔色 密 ナテ Y キ 行. へヲ;n → T 考 鍍I!!

10 土師器 豊 2， 4， 5. 11 20.0 [7.8) Z叫 檀褐色 密 1 • '守→~" 't .へ ? tr ， Iサ→ヘ7t r 厳係

11 士師揖 置 8 11. 4 4.0 9.5 以鴻 檀褐色 粗 ナテ へ7tヂ
t'1 " ， へ刊，，' IJ-. ~ t( 

被栴 ("付着)
キ， へヲ;n

12 国 7 土飾器 聾 6 13 .6 4.6 11. 0 95 ‘ 黄褐色 粗 竹、年『ヘラt1' ナテハケ→ヘ，tヂ，サデ

)3 土師器 彊 31 12.5 4.6 13 .5 6叫 褐色 密 r寸→ ，rl. へ'it r ナデ寸→ミf キ 厳然(日付 着}

14 士師器 聖 1， 2， 26 (1 4.4) 4.0 12.0 551 ‘ 黄禍色 密 t1". ヘラナヂ
すテ. ヘラウス'j → ナテ・'

へヲケn
(5 土師器 聾 1， 28 (18 .0) [5.5) 5' ‘ 褐色 密 内申， へn T" rJr-t7" 

(6 士師器 費 8 10.8 [15.0) 6叫 檀褐色 密 へ刊号、今
ヘヲ7}.' ，→ハウ吋

ナデ. 0; 
J7 土師器 聾 1， 2， 4， 25 (1 0.7) [8.9) 1叫 褐色 曹 へjt デ. tt' サ行'→岬→行. 後有色

(8 土師器 壷 1， 13 12 .4 [7 .0) 2叫 褐色 型車 ナヂ， ナテ →，、1[， ，'} 
' 今寸 →tt '. 行

組!I¥
「時

(9 士師器 聾 12 9.6 [6 .1 ) 2時 檀褐色 宅E 苛ず. ，匂 ハ今， 行 ' 依然

96 - ¥ 06B 士師器 器台 1， 5， 10 6.9 10.6 7.7 75' ‘ 褐色 密 fテ'→，)'キ， H' →"" 
?ず， ヘラケスョリ『

tt ' ，量ーキ

2 士師器 壷 1， 11 (15.2) [8.2) l帽 褐色 密 ""---tr ' ，へjt テ' 行.→ r、持 揮をI!!. 赤彩

時→tr ‘ 崎→へ刊

3 土師器 理 1， 3， 4， 5 19. 5 10. -4 3l. 4 7叫 帽褐色 署管 崎 -.t '1， ヘラt7" ，'j→tT' . へ押，'，→ 厳然

'寸

4 土師器 聾 '. 2 
(1 4.2) [5.1) s，‘ 極圏色 密 ハケ， ヘラすず 崎

s 土師器 畳 1， 5. 7 4.0 [7.5) 50 覧 被褐色 密 すテ ， ヘラナデ
ナヂ、ターヘヲ何'， -

桜熱
1・可 へ計ず

91-5 価 9 士師器 器台 6 (1 2.2) [7. 2) 30 ‘ 褐色 密 ナデ司r寸 行 →ハウ→<l'キ 按県{スス付者)

6 土師器 理 6 [6.3) 1怖 構色 密 ヘラナヂ '匂

97-1 071 士師器 器台 3. 15. J7 (8.4) 10.9 7.3 95' ‘ 赤褐色 密
:が乞 寸廿.→廿.

t1 '， )サ. ，) キ 赤彩
す予

2 土師器 器台 23 7. S 9.1 7.9 1. 叫 補色 岨 ナヂ， へ押子'ーす干' ナ予.

3 土師器 高綜 8 11. 8 [5.7) 3叫 褐色 密 U' キ ミY キ

4 土師器 量 19 (13. 1) 4.7 [7.5) 宮'‘ 褐色 密 17 '‘;;q →甘. ナヂ .Y 今 奪事参

5 土師器 畳 25 7.4 [11. 1) 15% 赤褐色 密 ナデ 崎→ミl' キ， 彼黙，赤彩，木，医療

6 土師器 聾 3. 14 ， 15 ， 16 ， 17 19.2 10.0 31. 5 85 ‘ 黒褐色 禽
ナデ， 峠→へ7tヂ、 ナデ，岬→行・'サナ

舷熱(日付着)
ケ， ヘラナデ 手.

7 土師器 聾 2. 3. 20 ， 21 ， 22. 24 (14.0) 9.3 23.2 751 ‘ 褐色 密
tt '→ヘヲ行. 向→ ハケ→ナヂ 岬「ヘ刊

被熱{日付着 )
t'r n →t7 ' 

8 土師時 直 1， 13 (9. 7) [8.8) 1叫 褐色 相 へラt7'. tず '寸「ナヂ ，ナデ ‘"思
9 土師器 理 27 (1 0.7) [7. 01 15' ‘ 褐色 密 "7 t7'. "7 廿 「廿. 行'→崎 被~

98-¥ 73 土師栂 器台 23 ， 35 ， 36 ， 37 ， 38 . 39 ， 43 9.9 13.8 8.2 7叫 褐色 密 t=r， ミ倉寺。 崎→t1' 11 崎→，r キ

2 土師器 器台 3， 23 ， 24 13. " (5.2) 35' ‘ 檀褐色 唖 円。「ナヂ へ77}." →tt '

3 土師鰐 畳 H 10.4 '.8 16.0 9& 覧 極構色 密 すず→;)'札ナテ ナ予.一泊.キ 毎度I!!

4 士師器 畳 1-14 ， 17.......20. 22. 25-30 14.4 5.2 26.1 8叫 極褐色 密 ハケ→;) 'キ.Y キ ハク→Y l. :p 'キ 様I!.¥

5 土師器 畳 45 ， 46 ， 47 ， 48 10. " [18.81 3崎 褐色 阻 不明 ，、ケ→U' キ，汐.キ 後I!!( 日付着tl

6 士師器 畳 、 2 (2 1. 2) (6. i) 5' ‘ 檀褐色 密 ，、ヶj すず ずヂ 崎→行

99-1 074 土師器 高相: 70 ， 93 13.0 7.7 65~‘ 赤褐色 密 ，)'キ， ハケ→すず
'v，. tj' →へ?すテ-

、'キ

2 土師器 高何:
6， 8. 53 ， 60 ， 67 ， 68. 69 ， 70 ， 

72. 77. 92 
13.6 19 .6 10.5 55% 褐色 密 ミ倉キ，ナデ， ハケ 岬→w キ， iI'キ

土師器 高 杯 91 20.6 [9. 7) 6叫 慢褐色 密
時-，倉 '1. ，j 

'サ→泊.キ
3 キ， ヘヲナデ

• 土師器 土甘 75 3.2 民鴻 黄褐色 密 油'キ ヘヲ;;0 → T キ t赤事協

5，11，12.13 ，14 ，15，16.17 ， 崎→肯崎司
木集復s 土師器 畳 19 ，20 ，21 ，23 ，24 ，25 ，26 ，28 ， 8.5 (25.6J S叫 貧褐色 粗 F寸→へ1t ヂーへ予行e

ミがを，
29 ，30.31 ，32 ，41 ，42 ，44 ，81 ， 82 ，85 

6 士師器 司匝 9 9.2 8. • 14. .0 95¥ 黒褐色 竃 ハケ→?デ， ヘラナヂ， tt' 峠→ナテ 依然(日付稽 )

7 士師器 甑 95 4.4 (5.01 1& 覧 褐色 !I: ，、.'ltず ヘラケス ' ‘'恥
100-1 075 土師器 時台 13 ， 16 8.0 13 .4 8.' 95 ‘ 褐色 密

，)'キ，寸 7].' ~， "今 → ?
Fゆ→ミ;'キ，)' キ

テ

2 土師器 聾 19 11. 8 10.0 16.3 i悦鴻 褐色 世
向。「すデ， へ1tT' ， 円。 別々 →竹 、与 唱時→

依無〈日付着)
→朽. ナデ

3 土師器 聾 15 10. 2 (7.3) 4ち1‘ 赤褐色 密 へ刊ず‘ Z今→廿. ヰ→廿.

4 土師器 iエチ.7 14 '.6 [2.4) 7叫 褐色 密 、倉キ ，、甘ず

101 - 1 076 士師器 器 台 2. 4 (9.2) [2.8) 1叫 褐色 密 ，;キ ，;'キ 敏熱

2 土師器 高再 ? 15.1 (5.21 45' ‘ 褐色 密 ミf キ ，ゅ→ ;; 'キ 積良県

3 土師器 畳 1 19.2 (7.0) 10 覧 首褐色 密 不明 ，'" 笹神事(日付 着}

4 土師器 壷 11.4. (1 0.0) 55% 檀褐色 密 すず. ヘヲすず ，、ター17 ' .~ (日付着}

s 土師器 聾 6 12.0 [8.01 '5' ‘ 極構色 粗 へ，tデ o申→へjt デ ハウ--t 7'， ハタ 彼I!!

6 土師器 壷 l 17 ，6 [7.5) l崎 般商色 密 ""， ，'" →ヘラナ予 F寸ー.t=;' ， ハケ 後然(日付省)

7 士師器 ~;:千 1T 14. 2.0 ['.6) 15' ‘ 極構色 量 ナヂ ヘラ押¥ ヘヲケス1

102 ー I 077 土師器 畳 12.13 ..7 (2.7) 13.0 6叫 暗褐色 密 甘.→ z、"→竹. 岬→行'-， j' キ"カキ

2 土師器 聖 4，6-8 ，10 ，14. 13.2 7.9 21. 9 55% 暗褐色 lIi 明 . ..... ，，7t7'→喝咋 時→すず 厳様相A付着)

3 土師器 聖 1.3 ，11 ，12 ，14 15.9 9.2 [27.2J 6岨 鼎褐色 密
ナデ→寸押'→ ;)' キゆ

峠→tt' 岬→寸行.
ーサナデ

4 士師器 理 12，13 (17.8) [5.7) l叩 暗褐色 !f. ヘラサデ→ハウ→汗 e ヰ→甘.

103-1 078 士師器 器台 17，32 ..9 12 .8 7.. 951 ‘ 質褐色 密 時→tf' ナテ → :倉.キ

2 1 土師器 畳 35 ，祖 11. 4 3.6 9.7 ""誕 暗褐色 密 ナデ→、Y キ
すテ→iγ キ，、ターへ7t

ず→;) 'キ.ナテ '



3 土師器 畳 23 ，37 (1 8.8) (3.6] 
51‘ 補色 密 " キ ナヂ，ハケ

4 土師器 畳 19 7.0 (10 .5] 
3S‘ 暗褐色 密 不明 崎→ナ予.→:;キナテ 葬者多

5 士師 器 聾 15.18 18.8 5.0 21. 0 鋭鴻 極構色 担 ヰ→行'， 1ヂ 押・，ゅー押 .

6 土師器 聖 4，5，:掲， 37 (1 3.6) (11.2] 2冊 暗褐色 密 ハウーす予へ717 ?予・、今 後照帆λ{寸箸)

7 土師器 聾 33 (9.6) (6.2] 2叫 黒褐色 祖 竹 .→ 晴『 竹. ，、今「持.

104 - ¥ 079 土師器 器 台 3.202 (13.2) (6.3] 25li 褐色 密 時『行. すデ

2 土師器 器台 3.198 12 .7 (6. 4] 3岨 褐色 密 " .. ''"→行 行→岬→、aキ

3 土師器 器台 189 (11 .8) (5.9) 15' 檀褐色 租 ，、ケ→行 a ナヂ

4 079 土師器 器台 3，6，26 ，135 ，159 (13 .6) (7.1) 30 判 時褐色 密 ?テ.→，サ -17' 崎「行'、 f キ

士師器 高杯 14.3 (17.5 ) 12.5 75' 覧 褐色 密
t1 →泊キナ予→崎一 4円一岬『行 -当 .

5 253.265 
す? キナデ→ミY キ

6 土師器 高停 68 (5.5) 4時 褐色 密 ，)キ， 1ヂ へ71 1"→，)キ

7 土師器 置 6，102.......'04.138 ，270 4.2 (13.0) 6崎 赤褐色 密
ナテ→岬，サナ9........ ナヂ.

，)キ，へ7t t 赤彩
TI 

105-8 弥生 畳 11 ，12 ，70 ，72 .73.84 ，92.93 ， 99 (1 7.7) (3 1. 2) 6崎 赤褐色 !!l ナず→清.今 岬→ナデ，"キ 赤影

9 土師器 豊 5，133 ，255 ，2描， 259 ，剖拍 15.0 (6.8) (27. 1] 4晴 黄禍邑 粗 へ:; tt → T キ. ナデ
fず .":;t 予'→:1' 1"
がキ tt '

10 士師器 置 2，3，178 ，181.182.187 ，190. (28.5) 65 覧 黄縄色 II! i量'者，へ， 1デ ハ守『 ミ)'キ
197 ，198 ， I田， 2叩 .201

11 土師器 畳 11.115 ，140 ，254 7.8 (19 .8) 3叫 檀褐色 密 ，サ→へ予t7' ，サ-t7' . ~j' キ

12 土師栂 畳 130.193 ，194 (20.2) (6.0) 
5‘ 黄褐色 密 時「廿. r寸→11'

13 土師器 畳 4，5，6，112 ，128 (3.3] S誕 罪褐色 粗 ミl' キ， すヂ H' 札へ?ナヂ 赤S診

14 土師器 畳 252 9.2 3.6 9.3 8叫 茶褐色 垂 'v，-1j ' 
，、ゥーすず，"キ。寸 H ・

15 土師器 畳 2，3，6. H見 163 ，230 ，2曲 11. 9 8.5 7崎 黄褐色 組 ヘラナヂ ""，へうす予

16 土師器 畳 11.12.59 ，61 10.6 (5.9] l叫 赤褐色 型E ，)'考， ヘラtr 峠→，1 キ 意雪色

17 土師器 畳 193 (13.4) (4.3 ) 5li 黄褐色 軍 ハケ→，)'キ 坤→ヨキ

18 079 土師器 畳 3 1，54 3.4 (5.3) 
25' ‘ 慢縄色 密 ，、，1寺. z今『甘'-， 1'1 ，叶す

予'

19 土師 冊 唖 85.9 1 (1 7.4) 8.7 23. I 45li 暗闇色 望E ，、ケヘラナテ. '寸 核燃(日付着)

106 - 20 土師器 聾 3，1! 掲， 203. 204. 2 19. 220. 264 17.4 (19. 5) 4時 黒褐色 密 ハウヘ;1予. 崎. ヘラ廿.

21 土師器 壷 67 11. 9 (7.0) 3岨 燈褐色 密 ，、計予・，t1 '-' '' 吟 ，、~-1デ

22 土師器 聖 3 1，53 (1 2.1) (6.9] 2叫 赤褐色 祖 へ'it y' ，行'→峠 '，" 

23 士師器 聾 3，13 ，219 ，220 ，221 8.9 (6.9) 2岨 褐色 密 ヘヲナヂ ナテ

24 土師鵠 甑 101 (6.0) (2.3) 
51‘ 褐色 禽 t1 ー lt 

25 土師器 手鐙ね 32.31 7.1 3.7 4.3 収漏 檀褐色 密 ，、今.ナ子 岬→t"，
107-1 。剖 土師器 高杯 174 (5. 1) 

2S‘ 褐色 密 t7' →ミ..札町村 γ :J'キ，へ ;1 テー

2 土師鵠 高杯 204 (4.7) 3嶋 赤褐色 1I1 へ7t f' 円→T キ .，彩

3 土師掃 高杯 82 ，64 23 (6.8) 3叫 檀褐色 密 行'-，， 'キ ，) 'キ 蘇竜彦

4 土師 器 壷 2，37 ，244.251 7.2 2叫 赤褐色 唖 tT ' .へ， 1デ "1- 行ー 赤影

5 土師 器 置 89.101.182 (1 3] (8.7) 15' 檀褐色 密 ，サ→ w キ， へうすヂ
F咋，へ刊，，' ，-ty'. ~j' 

キ

6 士師 器 畳 95 (8. 1] S偽 貧褐色 車 'ザI 寸ナ予・'ナヂ '仇市.キ

7 土師 器 亜 254.257 7.7 3 10.7 9叫 暗暗色 !!l ハケ，ナテ ハ今， へ7tテ

8 土師 器 理 5 (11. 5) (2.2) 5覧 黄褐色 密 ナテ ナテ ，サ

9 土師 器 聾 .. (5.4) (1. 7] 珂 黄褐色 !!l ヘラナテ ，匂.1 ず

2.3 ，4，5.7.8.12 ，13 ，91. 岨， 97 ，職 1曲
108- (0 土師 器 哩 ，110 ，128 ，141 ，147 ，157 ，158 ，163 ，167 ， (1 9) (24.9] 551 ‘ 檀褐色 車 すt' ，へ予17' ，、仇ナ予'

187 ， 188 ，189 ，212 ，245 ，267 

11 土師 器 彊 8，11 ，25 1. 253 ， 255 ， 257 ， 259 ， 261 14 ，4 7.4 19.3 8叫 時褐色 担 へ1T7 ヘラ相.LI 、今「ヘラ行

12 土師 器 聾 3， 229. 238. 242 (11) (6.5] 151 ‘ 褐色 車 ，、ケ，へ予1y ' ハタ 厳11¥( 日付箸)

13 土師器 畳 H渇.197.198. 同9，2曲 13 (7.6) 451 ‘ 檀褐色 密 ナデ，''" ハク，ナテ

14 土師器 聾 241 8 5.7 251 込 褐色 粗 坤→行. 'サ 厳然(;u付着}

15 土師器 唖 7.8.114 ，115，116 ，149 ，196 9.8 (7.1 ) 4帽 暗褐色 密 ヘヲt:;-. 11'.̂ 守 時一行. 依然Hλ 付箸)

16 土師器 型 227.240 ， 250. 267 (9.2) (7.8 ] 4叫 茶褐色 密 ヘラナテー ，'" 

109-1 081 土師錯 器台 7，69 (6.2) '" 赤褐色 密 T キナデ ，)'キ 薄曇l'J

2 土師器 器台 43 (6.6] 45li 暗網島色 在 ゆキ.岬→ナ予' '吻→消ーキ

3 土師器 器台 33 (4.1) 4叫 黒褐色 密 ナデ，峠→ヘラ押ー へラ~^ . f 

4 土師器 高停 70 (10.8) (3. 7) 25l ‘ 褐色 望E 法、
"キ

s 土師器 高何 172 (7，2) 4叫 赤褐色 密 時一行. へ71r' ，~...キ 赤彩

6 土師鋸 畳 45 14.0 3.0 15.2 8" ""褐色 岨 ，1'考ナヂ
齢、予すず坤-"丸暗智

赤移
λ" 

7 土師器 畳 14.1 5.32. 49. 51.67.77 19.0 [10.3 ) 4崎 赤褐色 曹 へ7t予『ゆキ ナデ→ミl' 考 赤彩

8 土師器 畳 間 19 .6 (8.5] 351 ‘ 黄褐色 組 ナテ -:1'キ ハケ→;)' キ

9 土師器 畳 19 ，匝 15.7 (5.9] 3叫 橿褐色 組 ハタ 行 . ^" 
110-10 土師摺 畳 1.14 ，削.6 1. 62.63 8.0 (2 4.4] 3崎 赤褐色 管 へ予す子' ヘラアテ.→，)'キ

11 士師器 畳 1，55 6.4 (16.0) 4叫 檀褐色 阻 へ予ナ7' 岬.竹 . 木業復

12 土師器 畳 25 (6.7] IS 覧 轟色 組 すテ'，̂" ".令 後押H u .付箸)

13 土師揖 'iI! 1，14 ，52 ，描， 54 12. 6 (13.7) 

""" 褐色 宅E サナヂ，岬 叶→廿. 彼11'> (スス付 4・)
14 土師器 聾 14 ，58 (11.8) (12.5) 2哨 檀褐色 睡 ヘラす予' へ7tず，へ 17 :Z: 。
15 土師器 聖 59 .1. 14 (12.8) (1 3.5] 2叫 暗褐色 密 1. '，.....1 すテ. ，、ケ『ずγ 厳黙{日付省}

16 土師総 聾 3，20 ，63 (6.0) (8.0] 151 ‘ 暗褐色 密 ナ予 y寸，へラナデ.ナヂ

17 土師器 畳 14 ，52 ，53 4.0 (4. 7) l崎 暗褐色 密 へ1t'1' へ:11;1， '9 ，tテ'
18 土師器 聾 24 8.7 (5.7) 1叫 褐色 車 ヘラすテー，す予. 'ゆ
19 土師器 聾 拍 6. • (5.2) l叫 暗褐色 密 サナず寸--t7' 時
2。 土師器 聾 101 (6.9] 2崎 黄褐色 唖 ，、計予吻「持 ヰ→廿.

111-1 岨 2 土師器 高府、 22 12 .4 (5 .0) 3岨 赤褐色 密 ，)' キ "7-， 1' キ 赤彰

2 土師器 聾 17 (18.2) (14.7) i叫 褐色 密 へ討手. 岬→廿. .賀県(日付着}

3 土師器 壷 4，12 (19.2) (5.5] 
5‘ 黄褐色 聾 ^"→す予叶すデ 'ゆ→行 iI<熱(u付着}

4 土師器 壷 31，42.44 12 .6 (8. 1) 回覧 檀褐色 密 へヲヤ" ~ 時→朽 依然{日付着)

5 。怠2 土師 器 聾 4，27 ，30 ，28 (11. 6) (6.8] 1叫 揖褐色 軍 へラ7テー '，" 笹鰍 (" 付着}
6 土師 器 壷 3.15 (11. 4) (5 .9) i叫 縄色 密 ，、ラすず 'サ→ナヂ 被僧(日付着}

7 土師器 聾 13 ， HI. 19 (1 2.0) (7.0] 2叫 橿褐色 密 へ?守 n へ甘ず →行.

112-1 083 土師 器 畳 19 8.5 1. 0 5.4 7叫 褐色 組 ヘ7tt' - 行 . へ717' 依然

2 土師 器 器 台 23 (5.0) 2叫 赤褐色 粗 ，) 'キ，ヘ711' ，"7 ヘヲナ子 。治キ 依然

3 土師 器 器 台 1 (4. 1) 
15' ‘ 褐色 密 ，)'キtTー ，1' キ 後11'>

4 土師 器 畳 1，7，19 (17 .4) (5.2) 
5‘ 褐色 阻 1ず ハウ→押・

5 土師器 手狸ね 10 (5.5) (4.2) 6.0 7叫 褐色 担 ナテ. へ予行'→ ty'
113 - 1 085 土師時 鉢 5，40 '.0 (3.3) " 暗褐色 密 へ7t 1' "7， 17' 

2 土師椋 器 台 16 7.6 9.9 7.1 1似川 赤褐色 租 :1 'キ，へ7t7 ' ty ' .サナテー-"キ

3 土師栂 器 台 14 7. 1 9.5 7.2 
95' ‘ 暗褐色 密 ，1'1 ， へ予すず へ7ff' "寸→サナデ

4 土師器 器 台 12.41 8.4 (2.7) 35% 褐色 理監 ，1'キ ず予.

5 土師器 器台 1，4 (11. 0) (6.0) E叫 赤褐色 望E ヘラt7' ヘヲナテ.→iI キ

6 土師器 高 杯 11 11. 8 (10.1) 積鴻 暗褐色 粗 iカキ.へ， 1テ ，、ケ， tを→，1 キ 場解彩

7 土師器 高綱 18 12. 1 (6.0) 4時 暗褐色 密 w キナT
崎→4 甘.→ T 発

すず

8 土師器 畳 8 (12.0) (4.0) 
5'‘ 赤褐色 密 ナ予 時一柄

9 土師器 畳 10 lL6 (9.3) 151 ‘ 暗褐色 密 ミ'キ .tT' ミ倉ーキ

10 土師器 聾 7 9.5 4.2 9.6 I~ 赤褐色 密 内予tT ，、ケ.へ 11"
11 土師器 !I! 15 8.9 4.8 9.0 叡M弘 暗褐色 '" ~ ...キ .......t". ~j' キ

12 土師器 置 17 ，18.19 ，34 (15.9 ) (4.8) (15.7) 。，‘ 黄褐色 組 ハウ .岬寸行 ，ゅ

13 土師器 畳 33 13.5 4.8 19.2 1似鴻 黄帽色 密 ハ7t ヂ ヘラナテ.

14 土師器 聾 3. 4 12.6 6.7 17.3 85l ‘ 褐色 阻 ?テ ー l' 



15 土師器 聾 2.5.6 .8 .39 ，40 ，41 13.6 8.7 16.2 以M‘ 罪褐色 組 '寸ーへ 7t 1' ，、.，.， tt ' Il U! 
16 土師器 壷 13 10 .0 (7.9J 35 ‘ 褐色 組 叶行 .Wr 時
17 土師器 聖 9 10 .0 (6.5J 5叫 茶褐色 曹 すず ハ..へ7t d

114 -1 。踊 土師器 器台 7 (1 l.4 J (7.2J 351 ‘ 赤褐色 密 " '，.ヰ 『行. 'サ →治、 赤彩
2 土師器 高杯 4 (3.9J l時 赤褐色 密 す予 ，、タ→押. 事Iil
3 土師器 哩 4，6，8 11. 3 (8.8J 7叫 思褐色 III t'1 持・

11 5- 1 087 土師栂 器 台 10 5.107 (9.0) 9.7 9.0 78 ‘ 褐色 型E へ7ft ，、少『門.

2 土師器 器台 1，44 ，49 ，臼.54.58. 61 10. " (3. 'J 25 ‘ 憧褐色 密 ，吟『甘・ ヘラナテa →消.キ

3 土師梼 器台 2.3 ，11 12.3 (7.4J 4叫 極構色 竃 坤 4 廿. " .キ
4 土師器 畳 45. 田 .1加 5.6 (5 .7J 151 ‘ 檀褐色 曹 へ71 1' ，、。『法令

5 土師器 聾 t朗 (1 4.0) (14 .1) 4冊 惜色 粗 ，~タ，ヘラナデ 時→へラ持ー

6 土師器 費 1国 20.3 10. I 31. 3 明'‘ 鼎網島色 密 崎，ヘヲ.，-， - " キ ，、タ

7 土師器 手控ね 曲. 75. 77 (4.0) 3.2 4.1 7崎 惜色 電E 廿 . tT 
11 6-1 0剖 士師器 鉢 7，16 19.8 (6.3) 18‘ 黄褐色 密 ，、今一....H'};.， 時『廿.

2 土師総 壷 9，11，12 6.8 (4.8J 1岨 黄褐色 密 寸→ナテa 寸→ナテ.→;T' キ

3 土師器 聾 13 16.7 4.6 21. 6 98 ‘ 買褐色 密 へ予t1' ，" 鉱閉(u 付審)
4 土師器 甑 16 5.8 (3.8J 10誕 黄褐色 密 《ラナデ 廿

117 - 1 冊9 土師器 器台 26 9.2 (.. ') 5叫 賞褐色 密 tr へitr
2 土師器 置 2 (4.0) (1.7] 51‘ 褐色 密骨 . 叶1};" - t1 '
3 土師器 聖 6.7.9 ，29.3 1 12.8 5.3 20.5 8冊 暗褐色 密 "Ht' 'ゆ司ヘラナデ 厳~(，，)，付倉)

11 9- 1 回 1 土師器 直 13 (11. 1) (5.2) 15'噴 賀補色 III It手. 'サ
2 士師器 司匝 3.4 (1 7.4) (4.3) 51 ‘ 褐色 密 Wr .すす ，、タ-t '1'， tデ
3 土師器 聾 3 (18.8) (3.8J 5‘ 責褐色 理E 行・ ?ヂ 依然但兎付看]

120-1 092 土師器 器台 144 7.6 (1 2.2) 6.3 75' ‘ 赤褐色 密 ，，'キ .Wr - 行. U' キ 赤彰
2 土師器 器台 10 7.3 (1. 3J 4叫 赤褐色 密 ，，'キ "7 - '"キ 8伊彫
3 土師器 器台 68. 156. 日l (11. 4) 【6.6J 451‘ 事構色 喧 ミS 寺内命→ナテ. 1・-キ 奪司蕗

4 土師器 器台 16 11. 1 (5.8J 闘賞 赤褐色 密 ミ"キ サ行'- ，，'， 赤D

5 土師器 高杯 12 13.5 (l1 .IJ 鎖班 買褐色 相 "7-w.. 崎→押. 時→ ，，'キ

6 土師器 高杯 73.75.87. 朗 .131 13.0 (7.2) 55' 帯構色 組 "可I 行' ，ゅ→ミY キ， ミY キ 赤彰
7 土師器 高杯 2.3 ，5.89.92 ，95 ， 101 12.9 ('.5J 4冊 罪褐色 睡 ，t キ Wr-(j'キ $彩
8 土師器 畳 15. 10.0 5.4 8叫 赤褐色 組 ，，'キ 泊、 穂電急

9 土師器 畳 8 12.8 2.9 7.4 以鴻 赤褐色 '管 ，)キ "・ キ 赤彰

121- 10 土師器 畳
2.5 ，6.25.26.47 ，52 ，69 ，71， 

13.2 3.3 13.9 領'‘ 赤褐色 密 " キ."7.ヘヲす予 '
，，'キ，ハウー17' .ハタ→

8修彩97.1( 風 I曲，1曲， 11 0.11 1，125. 135 w 弘、，キ

11 土師器 畳
岨， 47 ，48. 4. 9. 団 .51 ，53.59.

13.8 6.8 16 .8 品質 賞褐色 曹 時ーミ"丸吋持. 崎司法.キ 敏織{丸元付 着}73.79 ，83 .蝿

12 土師器 査 <1 7，4. 9.51 .凪， 57.拍 .125. I踊 (1 7. G) 5.0 10 .9 邸Y‘ 黄褐色 租 ヘヲすテ 。" キ "・ キ

13 土師器 畳 2，5.7 ，20 ，21.24.30 ，師。 99
10.1 (10.4J 8咽 黄褐色 密 ，j'キヘ ラすず 'ゆ-;jキ102 ， 106 ， 133 ， 134 

14 土師器 畳 3.5.30.68.9 1 8.0 3.0 6. 4. 曲賞 賀補色 密 サナデ→ミY キ ハウ→ミn
15 土師器 畳 77 ，84 5.0 (6. sJ 7叫 褐色 密 ヘ甘デ ;j 'キ，へ;t ヂ

16 土師器 畳 38 ，43.44 ，53 ，55.62.118 ， 121.128 s.4 2.6 5.9 取鴻 黄褐色 Il! ;j'キ ，t7' ミ"キ， tr' 

17 土師器 畳 9 (7.0) 4.4 6.6 98 ‘ 褐色 組 時.'、 H ず tT 
18 四2 土師器 畳 146 (18 .6) (22.0J 3叫 赤褐色 密 ナテ 岬→?予'

2.5.7 ，93.97.98 ，99.102 ，山3，104 ，105
19 土師栂 畳 .107 ，1四.133 ， 135 ， 140 ， 163 ， 164， 165 ， 12.2 '.6 l5 .3 叙鴻 赤褐色 III 消毒ヘヲナ予 (1'考 後押~(x丸付.l

I砧. 167 

20 土師鱒 畳 2. 46.48.49.5 1. 52. 54 ， 77 ， 13.3 5. 1 15.3 8描 暗褐色 組 ，v，.ヘラ廿. Nf- 背 .
79.82.118. 124. 125.136 

21 土師器 聖 3，69 ， 74 ， 76 . 85 .踊 (1 0.8) 4.4 11. 3 601 ‘ 暗褐色 密 へnr ハタ 後!!> I日付者}

22 土師揖 聾 2.3，5.6 ，7 9.0 (29.4J 5叫 檀褐色 粗 へ?ナヂ サ 7"' - 押 '.U' ， 

23 土師器 lI! 5.7 11，2 (".3] "'" 褐色 密 ミ，'，..へラサ手. "・' .ヘラ守予.

24 土師器 聾 5 (2'.4) (5 .7 J 5‘ 恒褐色 l! へ7tテ ，、ケ

25 土師器 聖 1，19，22 ，142 ，143 ，145 ，14 7， 19 .2 11. 5 32.2 7岨 暗褐色 密 ，、..へ予門' 内タ 厳罰{日付着 }
I!泊 .151 ，172

122 - 26 土師器 聾
2. 7， 34 ， 39. 40. 42. 43 ， 54. 55. 62.63 ， 72 13.2 10 .5 21. 5 品'‘ 暗褐色 岨 へ'7 17' へ;tt'
.118. tl 9， 1却

27 土師器 聖 45 ，47 ，51，58.59. 剖 .79. 125.126 13 .9 (10.2) 19.7 “鴻 暗褐色 組 へ;t干 へ117

28 土師器 聖 2.3.52. 曲 .1 0.72.77. 78. I回 14 .3 (14 .0) 7帽 賀褐色 組 時，ヘラ廿 ，ゅ

29 土師器 聖 141 ，14 2 (7.9J 3岨 暗構色 竃 ヘラ?デ e対均

30 土師鵠 聖 2.32.33 ，34 (1 0.6) 8.2 8. 1 5叫 暗褐色 曹 へ7tテ. ，、守『廿 .

31 土師器 聖 15 9.6 (6.3) 151 ‘ 檀褐色 密 へ11 7" ，、札，、今『廿.

32 土師栂 聾 59 ，80 (1 4.3) (7 .8J 時 褐色 粗 へ'1t7 'サ→行

33 土師器 置 S， 43 . 54. 55 11. 7 (5. 1J 15‘ 褐色 密 t7 .Wr →押 ，、ケ

M 土師器 彊 14 11. 4 (6.6J 151 ‘ 極構色 竃 ヘラ令ず へ7すテ'

35 土師掠 聖 13 10.9 (7.8J 18 ‘ 慢褐色 竃 ず予ー ，、ヶーすず

36 士師器 唖 23 ，27.67 10.0 (6.7J 151 ‘ 極同色 担 ナデ、今
ff' .'" 

37 土師器 聖 59.6 (6.2) 1叫 褐色 密 t1' ，、。『へ111'

123-J 同 3 土師器 器台 4.7 (11.4) (5.9J 351 ‘ 赤褐色 l! ，ゅ，、ケ→行 ミ倉.キ

2 土師器 畳 4，16 ，却 6.2 (2.7) 1叫 褐色 官 へ甘デ "7 -付 .

3 土師器 畳 2.32 5.6 (2 .2J 5‘ 褐色 睡 不明 不明

4 土師器 書 3 (1 7.0) (3.8J " 慣褐色 曹 ヘラすず ，、7- 押 .

5 土師勝 iエヂ，y 5.35 (4.0) (1 3.2) 5.9 451 ‘ 黄褐色 曹 崎-tr. 梓・ 1";' 

6 土師器 iニh 7 19 (3.3) 3.0 4.1 鋭鴻 貴褐色 密 すす ナヂ

7 土師器 iエ1>7 表傑 4.4 (1. 7J l冊 褐色 密 ナテ. ナテ.

124-1 抽 4 土師器 器台 4，16 (4. IJ 忽鴻 褐色 密 11 'サ →()ーキ

2 土師器 高都 4，14，16 19 . .. (6.8J 羽車‘ 褐色 l! ，j キ 坤→i'・キ 赤軍~. ~度!!>

3 土師器 置 2.11. 22 (12.0) (6.0J l叫 極構色 唖 w キ ヘヲすテ - ミj' 毎

4 土師器 置 4.18.20 '.3 (12.5J ヨ晶 檀褐色 型E すず，崎 ，j 'キ

6 土師鵠 唖 s 19.8 (1 3.') ヨ晶 暗輯色 粗 Fサ.ヘラナ デ ，、，

12 5ー l 。明 土師器 器台 2. 7 (7 .8) (3.0J 15‘ 赤褐色 置 ミ倉・キ ミγキ 赤'彦

2 土師器 両院杯 8. 20. 2 J. 22 . 24. 25 . 26 . 28 . 30 (25.1 ) (6.2J 2叫 圏構色 官 ，j キ ハタ→1γ キ

3 土師輯 畳 1. 7 2.6 (2.5 ) E叫 貧褐色 竃 ヘラナヂ ヘラナ手.

127- 1 遺構外 土師器 輯台 35- 1 (11. 1) (1 3.9) 10 .4 砧1‘ 冊色 置 ナデサ ナテ 担ー。

2 土師器 器台 四-1 8.0 5.2 日‘ 鼎褐色 曹 ，，'キ，ナヂ サナデ Z7 L- ) 

3 土師器 器台 15- ) 7.8 ('.3J 4叫 事褐色 密 ミS・令， 1テ ，j'キ 笈到N

4 土師器 標台 22-] (7.6) (1. 8J 51 ‘ 褐色 密 ミ，'， ヘラタスー' 210 

5 土師器 器台 笈l-l 10.6 (5.3J 以鴻 檀褐色 聾 ヘラ今ス l.1 予. ，、今『行. Z9N 

6 土師緑 結台 22-1 12 .0 (6.8) l岨 短冊色 世 ず予 ，、ターサ押. 270 

7 土師器 器台 07- ) (6.7) 50! ‘ 褐色 世 ヘヲヶn .tt' ミY キ 国N

8 土師器 器台 24- 1 (4. GJ 2叫 褐色 密 すず、今→行 ，j'キ 27N 

9 土師器 器 台 80- 1 (3.9J 1叫 褐色 密 ナテ ナヂ 箆拠

10 土師器 ;t; j耳、 32 -1 (17 .3) (5 .5J 2帽 橿褐色 曹 坤→，，'キ ，今→，，'キ 2制

11 土師緑 高相: 同 情1.07 -) (19.8) (6.3J 151‘ 極構色 曹 11 →油.キ ，，'キ 29 N 赤彰

12 土師器 高杯 Kトl (1 6.4) (5.2J 151‘ 檀褐色 組 ?予 時 2曲

13 上師器 高杯 45- ) 16.2 (5.8) 話1‘ 褐色 組 時-17' ，，'キ 四一。

14 土師器 高杯 (8 .0J 2叫 褐色 密 ?テ. 不明 Z7L赤軍 言

15 土師器 畳 59- 1 (目的 9.2 30.8 日孤 黄褐色 III ，、今→へ刊号押‘ ，、タ岬→すデ 四M 木業銀

16 土師器 畳 l (11 .6) l叫 賞褐色 密 時.行. F、守-(jキ 27N-74 

17 土師欝 畳 35- 1 22.2 (4.8J 5‘ 褐色 軍 ハタ ，，，.時 『有. 詞-<l



18 土師部 畳 3&- 1 18.3 (8.6) 3叫 賀補色 i!! ミY キ 、，.キハケ 271 

19 土師器 畳 89-1 (14.0) 5.6 l崎 褐色 密 Fサ 崎一，)'キ 270 車修

20 土師器 畳 27-1 (19.1) (6 .1) 5‘ 同色 相 へヲty - g、担 21L 

21 土師器 壷 35- 1 (1 2.6) (11 .8) lち'‘ 褐色 組 へjtt へ71';' 2開

22 土師器 壷 74 -1 10. " (8.5) 氏周‘ 褐色 密 へ7t r r均一ヘヲケスー'ーヘラ?予 21N -14 

23 土師器 畳 23-1 3.8 (8.8 ) 穆晶 褐色 車 ナデ 時『行 . ~N 

2. 土師器 士甘 14-1 7.' (3.3 ) l叫 檀褐色 粗 す? サ~n-ナテ mヨM

25 土師器 鉢 46-1 (3.0 ) S覧 間色 密 ，吻「朽. t1' 29N 赤I'i

26 土師器 鉢 01 ・l 2.0 (2.5 ) 3帽 褐色 竃 F守t1' へ11}. '~→押 ， .. 

27 土師鵠 鉢 制H (9.0 ) ('.5) 4叫 褐色 犯行 サケスー，→tf 29 倒

28 土師器 畳 ().4-1. 15-! 10.6 (9.8) 2冊 檀褐色 密 へヲfず ヘラt n →行 2田

128-29 土師器 ミエナ，7 16-1 '.9 (6.9) 65' 褐色 密 すヂ 崎、γキ 27 1. 

30 土師器 聾 7. ・l (7.5) l叫 褐色 密 ヘヲナ7'，''''→ t=r ，、予すず‘岬 27N-74 

31 土師緯 理 72 -1 (10.8) (6.6) 2叫 褐色 望E 崎→行' 'ゆ→行 2711 

32 土師器 聾 74- ¥ 11. 2 (6.9) l岨 褐色 密 へ予すすサーt1 ?テ， 、ヶ 27N -74 

33 土師器 聾 37 】 (9.5) [5.5) 5‘ 暗褐色 車 ハラ行¥寸 ハ守 27L 

34 土師器 直 i (8 .6) ('.9) l叫 褐色 密 'サー行 ρ .. 27 N- 14 

35 土師器 司E 4 1-1 7.0 (5.0 ) 3叫 僅褐色 密 内予すf'，I、ャ ，、タ 27R 厳撚{ススイ寸箸}

36 土師器 聾 7. ・i (8.6) (6.2) 15 ，‘ 暗蝿色 世 ，ゅ ' .. 27 N-7-I 

37 士師器 壷 53-1 (9.6) (6.0) 1叫 貰褐色 密 ヘラt't ' ヘヲナテ '90 鍍焦("付者)

38 土師器 壷 1 (15.0) (12.3) 1叫 暗褐色 世 寸，寸行 '匂 27N ←1< 

39 土師器 聾 14 ・i (18.0) (9.0) l叫 褐色 祖 2ゆ， tt ハタ 28111 僅然

.0 土師器 聾 91- 1 (11 .9) (6.3) 時 赤褐色 密 ，、ラす幸. へ予守"事 2割

41 土師器 聾 74-1 (19..) (6. 7) 5' ‘ 権褐色 密 岬→t7 '.t7 坤→ tず 27 1+- 14 

" 土師器 理 74-1 {却 0) (. .1) 5~ 檀絹色 車 時→廿 、甘す '喝 Z1 N-14 

43 土師器 置 7.・1 (14.8) (4.8] 51 ‘ 黒褐色 密 向。-t7' ，へ予ナデ 時一折. 27 N- 14 .. 土師器 聾 曲 1 (15..) (3.0 ) 5~‘ 黄褐色 密 ，寸→f干' 'ケ 27111 ，，~ ( a付着}

.5 土師器 聾 74 -] 5.2 (13.8) i叫 褐色 聾 ヘラナ予 ，咋ーへラt7 ' 27N -14 

'6 土師器 聾 74-] 7.0 (2.3 ) 1叫 褐色 密 へ711 ハゲ→tr 27N-H 

.7 土師器 壷 04-1 (5..) (2.8 ) 5‘ 褐色 密 t7" ナテ. 2加

.8 土師器 甑 (9.5) (..2) 3叫 暗褐色 密 峠へ7t'1 'サ『行 e Z7N -7i 

.9 土師器 手担ね l 8.1 3.' 7.0 7叫 間色 密 ヘヲナテ ヘラナテ. 27N -H 

50 士師器 手控ね l 7.8 ... 5.9 95' ‘ 褐色 密 ヘjj 予 ?テー 21N -14 

「- 1 5 E 1 
土師器 手控ね i 6.6 3.6 5.0 95' ‘ 黄褐色 密 ヘラナ予e ナテ 27N -14 

土師器 手控ね 1 6.8 3.2 '.5 鎖鴻 黄褐色 密 すデ 17' 27 N- 74 

53 土師器 手盟ね 1 (6.7 ) 3.8 '.5 側鴻 極圏色 i!! へ予すず ず予 '71 トH
5. 土師標 手埋ね 1 7.6 '.2 '.9 95' 間色 曹 時， ヘ計予 す予 27tH4 

55 土師器 手佳品 i 6.2 3.2 3.7 95 ‘ 黒褐色 密 へ7t予 . ナテ. 27N -14 

56 土師器 手担ね 1 6.1 3.5 4.2 4叫 褐色 密 叶ナデ ヘラ折. 27N-74 

57 土師据 手控ね 1 '.9 3.0 '.6 95' ‘ 蹟褐色 密 ヘヲナテ ナ予. :m+ -74 

58 土師掛 手捜ね i 5.3 2.8 '.1 1α 鴻 黄褐色 密 t=;' ?ず 21N -74 

59 土師器 手控ね 95-1 (3. S) 2.2 3.5 65' ‘ 暗褐色 曹 押' t1 2醐

同 土師揖 手僅ね 75-1 (..0) (3.8) 2叫 惜色 密 へjt デ へ"'1J. : ~ 27" 

61 土師僧 手控ね 1 3.8 (3.5) 自鴻 慢褐色 密 ナデ すγ 27 1t-- 14 

62 土師器 手控ね l 9. • 4.0 5.3 阪鴻 橿同色 密 へjtγ ナγ 27 N- 14 

63 士師器 手裡ね l (3 .6) ('.0) 4叫 褐色 密 へ7ナデ F寸→升へ討す' 27N -14 

6. 土師緯 手控ね 』 (5 .0) 2.6 7.0 税滞 貰同色 車 ~.ナテ ~.行 21M -14 

65 土師器 手盤ね 1 (6.0) (2..) 15' ‘ 黄褐色 密 ，、t. ナ" '0 ケ Z7N -14 

届 土師器 手担ね 1 '.3 3.2 '.7 951 ‘ 暗褐色 密 岬押. ，ゅ 27N- 74 

67 土師揖 字程ね l 5.2 3. • '.6 lぽ冷 黄縄色 密 ヰ. tf ' 'ゆ 21N -14 

68 土師緑 手箆ね 1 5. • '. 1 5. • 100 誕 褐色 密 ，寸. tず ' .. 27 N- 74 

69 土師器 手但ね 1 (3.0) (5. 7) .0 覧 檀褐色 軍 ナヂ 崎→肯. 27N -14 

70 土師器 手控ね l '.7 3.0 5.0 7叫 褐色 密 ナテ. ，タ 27N -74 

71 土師穂 手担ね 1 5.3 3.8 5.8 7叫 歯槽色 i!! t1 t1 2711 ト14

72 土師器 手控ね i (6 .0) (5. .) 4叫 量間色 密 ，、計ラ. ナテ ;!1N -74 

73 土師器 手控ね l '.2 2.5 5.7 以鴻 黄褐色 密 t1" t1' 27 N- 14 

7. 土師器 手控ね 1 3. • ('.7) 以胤 褐色 曹 サ予' ず予. 27to トH
75 士師器 手佳品 1 3.2 (5.1 ) 55' 褐色 密 I~. t=; 'サ 27N -14 
76 土師器 手但ね 27 Y-40- 1 (..0) (3.2) 25 ‘ 褐色 曹 ヘヲナテ. n勿 t'1 27 N- 14 
77 土師器 手控ね i fi.4 3.5 '.0 回省 檀褐色 密 t1 ，，;-廿 ' :?1N -74 

日9- 70 土師器 手控ね 1 (6.4) 2.6 3. • 35~ 穐色 密 tf t1" 27N -14 
79 土師器 手担ね 73-1.73 (7.0) 3. • 3.9 55% 褐色 密 ヘラすず ハタ 27" 
so 土師器 手控ね 1 (6.0) (4.0) 3.3 4叫 褐色 密 ナヂ ナヂ :!7N -H 
81 土師標 手控ね 1 (6.7) 4.2 3.4 45% 暗褐色 密 ヘヲナヂ ナデ 27N -74 
82 土師器 手裡ね 1 6.8 3.8 3.3 75~ 褐色 密 17' 17' 27N -74 
83 土師器 手僅ね 1 5.9 '.0 3.3 951 黒色 組 ヘラナテ' ナヂ 27 1( -704 
84 土師器 手裡ね 1 3.6 (2.4) S叫 暗蝿色 重量 ヘラす予. 時→ナチ' "持 H
85 士師器 手裡ね 29- 1 (3.2) (1. 2) 1岨 恒輔色 密 ナデ t1' '" 86 土師器 手担ね i (5 .9) (4.2J 2崎 黄禍色 密 へ予す" すず 27 N- 74 
87 土師器 手担ね l 5.0 3. 1 4.5 1似鴻 貫褐色 密 ずテ. t7"" 27N -14 
08 土師器 手控ね 1 '.8 3.2 '.2 8崎 褐色 密 tf ナテ. 27N -74 
的 土師器 手盟ね I 4.8 3.. 3.8 951 ‘ 貫褐色 密 すず ナテ 27 N- 74 
同 土師器 手裡ね l 3.6 (2 ，9) 5冊 褐色 軍 へltT ナテ' 27N -74 
91 土師器 手控ね l 3.2 (2.5J '5' ‘ 暗褐色 密 へ予すず 行' 27N -74 
92 土師器 手狸ね 1 3.5 (2.0) “現‘ 褐色 密 すず t7 ' 27 N- 74 
93 土師器 手控ね 09- 1 ('.0) (2.2) 21 叩 褐邑 密 へ予t7"" "71 ;(' - ナf 2711 
9. 土師器 手裡ね i 4.0 (3.4) 25% 褐色 曹 すず す予 27N -74 
95 土師器 手僅ね l 3.2 (2.6) 4叫 檀褐色 密 へラすず へ1t 7' 27N -74 
蝿 土師器 手裡ね 1 3.0 (1. 6) 2叫 灰褐色 密 す予 'ゆ→t， 27N -H 
97 土師器 手僅ね l 3.8 (2.1) S叫 褐色 i4'!押 ハケ→行ー 27N -74 
98 土師器 手控ね l '.0 (1. 7) 3ち1‘ 檀褐色 密行a へ予すず 27N -74 
回 土師器 手担ね l 3.0 (1. 1) 4叫 灰冊色 密 t1 ナテ. 21N-14 
1凹 土師器 手控ね l 3.8 (1. 8) 説M‘ 檀褐色 密 へ117 17 ' '71 ‘7< 
10 1 土師器 手裡ね l 3.4 (1.5) IS ‘ 黒褐色 密押 ' すず 27N -14 
102 土師器 ~;:.t.>.1 J 1 3.0 (3. 1) 7帽 黄間邑 密 ナテ ナテ Z1 N-14 

130- 1 須車器 栴 No 1- 1 (11. 4) (i.4) 4.' 笈III 灰色 密 tf 17' 
2 理恵器 何: (4.0) 28 ‘ 灰色 密行 ' 丹.

灰袖付4・
3 須恵器 早 1 (8.0) (2.7) 2叫 灰色 密行 . を寺.
4 須恵器 折: No I-I ，No2-1 (7 .4) (2.6) 2叫 灰色 密行 t1' 
5 型車器 何: 82-1 (14.2) 7. ' 5.1 3叫 庇色 密 ナデ ナ予 筆に転用
6 調車器 杯 (12.0) (3.2] 2叫 灰色 曹 t1 " ずテ'
7 型車器 何ミ 04- 1 (12.9) (3.9] 2叫 灰色 密甘. t1 
8 須恵器 畳 82 ・1 10.8 13.6 18.6 I()( 鴻 民色 密 lナテ e すデ
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編集機関 財団法人 千葉県教育振興財団

所 在 地 〒284- 0003 千葉県四街道市鹿渡809 番地 2 Te l. 043 - 422 - 8811 

発行年月日 西暦2006 年 3 月24 日

所収遺跡名 所在地
コード

調 査 期間
調査面積

市町村 :遺跡番号
北 緯 東経

m 
調査原因

市いち野の谷やみ宮や尻じり遺いせ跡き

流山市西初石 12220 I 046 35 度 139 度 20001201~ 73 ，296 土地区画整理

5 丁目 54 ほか 52 分 55 分 20030227 事業に伴う埋

17 秒 21 秒 蔵文化財調査

所収遺跡名 種別 主な時代 王 な 遺 構 王 な 遺 物 特 記 事 項

市野谷宮尻遺跡 集落跡 縄文時代 竪穴住居跡 2軒 縄文土器，石斧， 主に古墳時代前期の竪穴

陥し穴 2 基 石鎌 住居で構成される大規模

な集落で，全国でも類例

古墳時代 竪穴住居跡 90 軒 墨書土器，土師器，の少ない東海系・北陸系

土坑 3 基 土製勾玉，土玉 土器の出土など，本遺跡

の性格を考える上で重要

な遺物である。さらに，

伊勢湾周辺からの文化の

流れも暗示している。
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